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はじめに 


1. 人間、世界、創造主 

メヴラーナ • ジェラーレツデイン•ルーミーは 

次のように語っています。 


「ある時、ある牛が当時の文明の中心地 
であったバグダッドにやってきた。そして町 
全体を歩き回った。しかしその雄大な素晴ら 
しさ、味覚、芸術の奇蹟の中で、ただ道端の 
メロ ンやスイカの 皮 だけがその注意をひい 
た。そもそも牛やロバの旅にふさわしいもの 
は、道にこぼれ散らばった藁か、道のそばに 
生えた牧草である」 （メスネーヴ ィ4巻、2377 
-2379) 


そう、私たちも、この世界でただ食べる 
こと飲むこと、楽しむことに従事していては 
いけないのです。一瞬立ち止まって考えるベ 
きです。どこから来てどこに行くのかを考 
え、人生をそれによって方向づけるべきで 
す。まず何よりも自分たち自身の創造、物理 
的、精神的なあり方、私たちが持っている優 
れた特性、そして世界について深く熟考し、 
それらの詳細について調べるべきです。そう 
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した時に、人生はより意味深いものとなるの 
です。 


例えば、土を考えてみましょう。同じ水 
で育てられたにもかかわらず、何千種類もの 
植物が育っています。これらはそれぞれに異 
なった色、形を持っ果実や野菜を与え、それ 
を完全なシステムや秩序の中で行います。同 
じ土で育ち、同じ水ではぐくまれた食べ物が 
互いに優れ、異なっていることは、人の知性 
を驚嘆させる事象ではないでしょうか。 1 

それから目を天に向け、そこでの壮大で 
荘厳なシステムに触れてみましょう。例え 
ば、太陽です。地球との間には1億5千万キロ 
の距離があります。中程度の大きさの星であ 
る太陽は、容積としては非常に大きく、その 
内部に地球のような惑星が130万個入るので 
す。表面温度は摂氏6000度、内部は2000万度 
になります。その軌道上を時速72万キロとい 
う驚くべき速さで動きます。これは概算で太 
陽が1日に1728万キロ進むことを示します。 2 

太陽では、毎秒5億6400万 トンの 水素が5 
億6000万 トンの ヘリウムになります。その差 
400万ト ンの 気体は、 エネルギーとして 放出さ 
れ ます。つまり太陽は毎秒400万 トン、 毎分で 
は2億4000万 トンの 物質を失います。もし太 
陽が30億年もこの速度で エネルギーを 生み出 
雷電章第 4 節 

Prof. Dr. Osman ^akmak, Bir Qekirdekti Kainat, p. 21, 66. 
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していれば、その期間で失う質量は100万の 
400,000,000,000乗トンとなり、この値は太陽の 
現在の質量の5000分の1となるのです。 

地球はこれほどの壮大な質量とこれほど 
に大きな エネルギーの 源に対し、この上なく 
計算された距離におかれています。太陽の焼 
き尽くす、焼失させるという面での影響は受 
けず、また一方でそれがもたらす効果的なエ 
ネルギ ーを受けられないということもありま 
せん。この壮大な力と エネルギー により太陽 
は、人間を始めとして地上の全ての生命に最 
も効果的な力と大きさを持って創造され、そ 
の熱を適切な形で地球に届けるのです。しか 
も、何百万年も。 3 

ここで言及したこの雄大な太陽は、天の 
川銀河に存在する、2000億と推測される星の 
うちの 一つに 過ぎません。同時に天の川銀河 
も、近代的な望遠鏡で見ることのできる数千 
億の銀河系の 一つに 過ぎないのです。そして 
この天の川銀河の一端から反対側に行く為に 
は、10万光年が必要です。（光は1秒で30万キ 
口進みます）地球から出発し、この銀河の中 
心部に到達する為には、300,000,000,000,000キ 
口進まなければいけないのです。 4 

3. Prof. Dr. Osman ^akmak, Kainat Kitap Atomlar Harf, p. 50. 

4. Prof. Dr. Osman ^akmak , 同著 p. 6; 5 か (^ekirdekti Kainat, p. 
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自然界を見ると、魚が泳ぐこと、鳥が飛 
ぶこと、飛行機が飛ぶことは全て一定の原則 
(流体力学）の範疇で実現しています。川岸 
もしくは海岸で疲れを癒している時に、水の 
動きがどれほど複雑な秩序の中にあるか、気 
が付いたことはありますか？飛行機もしくは 
飛ぶ虫のどちらが、この原則をよりよく、 
効率的に使っているでしょうか。魚の体の形 
が設計される時、どの流体力学が適用された 
のでしようか？この自然界で目にしているこ 
れらの適用は、技術において私たちに何を獲 
得させて来たでしょうか？そしてこれからも 
獲得させるでしょうか？クジラやツバメを研 
究することで、飛行機や船の燃料の節約を可 
能とすることができるでしょうか。蚊はなぜ 
水面で、沈まずにいることができるのでしょ 
うか。蜘蛛の瞬間的なジャンプには、その足 
のどのような特性が影響しているのでしょう 
か。 5 

魚の心臓は、水が体に与える圧力が最も 
低くなる場所に位置しています。これによ 
り、速度が増した時に外部からの圧力が減 
り、心臓の鼓動が容易となります。魚の目 
は、どのような速度であれ、常に同じ静圧値 
が維持される場所に位置しています。これに 


❿ 


5. D 09 . Dr. ;>ami Polatoz, Tabiatta MuhendisiiK, Izmir 2004, p. 

15-16. 
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より魚はゆっくり泳いでいる時も、速く泳い 
でいる時もその目において圧の変化はないの 
です。 

私たちは皆、家で、瞬間的に速度を増し 
たり落したりすることができ、空中で停止で 
き、宙返りをして逆向きに飛ぶことができ、 
逆向きのまま天井に止まることのできるハ 
エを見たことがあります。サメの尾の切り込 
み、ハゲタカの翼の先端の広がった毛、クジラ 
の尾部の三0月形の翼は、その動きにおいて 
彼らに流体力学的または空気力学的利点を与 
えます。ツバメやマグロにあるように、前後の 
翼が後方に湾曲している三日月形の翼はその 
効率性を上げます。人々は飛行機や船におい 
てこの設計を活用しているのです。 

調査の結果として、サメの皮において発見 
された小さな管が、塩水との摩擦を減らし、 
動きを効率的にする為に最も理想的な形、長 
さであることが知られています。 

人や人間の関節における潤滑機構は非常 
に驚嘆すべきもので、現代まで、技術におけ 
る3種類の潤滑タイプによつても完全に解明は 
されていません。 


氷点下で生きる不凍の魚、暑い砂漠の砂 
の上を動くへビ、潮間帯で生きる渇きに強い 
魚がいます。アザラシが1600メートルの深さで 
耐えることのできる圧力は、私たちが受けて 
いる圧力の160倍です。同時に、深海で暮らす 
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動物たちがこれほど大きな圧力の中でどうや 
って生命を維持しているかについては、知ら 
れていないことがあまりに多いのです。ウミ 
へビの一部は長い時間深く潜水している時に 
は、皮膚を通して血液中の窒素を外に出し、 
表面に出る時には手間をかけません。しか 
し、現代、最も優れたダイバーですら、水面 
には休みながら時間をかけて上昇することし 
かできないのです。 6 

このように、周囲の存在に ついて 考える 
人はほとんど皆、無限の英知と力を持つ創造 
主が存在すること、自らも無駄に創造された 
のではないこと、この世界に一定の目的の為 
にやってきたことに気づきます。実際、諸研 
究の結果としてもっとも原始的な民族的な宗 
教から、最も発展したものまで、全ての教え 
にはあらゆるものにその力が十分である崇高 
が創造主への信仰があることが確認されてい 
ます。 7 

アッラーの存在と唯一性を示す証拠は非 
常に多くあります。その中から、誰でも簡単 
に目にすることのできる例は以下の通りで 
す。 


0赤ちゃんができること、生まれるこ 
と、育つこと、知恵や意志を持つこと、さら 



Polatoz , 同著 p .18-42. 

Prof. Dr. Giinay Turner, “Din” 項 ， Diyanet Islam Ansiklope- 
disi, istanbul 1994, IX ， 315-317. 
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に重要なこととして、赤ちゃんがどのような 
物質から創造され、どのような状態に至るか 
ということ。 

0人に恐れと希望を与える稲光、天から 
水が非常に周期的な形で下されること、それ 
によって乾いた大地が蘇ること。 

0天と地が非常に細かなシステムの中に 
存在すること、そこに無数の生物が創造され 
ていること。 

0風が、雨を吉報として伝えながら吹く 
こと、雲を様々な場所に運ぶこと、湖や海が 
形成されること、山のような船が何千トンも 
の重さで水面に浮かぶこと、何百もの飛行機 
が離着陸を行う小さな町のような船が、大洋 
を進むこと。 8 

0あらゆる生命に天と地から糧が与えら 
れること 9 

メヴラーナは次のように語っています。 

「息子よ、文章を書き手が書いたと考え 
ることと、それがひとりでに書かれたと考え 
ることのどちらがより論理的であろうか」（マ 
スナヴイ 6) 


8 . 


9. 


ビザンチン章第 20-46 節；相談章第 29, 32 節；ヤー•スイー 
ン章第 33-41 節；雌牛章第 22 節 . 又は参照、イブラーヒー 
ム章第 32-33 節；ビザンチン章第 40, 48, 54 節；創造者章第 
9 節;ガーフィル章第 61 ， 64, 79 節；跪く時章第 12 節；離婚章 
第 12 節 


創造者章第 3 節 
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「素朴なものよ、答えてみなさい。家の 
作り手、建築家がいることを考えることがよ 
り論理的か、もしくは作り手も建築家もなし 
で家が勝手に生じたと考えることが論理的な 
のか。美しい芸術作品は、目も見えない腕も 
動かないような人に作られるのか、もしくは 
才能があり、目が見え、感受性を持つ人の作 
品であるのか」 （マスナヴィ 6 ) 


「刺繍や絵画は、彼らが知っていようと 
いまいと、その全てがそれを作成する人の手 
によるものである。壷を作る者は、壷に関わ 
り、それを捏ね、形を与え、作成する。壷は 
その作成者なしで勝手に広がったり伸びたり 
するだろうか？板は大工の手に庇護を求め、 
彼に従う。そうでなければそれが切られたり 
他の板に組み合わさったりするだろうか？ 
服は仕立屋の手を通過せずに、ひとりでに裁 
断されたり縫製されたりするだろうか？利口 
な人よ。水入れは、水をくむ人の手になけれ 
ば、どうやって勝手に水が入ったりなくなっ 
たりするだろうか。あなたもあらゆる瞬間に 
呼吸によって満たされ、からにされる。だか 
ら、英知を持つ者よ、その比類なき偉大な創 
造主の手に、あなたはいるのだ。いつかあな 
たの目の覆いが取り除かれ、神秘の結び目が 
ほどければ、芸術作品は芸術家の手に置いて 
その姿を変えていることを理解するだろう」 （ 



マスナヴィ 6 ) 
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被造物が存在すること、そして壮大なバ 
ランスと システムの 中で動いていることを、 
「偶然」によって説明することは、絶対に可 
能ではありません。エドウイン•コンクリン教授は 
次のように語っています。 

「生命が偶然の産物として生じているこ 
とを主張することは、印刷所において偶然起 
こった爆発の結果、素晴らしい百科事典がで 
きたと主張することに等しい 」 1 Q 


2 . 人間と宗教 

宗教は人に、創造主やその他の被造物と 
の関係をただす法、秩序、道として定義され 
ます。それによるなら宗教は、創造主によつ 
て人々に、死ぬ前の生、死後の生において道 
を示し、教えられる学問を含みます。人が現 
世での生で誰にも害を与えず、権利や法を順 
守して生きること、その短い期間を安楽な形 
で過ごすこと、将来の永遠の生におけるリス 
クを増やさない為に、いくつかの条件を設け 
ています。 

ア ッ ラーは この 世界で非常に多く の 被造 
物を創造されました。しかしその中で人間は 
非常に異なる地位にあります。人間には、他 
の被造物にはない理性、意志、学問、理解、 



10. The Evidence of God, P.174; Prof. Dr. Vahidiiddin Han, Islam 
Meydan Okuyor, p.129. 
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能力、そして統治すると言った多くの優れ 
た能力が与えられました。ただ、この能力 
はもろ刃の剣のようです。これらの肯定的な 
面が用いられれば、この世界にはしっかりし 
た秩序を、人間には豊かな善と恵みをもたら 
します。否定的な面が用いられれば、望まれ 
ないものをもたらし、恐ろしい分裂をもたら 
します。恐ろしい迫害や大きな戦いの要因と 
成ります。人のこの特性と能力が正しい形に 
方向づけられる為に、他のある力を必要とし 
ます。それは、正しい宗教です。しかし忘れ 
てはいけないことは、アツラーは人が信心深 
くなることを必要とはされていないというこ 
と、人がアツラーの命令に従うことはアツラ 
一には何の利益ももたらさないということで 
す。しかし私たち人間が来世の幸福のみならず 
現世での幸福を得る為には、教えの命令に従うこ 
とが必ず必要となるのです。 11 

啓示された教えの全てが、人が創造主を 
知り、仕える為に創造されたことを示してい 
ます。 12 


宗教を 人々 へと伝える のは、 預言者たち 
です。 イスラームは 全ての預言者を認め、預 
言者たちへの信仰が ムスリムと なることの 一 
つの 条件であるとしています。 イスラームの 
信仰によるなら、預言者たちの間には一体性 



Prof. Dr. M. S. R. el-Buti, Islam Akaidi, p. 71-76. 

出エジプト記 20:2-3; 申命記， 6:4-5; マタイ 4:10 ; 使徒言行 
録 17:26-28; 撒き散らす章第 56 節 
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と継続性が存在するのです。預言者たちは自 
分たち以前に采た者たちを評価し、その後に 
来る者に ついても 吉報として伝えています。 13 

預言者ムハンマドを預言者として認める人 
は、彼以前の全ての預言者をも認めたことに 
なります。実際預言ムハンマドの手紙を運ん 
だ ハー テイプ.ビン. アビー •バルタ ーは アレクサ 
ン ダーに 次のように語っています。 


「私はあなたを、 アッ ラーが人々の為の 
教えとして選ばれたイスラームに招きます。 
ム ハンマ ド.ムスタフ ア はあなたのみではな 
く、全ての人々を招かれています。彼らのう 
ちで彼に最も厳しく粗野に振る舞ったのはク 
ライシュ族でした。彼に対し最も敵対したの 
はユダヤ教徒でした。人々のうちで最も近し 
さを示したのはキリスト教徒でした。預言者 
ムーサーが預言者イーサーの吉報を伝えたよう 
に、預言者イーサーも預言者ムハンマドの来訪を 
吉報として伝えています。私たちがあなたをクル 
アーンに招くことは、あなたが律法に従う人々を 
新約聖書に招くことのようです。皆、自分の時代に 
来た預言者のウンマとなるべきなのです。あなた 
は預言者ムハンマドの時代に間に合いました。だ 
からあなたをイスラームに招くことで、あなたをイ 
ーサーの教えから遠ざけることにはならないので 


13. 


Prof. Dr. 0. F. Harman, “Islam” 項 ， Diyanet Islam Ansiklope- 
disi, istanbul 2001 ， XXIII, 4. 
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す。逆に、彼の預言者性にふさわしいことを行うよ 
う提案しているのです」 14 


ペンシルバニア 大学の教員であるテイモシ 
一•ギアノッテイ博士はイスラームを選んだこと 
で以前の宗教であるキリスト教を無と見なし 
ているのではないこと、以前の宗教が自分自 
身によって、イスラームへの意向の為の準備 
期間という役割を持っていることを数回繰り 
返した後、イスラームがキリスト教の目的と 
する者をも内包する最も包括的な教えである 
ことを説いています。そして、 

「イスラームの目標は、 ただ一定の集団 
ではなく、全ての集団をアッ ラーの 位階にお 
いて尊い人とすることである」と語っていま 
す。 15 


預言者たちが父を同じくする兄弟である 
ことに言及するハディースは、 16 全ての真実 
の教えがその原則において共通していること 
を示唆します。つまり真実の教えは、最初の 
預言者から最後の預言者まで、信仰の基本と 
特に道徳の原則の観点から常に同じであり、 


14. 

15. 

16. 



この会話の全文については、参照： ibn-i Kesir, el-Biddye, 
IV, 266-267; ibn-i Sa’d, I ， 260-261; ibn-i Hacer, el-isabe, III, 
530-531. 

Ahmet Boken - Ayhan Eryigit, Yeni Hayatlar, I,15. 

預言者ムハンマドは次のように語られました「私はマ 
リヤムの息子に、人々の中で最も近しい者である。預 
言者たちは母が同じで父が異なる兄弟である。私と彼 
の間には他の預言者はいない。 (Buhari, Enbiya, 48; Mus¬ 
lim, Fedail 145) 






はじめに - 

イバーダの形や行動の決まりという観点か 
ら、いくつかの差異を持つのみです。 17 

真実の教えが 一つで ある以上、啓示宗教 
の間に類似性があることは確実です。例え 
ば、イス ラームでは 礼拝が命じられていま 
す。聖書では、礼拝の ル クウの動作に ついて 
言及する次のような表現があります。 

「入って行き，崇拝をささげ，身をかが 
めよう。わたしたちの造り主エホバのみ前に 
ひざまずこう」（詩編 95-6) 

「次いでエホバはモーセとアロンに話して 
こう言われた。「この集会の中から離れよ。わたし 
が彼らを即座に滅ぼし絶やすためである」。これ 
に対しふたりはひれ伏して，こう言った。「神よ， 
あらゆる肉なるものの霊の神よ，ただ一人の者が 
罪をおかすだけで，あなたは集会全体に対して 
憤られるのですか」 （民数記、 16 : 20-22) 

「モーセは直ちに身を地に低くかがめて平 
伏した」 （出エジプト記 34 — 8 ) 

「そして少し進んで行き，うつ伏してこう祈ら 
れた」 （マタイ、 26 : 39) 

「これを聞くと，弟子たちはうつ伏して非常 
に恐れた」 （マタイ、 17:6) 


17. Prof. Dr. 0. F. Harman, “Islam” 項， DIA, XXIII, 3. 


❺ 







第 1 部 

イス ラームの 主な特徴 


1 . タウヒードを根本とする 

そもそも全ての啓示宗教はタウヒード、 
すなわちアツラーが唯一であらえること、類 
似するものが存在しないことを教えます。預 
言者イブラーヒームはタウヒードの説明を、 
その父アゼルから始めました。 18 ユダヤ教が 
重きを置いて強調している最も基本的な原則 
は、神の唯一性です。律法によると、最初の 
人間やその子供たち、ヌーフ、 19 イブラーヒ 
ーム、イスハーク、ヤータブ、ユースフは、 
唯一であるアツラーへの招きを行っていまし 
た。預言者ムーサーに与えられた十戒と、律 
法のその他の場所で最も多く言及されている 
項目はアツラーの唯一性です。 2() 預言者ダーウ 
ードに下された詩篇では、唯一である神にド 
ゥアーを行っています。預言者イーサーも、 

18. マルヤム章第 42-47 節 

19. 創世記， 1:26-28; 4:26; 6:9. 

20. 出エジプト記， 20:2-3; Tensiye, 6:4-5 
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その法における最初の命令がアツラーの唯一 
性であることを指摘しています。 21 

ユダヤ教における過度な賛美が、神を人 
間であるかのように描き、キリスト教におけ 
る過度な愛情が人間であるイーサーを神格化 
し、それによってタウヒ'ードから三位 一 ■体へ 
と至る道を拓いたのです。イス ラームに おい 
てはこの点で、タウヒードの概念にかつて生 
じていた不鮮明さを取り除き、ユダヤ教徒と 
キリスト教徒をタウヒードにおける統一へと 
呼びかけています。 22 

理性的かつ宇宙学的な根拠も、創造主が 
唯一であることを示しています。ク ルアー ン 
では次のように語られています。 

「アツラーは子をもうけられない。またかれと 
一緒の外の神もない。そうであったら、それぞれの 
神は自分の創ったもので分裂しお互いに抜き出よ 
うとして競い合う。アツラーに讃えあれ。 （かれは） 


21 . 

22 . 



マルコ， 12:28-29. 

イムラーン家章第64節、 Prof. Dr. 0. F. Harman, “islam” 項 
D/A, XXIII, 4. 

三位一体信仰を初めて示したパウロは、ユダヤ教徒に 
より死を宣告され脅された為北部に逃亡し、三位一体 
に基づくキリスト教の布教を始めた。当時、多くのキ 
リスト教徒によって否定されていた三位一体信仰は後 
に、ギリシア人の多神教に影響を受けたビザンチンの 
統治者たちにとってキリスト教徒が公式な教えとされ 
た。フレッド•リ 1 ードは Shattered images という名の著 
作で、キリスト教における唯一神信仰がどのように損 
なわれ、三位一体へと変化していったかを細かく説い 
ている。 






イスラームの主な特徴 


かれらの配するものを（超越され）」（信者たち章第 
91節） 

「もし、その(天地の）間にアツラー以外の神 
々があったならば、それらはきっと混乱したであ 
ろう。それで玉座の主、かれらが唱えるものの上 
に（高くいます）アツラーを讃えなさい」（預言者章 
第2 2節） 

複数の創造者もしくは神が存在すること 
は、それぞれにおける無力さ、不足、被造物 
であることといった不十分な特性を必要とす 
るものであり、唯一の創造主であることは不 
可欠なのです。 

イスラームによると、大きな罪のうち最 
大のものは、アツラーを知らないこと、その 
特性、特徴、みわざにおいてその共同者を見 
出すこと、アツラー以外のものを神格化する 
ことです。「シルク、多神崇拝」と呼ばれる罪 
は大罪のうち最大のものと言われるのです。 
アツラーはシルクを「最大の迫害と不正」「大罪 
によって破産すること」という形で表現されて 
います。 23 アツラーは他の罪についてはお望み 
のものを許される一方で、シルクを行い、そ 
の悔悟を行うことなく亡くなったものを決し 
て許さないとされています。 24 クルアーンでは 
次のように語られています。 


23. ルクマーン章第13節；婦人章第48節 

24. 婦人章第48,116節 


❺ 
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「われは既にあなたに啓示した。あなた以前 
の者たちに（啓示）したように。もしあなたが(邪神 
をわれに）配したならば、（現世における）あなた 
の行いは虚しいものになり、必ず失敗者となるの 
である」（集団章第 65 節） 


シルクの罪から救われる為の唯一の出口 
は、それを放棄し、タウヒードへと向かうこ 
とです。 


2. 本質に適した教えであり、論理と矛 
盾しない 


全人類を対象とするイスラームは、その 
基本的な条件を、一部の民族に見られる偶発 
的、一時的または部分的な特性ではなく、全 
人類に見られる本質的、天性的、生まれつき 
の傾向やニーズに応じて命じます。その為、 
イス ラームは 本質に適した教えであり、古く 
なることもありません。その信仰の基本は、 
特殊なものではなく、論理的で明白な現実の 
上に築かれています。従って科学的な現実と 
決して矛盾することはありません。イバーダ 
や行為についての命令を精査すれば、それら 
が人間の天性と理性にいかに適しているかが 
すぐに理解されます。 


人を他の被造物から区別する最も重要な 
特性は理性であり、クルアーンは理性を持っ 



て考えることを非常に強調します。 


7 5 0に 





イスフ'—ムの 主な特徴 tJsSWWfeLJ - 

近い節で、人々を考えること、調べること、 
理性を良い形で用いることへの招きがなされ 
ています。 25 

預言者ムハンマドを信仰しない人々は「 
私たちに奇蹟を示してください。そうすれば 
アツラーを信仰しよう。あなたが預言者であ 
ることを信じよう」と言い、アツラーはその 
提案を好まれませんでした。その存在と唯一 
性を信じる為に、奇蹟を求めることではな 
く、地や天を注意深く眺め、考えることを奨 
励されました。 


イスラームは 理性にこれほどの重要性を 
置いている為、それを覆い隠し、酔わせる酒 
や覚せい剤を禁じています。なぜなら人にと 
っては覚醒していることがより効果的であ 
り、我を失っていることに利点はないからで 
す 。 

イスラームが 本質に適した教えであるこ 
との自然な結果として、常に現実的な判断を 
下します。そこには、実行が不可能であり、 
人々に苦労を与え、その本質に困難を及ぼす 
規定はありません。例えばウドウーを行う為 
の水がなければ、あるいは病気の為にそれを 
使うことができなければ、タヤンムムを行う 
ことができます。礼拝中立つことができなけ 
れば座って、あるいは寝たままで、さらには 
イメージ でも行うことができます。断食をす 



25. Av§e Sucu ve digerlen , Genglik ve Din , p . 220. 
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ることができなければ、後で行ったり、フイ 
トラを払ったりすることができます。ザカー 
卜や巡礼は、経済的な状況が良い人にとって 
の義務です。イスラームを布教するムスリム 
は、ただそれを良い形で説明するという責任 
を負います。「何をしても全ての人をムスリ 
ムにする」というような強制はありません。 


3. アツラーとしもべの間に誰も入るこ 
とができない、つまり聖職者階級が 
存在しない 


イスラーム学者は、「アツラーに 向かう 
数は、被造物の呼吸の数ほどある」 と 語って 
います。つまりすベての人が、 アツラーと 直 
接結びつきを持つ自由を持っているのです。 
あらゆる人は、 イ バーダやドウアーによって 
アツラーに 懇願し、 アツラーに 許しを願う こ 
とができます。心から アツラーに 向かった 時 
には、目の前にそのお方を見出すことは確実 
でしよう。 


アツ ラーは しばしば、しもべたちにドウ 
アーを奨励されます。その慈悲が非常に広い 
こと、従ってドウアーを受け入れ、罪を許 
す、と伝えられています。ドウアーを受け入 
れること、罪を許すことはただ、アツ ラーの 
御手によってのみ可能です。なぜなら、唯一 



の力の主はそのお方であるからです。どの被 





イスラームの主な特徴 


造物も、アツラーの力を用いることはできま 
せん。アツラー固有の顕現を、アツラー以外 
のものに見出すことを「シルク」と見なすの 
です。 

信仰に関する項目は、この上なく厳しく 
細やかな構成を持っています。この点におい 
て注意深く振る舞わないこと、アツラーに属 
する権限をしもべに見出すこと、あるいはそ 
れを制限しようとすることは、アツラーの怒 
りを招く非常に危険な思考です。預言者ムハ 
ンマ ドはある ハディースで 次のように言われ 
ています。 

「イスラエルの 民に、互いに逆方向に進 
む二人がいた。1人は罪人で、もう1人は イ 
バー ダにおいて努力を行っていた。 イバー ダ 
を行う方が、もう一方が罪を行っているのを 
目にした。『その罪をやめなさい』と忠告し 
た。ある時また彼を、その罪を行っている最 
中に目にした。「やめなさい」と警告した。 
相手は『私を主と共に放っておきなさい。あ 
なたは私の管理人として送り込まれたのか』 
と言った。 ィバー ダを行う者は『誓って言う 
が、アツラーはあなたを許されない』と言っ 
た。もしくは『アツラーはあなたを天国に入 
れられない』と言った。 


しばらくして、その2人ともが死を迎 


え、 アッラーの 御前で集められた。 
はイバーダを行う者に、 


アツラー 
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『あなたは私が（しもべにたいしてどのよう 
に振る舞うかを確実に）知っているのか、あるい 
は私の権限、裁量にあるものに対し何かを行う力 
を持っているのか』と言われた。それから罪人 
に向かい、 

『行きなさい、わが慈悲によって、天国 
に入りなさい』と言われた。もう片方にっい 
ては『彼を地獄に連れて行きなさい」と命じ 
られた』 

アフマド.ビン.ハンバルの伝承による 
と預言者ムハンマドは次のように締めく くら 
れました。 

「アブール.カスムの息がそのお力のも 
とにあるアツラーに誓って言うが、彼はアツ 
ラーの怒りをもたらす誤ったことを口にした 
のだ。現世も来世も滅ぼしてしまったのだ」 
(EbQ DavQd, Edeb 43/4901 ； Ahmed, II, 323. krs. 
Muslim, Birr, 137) 


ここから、罪を許しても大目に見られ 
る、というような意味を読み取るべきではあ 
りません。 アッ ラーに ついて 無知な言及をす 
ること、誤った信仰を持つことがいかに危険 
な次元にまで到達し得るかという点に注目す 
べきなのです。 


ウフドの戦いにおいて預言者ムハンマドは 


非常に困難な状況に陥りました。軍は散らば 



り、ご自身も額にけがをされ、神聖な歯が折 
れていました。この苦しみと悲しみゆえに、 





イスラームの主な特徴 


「預言者にこの苦しみを与え、彼を生地 
付ける部族がどのように救われることができ 
るだろうか」と仰せられました。 アツ ラーは 
それに対し、次のように警告されました。 

「この点において、あなたに属することは何 
もない。アツラーが望まれれば彼らに悔悟させ、 
罪を許される。望まれれば、その迫害ゆえに彼 
らに罰を与えられる」 （ Al - i Imran , 128) (Buharl, 
Megazl, 21 ； Tirmizl, Tefsir, 3/3002-3003) 

ある遊牧民が捕虜となり、預言者ムハンマ 
ドのもとに連れて来られました。遊牧民は 

「アツラーよ、あなたに向かって、悔悟 
を行います。ムハンマドには悔悟は行いませ 
ん」と言いました。それに対し預言者ムハン 
マドは 


「主は彼に認識を与えられた、彼を釈放 
しなさい」と言われました。 

この項目に関連して、預言者イーサーの次 
の言葉も注意をひくものです。 

「あたかも神であるかのように、人々の罪を 
見てはいけない。しもべにふさわしい態度で、自 
分の罪を見なさい」 26 ( Muvatta ’ ， Kelam , 8； Ibn-i 
Ebi § eybe , VI , 340/31879) 


26 . 


Muvatta の MiinteM という名の項で次のような表現がなさ 
れている。人が、他人の罪に目をつけることには何の 
意味もない。なぜならそれらを許すことも、罰を与え 
ることもできないからである。罪は、ただ、それらを 
禁じられたアツラーが関与することができる。お望み 
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イスラームではドウア ー、 悔悟、イ バー 
ダ、ニカーフ（婚姻）といった点で、宗教者 
を必要としません。ムスリムは皆、自分に必 
要なだけの宗教的学問を得ることが必要で 
す。ムスリムが礼拝の為に集まった時には、 
その中で最も学問があり、徳のある人がイ 
マームとなります。イスラーム学者の任務と 
は、ただ宗教的な項目を説き明かし、教える 
こと、説話や忠言によって正しい道を示し、 
人々に光を与えることです。アッラーとその 
しもべの間に入り、彼らを許すこと、あるい 
はそのドウアーを受け入れることといった権 
限は持たないのです。 


4. 現世と来世、物質と意義のバランス 
を保っている 


イスラームは 節度や均衡に大きな重要性 
をおいています。一方に重きを置く時には、 
もう片方をも軽視しません。その両方をもア 
ッラーが創造されたのであり、人々がそれを 
必要としているのであり、どちらか一方を軽 
視することは本質にそぐわないのです。全て 
にその権利を与え、必要なだけ関わりを持つ 
ことが必要なのです。この観点から、現世は 
来世を得る為の資本であり、非常に尊い恵み 



により許され、もしくは罰せられる。しもべにふさわ 
しいのは、自らの罪を見てそれらをただし、悔悟する 
ことである。 
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なのです。それを、アッラーのご満悦を得る 
方向で用いるべきなのです。来世は真の目的 
であり、それを決して失念しないことが必要 
です。ただ現世にのみ方向づけられた世俗主 
義者の観点と同様、ただ来世の身の方向づけ 
られた聖職者としての見方も、人間を満足さ 
せることはありません。双方とも互いに譲り 
合い、繊細なバランスと一体性の中で調整さ 
れるべきです。その例の一つが、以下のよう 
なものです。 

預言者ムハンマドはマディーナに来たば 
かりの頃に、ムスリムたちが「兄弟であるこ 
と」を宣言されました。マッカから移住した 
人々ムハージルを、マディーナの住民アンサ 
ールとそれぞれ一人ずつ兄弟とされたので 
す。この兄弟制は、多くの効果と共に、ムス 
リムたちに現世と来世を共に獲得する可能性 
を与えました。兄弟たちは朝起きると、一人 
が預言者ムハンマドのもとに、もう1人は仕 
事に出かけました。その日を預言者ムハンマ 
ドのもとで過ごしたサハーバは、その日学ん 
だク ルアー ンの言葉やハディースを、夜にな 
ると隣人に伝えました。翌日にはその役割を 
交換しました。 


魂と肉体について言えば、これらは人間 
の二つの面を構成しています。魂が本質であ 
つたとしても、肉体もその乗り物なのです。 
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従って魂に重きをおき、体を疲弊させること 
は正しくありません。 

預言者ムハンマドの教えによると、人が 
来世で最初に問われることの一つが健康をど 
こで費やしたかということなのです。 27 

イスラームは、礼拝、断食、ザカートと 
いったイバーダにおいてすら、均衡のとれた 
振る舞いをすることを命じています。嫌にな 
る程に重いイパーダ生活は奨励していませ 
ん。 28 例えば、施しについては次のように語ら 
れています。 

「また(財貨を)使う際に浪費しない者、また 
吝嗇でもなぐよくその中間を保つ者。」 （識別章 
第6 7節） 

ムスリムはどのような点でも過度になる 
ことはなく、常に中道を選択します。この為 
にアッラーはムハンマドのウンマについて次 
のように仰せられています。 

「このようにわれは、あなたがたを中正の共 
同体〔ウンマ〕とする。」 （雌牛章第14 3節） 



lirmizi , Kiyamet , 1/2417. 

参照 Buhari , Savm 55, 56, 57, Tehecciid 7, Enbiya 37, Nikah 
1, 89; Muslim , Siyam 181-193; EM Davud , Savm , 55/2428. 
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5. 学ぶことを奨励する 

イスラームは今日まで、「知」と対立し 
たり、衝突したりすることはありませんでし 
た。イスラームは学問を禁じるどころか、そ 
れを強く奨励しているのです。そして知識を 
得ることを全てのムスリムの義務としたので 
す。 29 また一方で、学問の発見も決してイス 
ラームの見解を嘘であるとはしなかったので 
す。逆に、常にそれらを評価してきました。 
なぜ、嘘とすることがあり得るでしようか。 
学問とは、アツラーが創造された存在につい 
て研究し、アツラーがそれらに設けられた法 
則を見出そうとすることです。イスラームも 
アツラーによって下され、そのままの形で維 
持された神からの教えなのです。従って学問 
とイスラームの源は同じです。つまり、同じ水 
源を持つ、二つの異なる川のようです。学問が発 
展し、進めば進むほど、アツラーの偉大さ、 
力、英知の無限さがより明らかになり、人々 
のアツラーへの信仰は強まります。だから学 
問はイスラームの、欠かすことのできない一 
部なのです。 


アツ ラーは知の主であられ、秘められた 
もの、明らかなもの全てをご存じであると示 
す多くの アツ ラーの美名があります。しもべ 
はアツ ラーの知という特性から、何かを得ら 
れるよう努力すべきです。一方で、人々に学 


29. ibn-i Mace , Mukaddime ,17. 
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問を奨励する多くのク ルアー ンの言葉とハデ 
イースが存在します。そのうちの一部を紹介 
しましょう。 

アッラーの、預言者 ムハンマドへの 最初 
の呼びかけは「読め」という命令です。この 
命令のすぐ後に、信者の注意を人間の創造へ 
とひき、その点での研究を奨励しています。 
それから「読め」という命令が繰り返され、 
筆によって教え、人が知らないことを教えるア 
ッラーが非常に気前の良いお方であることを 
示しています。学び、研究するしもべたちに 
豊かな恵みを与えられることが語られていま 
す。（凝血章1 一 5節） 

続いて下された章句では、筆や書かれたも 
の、書物に誓いがなされ、書物という言葉が何 
度も繰り返され、知識、学者、知恵をっける 
こと、熟考すること、思考することが賞賛と 
共に言及されています。 3 ◦だから読むこと、書 
くこと、教育、研究、熟考、頭を使うといっ 
た点はこの教えの基本的な性質となっていま 
す。 


アツ ラーは次のように語られています。 

「アツラーはかれの外に神がないことを立 
証なされた。天使たちも正義を守る知識を授った 


30. 

❿ 


筆章第1節；金の装飾章第2節；煙霧章，第2節；ルクマーン 
章第 27 節；婦人章第 127 節;集団章第 1 節；ガーフィル章第 
2 , 67 節；雌牛章第 2,164 節， 266; イムラーン家章第 118 節; 
家畜章第 32, 50 節；ビザンチン章第 8 節；ヤースイーン章 
第 68 節;跪く時章第 13 節 
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者もまた(それを証言する)。偉力ならびなく英明 
なかれの外に、神はないのである。」 （イムラーン 
家章第 18 節） 

この節では、真の学者たちと天使が同時 
に言及されており、これ以上の誉れはあり得 
ないでしよう。 

「言いなさい。「主よ、わたしの知識を深めて 
下さい。」」 （ター.ハー 章 第 114 節） 

「もしあなたがた、これが分らないなら訓戒 
を受けた民に聞け。」 （預言者章第 7 節） 

「これらは、われが人間のために提示する譬 
えである。だが知識ある者の外は、これを理解し 
ない。」 （蜘蛛章第 4 3 節） 

「アツラーはあなたがたの中信仰する者 
や、知識を授けられた者の位階を上げられる。本 
当にアツラーは、あなたがたの行う一切を熟知な 
される。」 （抗弁する女章第 11 節） 


預言者ムハンマドは次のように言われま 
した。 


「誰であれ、知識を得ることを願って道 
に入る ので あれば、 アツ ラーはその人を天国 
への道のどれかに送られる。天使たちはその 
行いに満足し、学ぼうとする人の上に翼を広 
げる。天や地にある全てのもの、さらには水 
中の魚すら、知識ある者の為に アツ ラーに許 
しを求める。学者の、イバーダを行う者に対 
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する優位性は、満月の星に対する優越性のよ 
うである。学者たちは、預言者たちの遺産相 
続人である。預言者たちは、遺産として金銀 
を遺さない。彼らは知識を遺産として遺す。 
誰であれこの遺産を受け取る者は、大きなも 
のを受け取ったことになる 」 （Eba DavQd , Him , 
1/3641； Tirmizl , Ilim , 19/2682. Bkz . Buharl , Ilim , 
10； lbn-i Mace , Mukaddime ,17) 


「サダカのうち最も有益なものは、ムス 
リムが知識を学び、それをムスリムの兄弟に 
教えることである」 ( lbn-i Mace , Mukaddime , 20) 

「知識と英知の民と共にあり、低俗な性 
質を持つ者、罪を犯す者から遠ざかってぃる 
者は何と幸福なことか 」 (Ebu Nuaym , Hilye , III , 
202-203) 

「しもべが死後、墓に入ってからも報償 
が彼に届く 7つの事柄がある。彼が教えた知 
識、流させた水、作った井戸、植えた実のな 
る木、建設したモスク、読ませる為に遺産と 
して遺したク ルアー ン、死後彼の為に悔悟を 
行うよい子供である」 （ Beyhakl , Suab , III , 248； 
Heysemi , I , 167) 

「信者は、最後に到達する場所が天国と 
なるまでは、耳にした知識に満足することは 
ない」（ティルミズイー、イルム 19/2686) 



預言者ムハンマドは読み書きを知ってい 
るサ ハーバた ちを、 マデイーナのムス リムた 
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ちに文字を教えるべく任命しました。アブド 
ウラー.ビン. サアド、 ウバー ダ. ビン •サ 
ーミド、ハフサ.ビンテイ.ウマル、シフ ア 
一-ビンティ • アブドウラーは、文字を教え 
る任務を与えられたサ ハーバの 例です。 

偉大なイスラーム学者フダイル.ビン.イヤ 
ーズは次のように語っています。 

「学者、アーミルすなわち知識によって 
行動する者、そして教師は、天における魂や 
天使たちの位階で、「偉大な者」とされる」 

(テイルミズイー、イルム、 19/2685) 


だからムスリムは知識を得ることにイバ 
ーダの喜びによって結びついていました。読 
み書きができる人の割合は急速に上昇しまし 
た。サハーバや彼らに続く世代の人々は学問 
の為に何か月も旅をし、何年も異国に滞在し 
ていました。 

イブニ. アッ バースの解放奴隸イクリマは 
次のように語っています。 

「アブ ドウッラー.ビン •ア ッバースは 
私と息子アリーに、 


『アブー ■ サイドに行き、そこで預言者 
ムハンマドのお言葉を聞きなさい」と言いま 
した。私たちはアブー • サイドのところに行 
きました。彼は兄弟と共に庭園を整え、水や 
りをしていました。私たちを見て、そばにき 
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て腰をかけました。そして話し始めました』 
(ブハーリー、サラート63、ジハード 17) 

預言者 ムハン マドの孫ハサンは自分の子供 
たちと兄弟たちの子供たちを集め、次のよう 
に言いました。 

「子供たちよ、甥たちよ、姪たちよ。あ 
なた方は今は小さな子供であるが、近い将 
来、他の人々の中で上層と言われる立場に立 
つだろう。だから、必ず知識を学びなさい。 
学んだ知識を暗記し伝えることができない者 
は、それを書いて家に残しなさい」 （ダー リミ 
一、ムカッデイメ 43/517 ) 


ムスリムたちは設立した、もしくは征服 
した全ての年で、 モスクの そばに学校、図書 
館、公衆浴場や食堂を建設しました。この学 
校で、宗教的知識とならび、医学、地理、数 
学、天文学といった学問も教えられました。 
なぜなら礼拝や断食と言ったイバーダのキブ 
ラや時間の割り出しの為に天文学、地理のよ 
うな学問が、ザカート、遺産の分割において 
はしっかりした数学が必要となるからです。 

ク ルアーンで 言及され ている 民族に ついて 調 
ベる 為には歴史、地理と言った知識を得るこ 
とが必須でした。この為にムスリムたちは各 
種の有効な学問に従事するようになったので 
す。 31 



Prof . Dr . M . Hamidullah , Islam 'a Giri §, p . 243-264. 
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ムスリム達の学問への奉仕 


歴史を通して様々な場所で多くの文明が 
誕生しました。これらは互いに影響を与え、 
互いの文化遺産を得ながら発展しました。こ 
うして学問は、様々な文化や文明の奉仕によ 
ってより迅速に発展することができたので 
す。ムスリムもそれ以前の文明から知識を得 
て、それを大きな謙虚さによって示し、学ん 
だ知識を発展させる形で、学問や文明に大き 
な貢献を行いました。ロバート•ブリフアルトは 
次のように語っています。 

「ヨーロッパが発展したあらゆるシーン 
に、イスラーム文明の確実に大きな取り分、 
明らかな影響、絶対的な役割が存在する」 32 

ムスリムをこの道における努力へと導く 
動機は預言者ムハンマドの、 

「英知は、信者が失ったものであり、そ 
れを見出した場所でそれを得る権利は誰より 
もある」 33 というハディースです。小さな 
頃からこの見解を持って成長したムスリムた 
ちは、それ以前の人々の文明の遺産を集める 
という点で互いに競い合っていました。しば 
らくすると世界でも最も重要な書物や最も偉 
大な学者たちがイスラーム諸国に流入するよ 
うになりました。ムスリムはまずこれらの本 
をアラビア語に翻訳しました。それから、そ 

32. Robert Briffault , The Making of Humanity , p .190 

33. Tirmizi , ilim , 19/2687; Ibn-i Mace , Ziihd ,15. 


o 
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れよりもなお発展した本を書きました。例え 
ば、その時代まで最も偉大な医学書として認 
められていた、ガレンの「解剖書」がイスラー 
ム学者によって翻訳された後、その内容はそ 
のまま受け入れられることはなく、実際に検 
証を行い、誤った部分を取り除いてからそれ 
を承認し、そこからさらに発展させていった 
のです。 

エミル•チェレビは、「アンミュゼジュッ 
テイプ」 という名の書物で、ある筆者が以前 
に書いた作品を、そこに何も加えることなく 
そのままで伝えることが正しくないこと、人 
が書いた作品に、自分の経験の成果も記録す 
るべきであると語っています。例えば、サカ 
モン ヤ （マフ ム デイ イェ草）と呼ばれる 薬の 
量は、気候やそれが育つ場所によって変わる 
為、イブン•スイーナーの「医学典範」という 
書物で記されているままの量で使うことは正 
しくないこと、また一方でアンタクヤのサカ 
モン ヤとイ スタンブールのバスラの サカ モン 
ヤはその分量で与えられると誤った結果を出 
すということを語っています 。 (§aban Dogen , 
MUslUman 丄 lim Oncillen Ansiklopedisi , p .132) 

このようにムスリムと学問との結びつき 
は偶然ではなく、非常に意識的で効率の良い 
ものなのです。 



ムスリムは天文観測を、アフマド•アンーニ 
ハーヴァンディにより西暦800年に開始しまし 
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た。それから大きな観測所を造りました。天 
体観測儀を開発し、太陽、月、星やその他の 
惑星の高さ、時間、山の高さや井戸の深さを 
測定しました。研究の結果、以前の定理を補 
正し、新しい星の一覧を作成しました。多く 
の新しい星が発見され、黄道の傾きが新たに 
測定されました。太陽の南中の動きが観測さ 
れ、恒星の動きと関連付けられました。惑星 
の動きに関する重要な発見がなされました。 
ムスリムは数学を天文学に適用することで新 
しいメソッドを構築しました。「桁計算」の 
代わりに三角法と正弦の計算を用い、より確 
実な測定が可能となりました。さらに惑星の 
動きに関する計算技術において、それまでよ 
りもずっと高度な完成度に至ったのです。 34 


ムスリムは同様に、地質学、鉱物学、植 
物学、動物学、数学、物理学、化学、医学、 
薬学と言った多くの分野で発見を行い、それ 
らの 学問の発展に大きな貢献をしました。 例 
えば、イプン.スィーナー （980 〜103 7) は、29の 
異なる分野の発見により、 ヨーロッパの 学者 
を導いた偉大な学者です。医学に関して書い 
た「医学典範」という本は、 ヨーロッパの 大 
学で600年間、教科書として読まれてきまし 
た。目の網膜層の機能に初めて言及したのは 
イブニ.ルシユド （1126〜1198) です。アリ.ビン • 
イーサー （11 世紀）が 目について書いた「眼科 


34. 


Prof . Dr . Sevyid Hiiseyin Nasr , Islamic Science (isiam ve ilim ). 


p .113-134. 
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医の為の指針」という名の作品は、何世紀も 
その分野における唯一の書物であり、ラテン 
語、ドイツ語、フランス語といった言葉に翻 
訳されています。アンマール•ビン•アリー （11 世 
紀）は9世紀前に目の手術を行い、白内障の治 
療について「アル.ムンタハブ •フイ イラ 
ージルアイン」という書物で詳しく説明し 
ています。この書物も、ラテン語、ドイツ語 
と言った様々な言葉に翻訳されています。 


光学系の科学の創始者である偉大な物理 
学者イブニ •ヘイ セム（アルハゼン）(965 
〜 1051) はメガネを発明しました。アリ•ビン • 
アツバース （994) は現代の近代的な手術にもか 
なった形で、ガンの手術を行いました。彼の 
「キターブル•マーリキー」という名の医学 
事典は、今日でも驚きと共に精査がなされて 
います。アブー•カースム•アツ ーゼフ ラヴィー 
(963-1013) は外科手術を独立した学問としま 
した。200程の手術道具の絵を描き、どのよう 
な役に立つかについて、そして使用方法を「 
タスリフ」という名の作品で示しました。小 
血液循環について1210年から1288年に生きた 
イブヌヌーナフスが発見し、それをイブ•スイ 


ーナーの「医学典範」という本で書いた解説 
で詳しく説明しました。アクシェムセツデイン師 
(1389 〜 1459) の 「マツ ダト ウルーハヤ ー トウ」 
という本において初めて細菌に関する言及が 



なされました。 
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数学でゼロを最初に用いたハーリズミー 
(780 〜 850) は、「アル.ジャブルワルーム 
カーバラ」という書物で、代数の基礎を築き 
ました。ムーサーの息子たち （9 世紀） は地球の 
周囲をわずかな誤差で測定しました。多くの 
学問分野で発見を行ったビルーニー （973 〜1051 
) が、地球の自転と公転を証明しました。イン 
ドのネンデネ近郊で行った調査の結果、地球 
の半径の測定に成功しました。この項目で彼 
が示した法は ヨーロッパでは「ビー ルーニー 


の法則」として知られていました。バッターニ 
(アルバテグニ）は24秒の差で、太陽年を計算 
しました。最初の飛行試験は、イスマイル•ジ 
ェヴヘリー（950〜101 0) が行いました。飛行機 
の先駆けとなるものを、880年にイブニ•フイル 
ナースが作りました。鳥の毛と布を張った飛 
行機と共に長時間空中にとどまり、滑空する 
ように地面に降りました。ラーズイーは引力に 


ついて 言及しました。クリストファー•コロ 
ンブス （1446 〜150 6) はアメリカ大陸の存在をム 
スリムから、特にイブニ.ルシユド （1126 〜 1198) 
の書物から知ったことを記録しています。イ 
ドリシー（1100〜11 66 )は8世紀前に、現在の世 
界地図に似た地図を作製していました。ディネ 
ヴェリー （895 年死去） は全6巻の植物事典である 
「植物の書」を書きました。この作品では植 
物の外見の説明にとどまらず、同時にその栄 
養価や医学的その他の性質、生えている場所 
についても 取り上げ、それらを分類していま 
す。ジャーフズ （869 年死去） は動物の生に つい 
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て「動物の書」という名の7巻の大作を遺し 
ています。 35 

これらは一部の例に過ぎません。言及さ 
れている作品を詳しく調べれば、ムスリムた 
ちが学問という点で人類に非常に大きな貢献 
をしたことが明らかとなります。 

ムス リムは学問的な活動を、 アツ ラーを 
よりよく知り、しもべにより奉仕することで 
アッラーのご満悦を獲得する為に行っていま 
した。従って効果のない知識に従事すること 
は避けると共に、知識を人々に害のある方向 
で使うことからも遠ざかっていました。当時 
のスルタンムタヴ エツ キルはフナイン•ビン. 
イスハクに、敵に飲ます為の毒を作るよう求め 
ました。フナインは毒を作る力を持った化学 
者でした。しかし投獄され、あらゆる威嚇を 
受けたにも関わらず、それを受け入れません 
でした。 

この項目に関する豊富な文献や例に ついて、 次の作品を 
参照されたい。 Prof. Dr. Fuat Sezgin, Science et technique 
en Islam I- V, Frankfurt, 2004 {Islam 'da Bilim ve Teknikl-V, An¬ 
kara 2007) ve diger kitaplan; Prof. Dr. Seyyid Hiiseyin Nasr, 
Islamic Science, An Illustrated Study, World of Islam Festival 
Pub. Co. Ltf” England, 1976 {Islam ve Ilim, istanbul 1989); 
Dr. Sigrid Hunke, Allahs Sone uber dem Abendland- Unser 
Arabischen Erbe, Germany 1960 {Avrupamn Uzerine Dogan 
ISLAM GUNE§i Istanbul 1991); Prof. Dr. M. Hamidul- 
lah, islam'a Giri§, s. 243-264 ； http://www.1001 inventions, 
com; Carr a de Vaux, Les Penseure de FIs lam, Paris 1923; 
Avicenne, Paris 1900; Prof. Dr. Mehmet Bayraktar, Islam 'da 
Bilim ve Teknoloji Tarihi, Ankara 1985; Ahmet Giirkan, Islam 
Kulturuniin Garbi Medenile§tirmesi, istanbul 1969. 
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「私の宗教は、的に対してすら善を施す 
ことを命じています。私の職業は人々の役に 
立っよう奉仕すること、彼らを治療し癒すと 
いう原則に基づいています。殺すことではあ 
りません」と言ったのでした。 

キャット•ステイーブンスは次のように語っ 
ています。 

「今日、西洋が発展させている活動のう 
ちごくわずかのみが人類に向けられたもので 
ある。残りは、一定の層がその他の層を支配 
する為に用いる為に作られている。今日、科 
学の成果の5パーセントが人々の問題を解決 
しているとすれば、95パーセントは威嚇の為 
に用いられている」 


6. 公正さを何よりも優先する 

アツラーは絶対的な公正さの持ち主で 
す。ほんのわずかな不正も存在しません。そ 
の美名のうちの一つは、絶対的な公正さの持 
ち主という意味になり、アル•アドウルという 
ものです。 36 従ってしもべにも、あらゆる点で 
公正さと正義を求められます。アツラーは次 
のように語られています。 

「あなたがた信仰する者よ、証言にあたって 
アツラーのため公正を堅持しなさい。仮令あなた 



36. Tirmizi, Deavat, 82/3507. 
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がた自身のため、または両親や近親のため（に不 
利な場合)でも、また富者でも、貧者であっても （ 
公正であれ)」（婦人章第 I 35 節） 

預言者 ムハン マドは立腹している際も落 
ち着いている際も、公正さから離れないこと 
を命じられ、このように振る舞う者に大きな 
報償を約束されました。 37 

イスラームはムスリムに、敵に対してすら公 
正に振る舞うことを命じています。 

「あなたがた信仰する者よ、アツラーのため 
に堅固に立つ者として、正義に基いた証人であ 
れ。人びとを憎悪するあまり、あなたがたは(仲間 
にも敵にも）正義に反してはならない。正義を行 
いなさい。それは最も篤信に近いのである」（食 
卓章第8節） 


スハイル•ビン. アムルは、クライ シュ 
族の導師でした。その言葉が過度に影響力を 
持っていた時代に、常に イスラームに 反する 
ことを語り、人々を扇動していました。この 
人物はバドゥルの戦いで捕虜となりました。 
聖ウマルは、 


「アッ ラーの使徒よ、許可を出してくだ 
さい、ス ハイルの 前歯を折り、舌が外に垂れ 
るようにしましょう。今後、決してどこにお 
いてもあなたやイス ラームに 反することを語 



Heysemi ， I ， 90; Ebu Nuaym, Hilye, II, 343; VI, 268-9. 
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ることができないように」と言いました。預 
言者ムハンマドは、 

「彼を放しなさい、ウマルよ。私は彼の 
器官にそのような害を及ぼすことはできな 
い。もしそれを行えば、預言者であっても、アツラ 
一が同じことを私になされるだろう」 （ィブニ ■ヒ 
シャム 2 — 293) 

預言者ムハンマドはハイバル包囲の際 
に、ムスリムが相手側の動物や果実に害を及 
ぼしていることを聞かれ、この上なく立腹さ 
れ、それを強く禁じられました。 （ァブー.ダー 
ウード、ハラージュ 31-33/3050) 

イスラームに おける基本的な論争もしく 
は衝突は、抑圧者とそれを維持する側と、公 
正者と公正さを守る側の間にあります。クル 
ァーンでは「悪を行う者以外に対し、敵意を持 
つべきではない」（雌牛章第 I 93 節）とされていま 
す。 38 人の権利を尊重する人は、 ムス リムであ 
ろうとなかろうと、その人と ムス リムが 一つ 
の社会で生きることが可能です。ただし ムス 
リムが迫害を行い、人の権利を尊重していな 
いので あれば、彼に対抗することも 一つの 務 
めです。従って社会的なレベルで私たちと他 
者を区別する試金石は、不正と公正です 。 39 

ムスリムが公正さによってどのような段 
階に到達しているかを示す例が次のようなも 


❿ 


38. 雌牛章第 192 節 

39. Prof. Dr. Recep §entiirk, Ins an Haklari ve Islam, p. 22. 
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のです。ムスリムはフムスの町を支配下にお 
きました。彼らを保護しているために、一定 
の税金を取っていました。その時、ビザンチ 
ン皇帝のへラクレイオスが大軍を率いてムス 
リム側に進攻してきました。ムスリムは相手 
の力が強大であることを知り、不安を感じて 
いました。フムスの住民が支払った税金を彼 
らに返し、 

「私たちは今、攻撃を受けている為、あ 
なた方を保護し、守る力がありません。あな 
た方はこれより自由です。望みのままに振る 
舞ってください」と言いました。フムスの人 
々は、 


「誓って言いますが、あなた方の統治や 
公正さは、それ以前の迫害や強奪に比べて好 
ましいものです。あなた方の知事と共に町を 
ヘラクレイオスから守りましよう」と答えま 
した。ユダヤ人たちも、 

「律法に誓って、私たちを倒さない限 
り、ヘラクレイオスの知事はフムスの町に入 
ることはできない」と言いました。町の扉を 
閉鎖し、敵に対し防衛を行いました。和平条 
約を結んでいた他の町のキリスト教徒やユダ 
ヤ教徒も、同じように振る舞いました。そし 
て、 


「もし口'ーマ人や彼らに従う者たちがム 



スリムに勝利すれば、私たちはまた以前の迫 
害と強奪の時代に戻り、大きな苦労を味わ 
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う。ムスリムが勝てばいいのに、以前の条約 
のように共にあることができればいいのに」 

と言ったのでした。 アツラーが ビザンチン軍 
を配送され、ムスリムに勝利を恵まれると、 
町をムスリムに開放し、踊り子を出し、喜び 
を表現し、税を支払ったのでした。 4〇 


7. 普遍的な教えである 

イス ラームは 全ての人々及びジンを、自 
らに招いて います。 全ての人が、民族、肌の 
色、性別、国が何であろうとムスリムとなる 
ことができます。 人類を義務と権利に応じて 
扱うイスラームでは、ただ、信じる人と信じ 
ない人という二つの民族の身が認められるの 
です。 41 


慈悲が全ての被造物を包括するアツラー 
によって、人間の幸福と平安の為に遣わされ 
たシステムが、一部の人々の為に割り当てら 
れ、それ以外の人がその恵みから遠ざけられ 
ることは、決して論理的ではありません。こ 
の状態はアッラーの慈悲と慈愛という特性に 


40. 

41. 


Belazuri, Fiituhu 'l-buldan, Beyrut 1987, p.187. 

全ての人は、自らの時代の預言者のウンマである。預 
言者ムハンマドが預言者として送られた以降の人は 
皆、彼のウンマである。しかしその一部は彼が預言者 
であることを信じているが、一部はそれを否定してい 


るのである 
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もそぐわないものです。預言者ムハンマドは 
次のように語られています。 

「慈悲を行う者に、慈悲深いお方である 
ァツラーも慈悲を示される。あなた方は地に 
あるものに慈しみと慈愛を示しなさい。天に 
ある者があなた方にも慈愛を示されるよう 

に」（テイルミズイー、ビツル、 16/1924) 

この ハディ ースでは特定の種族が示され 
ていません。さらには、ただムスリムについ 
ての言及でもありません。地上で生きる全て 
の人々、動物、植物に慈悲をかけることが命 
じられているのです。 

クルアーンでは、預言者ムハンマドは全 
ての人々をアツラーへ•と招く為に遣わされた 
ということを、次のように示しています。 

「言ってやるがいい。「人びとよ、わたしは 
アツラーの使徒として、あなたがた凡てに遣わさ 
れた者である」（高壁章第 I 58 節） 

r われは只万有への慈悲として、あなたを遣 
わしただけである」（預言者章第1〇 7 節） 

預言者ムハンマドは次のように語られて 
います。 


「私以前の預言者は、ただその民の為に 
遣わされた。私は、全人類の為に遣わされ 



(ブ ハーリー、 タヤ ンムム 1) 
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従って預言者ム ハン マドはイスラームを 
ただアラブ人のみに伝えたのではありません 
でした。生前から、皇帝や王に送った使者や 
手紙によって、ビザンチン、イラン、エチオ 
ピア、エジプトその他の人々をイスラームに 
招いていました。 42 

イスラームはまた、あらゆる時代や場所 
を包括しています。一定の時代や地域に限定 
されてはいないのです。実際、今では世界各 
地で、あらゆる民族のムスリムを見ることが 
できます。特に巡礼の季節にはこの人々は、 
アッ ラーの命令に よって カーバの周辺に集ま 
り、唯一である アッ ラーにイバーダを行い、 
壮大なイスラームの一体性と兄弟愛を示すの 
です。 


イス ラームは 人々の全ての ニーズに 応え 
ることのできる形を持ちます。人間の精神 
的、肉体的、個人的、社会的な権利を守り、 
生命、死、神、預言者、天使、シャイター 
ン、現世、来世、報償、懲罰、天国、地獄と 
言ったどの教えも納得のいく説明をできずに 
いた概念を明らかにしている、生き方と信仰 
のシステムなのです。 


42. 


これらの手紙はその一部が原本としてイスタンブール 
のトプカプ宮殿博物館にある。手紙の写真や分析につ 
いては Prof . Dr . M . Hamidullah の「預言者ムハンマド 
の6つの外交文書原本」トルコ語翻訳 Mehmet Yazgan , 
Istanbul 1998 、 isiam Pevgamben ; el - Vesaiku ’ s - siyasiyye 等 
を参照。 
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この状況をよりよく把握する為には、次 
のことを思い起こせば十分でしょう。クルア 
ーンは、迫害を受けた弱い人々によって構成 
された初期のイスラーム社会のニーズに応え 
ているように、大西洋から太平洋までの統治 
を行い、地上で唯一かつ壮大な帝国となった 
イスラーム社会の全ての道徳的、法的ニーズ 
にも応えているのです。この集団は、信仰、 
信条、イバーダ、社会生活、社会の法、そ 
してその他のニーズに関する全ての知識を、 
いつでもこの書物に見出すことができるので 
す。 43 


8. 人々を平等に扱う 


イスラームはどのような民族、宗教、性 
別、社会、集団を区別することなく、全ての 
人を神の啓示の対象、同じ人間という家族の 
一員と見なしています。人々が同じ母、父に 
連なることを教え、彼らの間にあるいくつか 
の差異が敵対の要因ではなく、相互の良い関 
係の為の要因であると見なすことを奨励しま 
す。人々が異なる民族からなり、異なる社会 
を構成することは、彼らに与えられた恵みに 
ついての試練であり、人類が同じ理想と目的 



M. Hamidullah, Kur 'an-i Kerim Tarihi {Le Saint Coran’ の導 
入部分)， p . 23. 
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の為に善行において競い合い、助け合う為の 
要素であると見なしているのです。 44 


イスラームでは、人々の中での優越は民 
族、色、国のような不可欠で自ら干渉するこ 
とのできない運による事柄ではなく、人が意 
志や努力によって得ることのできるアツラー 
への近しさや篤信の段階によって測られま 
す。同じように、豊かさ、美しさ、強さ、 
一定の地位や立場に上がることといったこと 
は、優位さの要因ではありません。これらは 
アツラーが与えられた恵みであり、感謝を最 
良の形で行うべきものなのです。あらゆる恵 
みの感謝は、それと同じ種類のものとなりま 
す。この世界で人々に与えられた恵みは、試 
験の際に生徒に問われる質問に似ています。 
生徒は決して、自分に向けられた質問を自慢 
することは考えません。ただ、出した答えの 
結果、得た点数に喜ぶのです。信者は、試練 
の為に与えられた力や恵みをアツラーのご満 
悦が得られる方向で用い、得た報償も来世で 
手にする為、この世界でそれを自慢し、自分 
の価値が高いと見なすことに何の意味もない 
のです。逆にこのような行為は、自らへの欺 
瞞となるのです。 

イスラーム学者のアブー.ハーズイムは次 
のように語っています。 


44. 食卓章第48節;雌牛章第148節 
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「アツラーヘと近づけることのない恵みは 
皆、災いである」 

預言者ムハンマドは諸世界への慈悲とし 
て遣わされた一方で、ある時自らの優位性を 
示す必要性に迫られた時には“ふナ「自慢で 
はない」という表現を何度も繰り返されたう 
えでそれを告げられたのでした。 45 

アツ ラーの位階において、その命令によ 
り注意深さを示す信者は、そうではない者よ 
りもより優れているのです。 46 民族は、ただ 
はかない肉体についての特性です。肉体は、 
魂に着せられた覆いのようなものです。魂は 
永遠であり、それには民族もありません。な 
ぜなら全ての魂が ァツ ラーからもたらされた 
ものであるからです。 47 ク ルアー ンでは次のよ 
うに語られています。 


「人びとよ、われは一人の男と一人の女から 
あなたがたを創り、種族と部族に分けた。これは 
あなたがたを、互いに知り合うようにさせるため 
である。アツラーの御許で最も貴い者は、あなた 
がたの中最も主を畏れる者である。本当にアツラ 
一は、全知にして凡ゆることに通暁なされる」（部 
屋章第 I 3 節） 



Tirmizi , Menakib , 1/3616; Darimi , MuKaddime , 8. 

部屋章第 13 節 

アル. ヒジュル章第29節；アツ.サジダ章第9節；サード 
章第72節;預言者章第91節;禁止章第12節 
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預言者ムハンマドは次のように語られて 
います。 

「行為は、それを遺した人の次世代を優 
位に立たせることはない」 （ムスリム、ズィク 
ル、38、イブニ•マジャ、ムカッディマ、 17) 

預言者ムハンマドは次のように語られて 
います。 

「人々よ、アッラーはあなた方に、無知 
なうぬぼれと父祖を自慢することを禁じられ 
た。人々 は 二つの階級に分けられる。 一つ 
は、善と篤信を持ち、アッラーが価値を置か 
れている人々であり、もう 一つは 罪を犯し、 
悪事をなし、アッラーの位階で価値のない人 
々である。全ての人々はアーデムの子孫であ 
る。アッラーはアーデムを土から創造された 
のである」 （ティルミズィー、タフシール 49/3270、 ア 
ブー.ダーウード、アーダーブ 110 -111/5116) 

別れの説教では次のように語られていま 
す0 


「人々よ！注意しなさい。 アッ ラーは唯 
一であり、あなた方の父（アーデム）は唯一 
である。注意しなさい！アラビア人はアラブ 
人でない者に対して、アラブ人でないものは 
アラブ人に対して、赤い肌の人は黒い肌の人 
に対して、黒い肌の人は赤い肌の人に対し 
て、何の優位性も持たない。彼らは互いに対 
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し、ただ篤信によってより優れることができ 
る」 （アフマド、 5,411) 


9. 信仰と良心の自由を基本とする 


アッラーは意識を持ち自由な者として創 
造された人間に、善悪を示されました。た 
だ、決して意志の自由に干渉はされませんで 
した。皆、自由意思によって選択を行い、選 
択の結果も自らで引き受けるのです。クルア 
ーンでは次のように語られています。 


「もし主の御心なら、地上の凡ての者は凡て 
信仰に入ったことであろう。あなたは人びとを、強 
いて信者にしようとするのか」（ュー ヌス章 第 99 節） 

「だから誰でも望みのままに信仰させ、また （ 
望みのままに）拒否させなさい。」 （洞窟章第 29 節） 

「もしあなたがたが信じなくても、アツラーは 
あなたがたを必要とされない。だがかれは、しも 
ベたちの不信心を喜ばれはしない。しかし感謝す 
るならば、かれは喜ばれる」 （集団章第 7 節） 


無明時代、子供ができない女性は「もし 


私の子が生きれば、その子をユダヤ教徒にし 



ます」と願をかけていました。この為マディ 
ーナの人々がムスリムになった時、一部の子 
供たちはユダヤ教徒と共にいました。ナディ 
ール族のユダヤ人たちがムスリムとの条約を 
破り裏切り行為を行った時、マディーナから 
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の追放が決定されました。生後にユダヤ教徒 
となった子供たちの家族は、 

「私たちの子供たちがユダヤ教徒と共に 
去ることを認めない（彼らを無理やり奪って 
ムスリムにする）」と言いました。それに対 
しアッラーは「宗教には強制があってはなら 
ない」（雌牛章第 25(5 節）という節を下されまし 
た。 48 

イスラームは その原則を、人々に強制的 
に認めさせることを求めません。この為、強 
制はあらゆる形で避けられます。思想上の強 
制すら、避けられるのです。例えば、奇蹟は 
イスラームの 基本的な布教の媒介とはなり 
ませんでした。預言者ムハンマドに特別な 
出来事に基づいた奇蹟を求めることは、好ま 
れませんでした。 イスラームは 人間の成長す 
る時代にあたっていた為、ク ルアー ンの奇蹟 
によって認識や理性に呼びかけを行ったので 
した。論理的な法や納得のいく証拠を示す形 
で、人を自らへと結びつけました。この為 
に、物質的な強制は決して、媒介として用い 
られることはありませんでした。 49 


そもそも宗教的な点で強制力を用いるこ 
とは、 たいていの 場合人を分裂へと追いや 
り、これも明白な教えへの否定よりもさらに 
危険なものです。心からではなく行われてい 


48. 

49. 


雌牛章第256節 Ebu Davud , Cihad , 116/2682; Vahidi , p .85-87. 


Prof . Dr . Seyyid Kutup , Islam 'in Diinya Gdru § u , p . 32-33. 
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るイバーダも、偽善や見せかけの為になされ 
たものであり、強く否定されているのです。 

アブー.ラー フイー は次のように語って 
います。「クライシュ族は私を預言者ムハン 
マドへの使いとして派遣した。預言者ムハン 
マドを見て、私の心にイスラームへと入る希 
望が芽生えた。 

『アッラーの使徒よ、誓って言うが、私 
はクライシュ族のもとには決して戻りませ 
ん』と言いました。預言者ムハンマドは、 

『私は条約を破らない。私のもとに来た 
使者を拘束することはできない。あなたは今 
はクライシュ族の元に戻りなさい。もし今、 
あなたの心にもたらされた（入信への希望が 
向こうでも）感じられたならば、ここに戻っ 
てきなさい』と言われた。そこで私はマッカ 
に向かった。使者としての任務を終えて、預 
言者 ムハンマドの 元に行き、 ムス リムになつ 
た。 （アブー.ダーウード、 ジ ハード 151/2758) 



マッカの有力な多神教徒の一人サフワン 
は、征服の日に逃亡しました。預言者ムハン 
マドは伯父の息子であるワッハーブ.ビン. 
ウマイルに彼を追わせました。保障のしるし 
としてご自身の外套を持たせました。預言者 
ムハンマドは、彼をイス ラームへ と招き、自 
分の元に来ることを求められました。望むな 
らすぐに受け入れることもできるし、望まな 
いのであれば2か月間、思考の為の猶予が与え 
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られることも告げられました。それに対しサ 
フワンは、預言者ムハンマドのもとに外套と 
共にやってきました。そして人々の中で大声 
で叫び、 

「ムハンマドよ！ワツハーブ.ビン.ウ 
マイルは、あなたの外套と共に私のところに 
やってきた。そしてあなたが私を招いている 
こと、望むならイス ラームを 受け入れるこ 
と、望まないなら2か月の猶予を与えること 
を告げた」と言いました。預言者 ムハンマド 
は、 

「ラクダから下りなさい、 アブー•ワッ 
ハーブよ」と言いました。 

「いや、誓って言うが、問題がはっきり 
させられるまでは下りない」と彼は答えまし 
た。それに対し預言者ムハンマドは、 


「あなたにはさらに、4力月を与える」と 
言われました。サフワンは不信心者でありな 
がら、預言者ムハンマドと共に遠征に参加し 
ました。フナインの遠征にも、ターイフの包 
囲にも参加しました。1か月後にムスリムとな 
りました。 （ム ワッタ、ニカーフ 44 —45) 


預言者ムハンマドと会いに来たナジュラン 
のキリスト教徒たちは、自分たちのイパーダの 
時間が来た時、モスクで立ち上がりました。 
ムスリムの一部は彼らを妨害しようとしまし 
た。しかし預言者ムハンマドは、 
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「彼らを自由にさせなさい」と命じられ 
ました。ナジュランのキリスト教徒たちも東 
の方角に向けてイバーダを行いました 。 M 


聖ウマルの時代に、アブー.ウバイダ. 
ビン.ジャッラフはキリスト教徒であるフム 
スの人々と条約を結び、彼らの生命、財産、 
城壁、教会、風車を保護することの対価とし 
て、町を統治下におきました。ュハンナ教会 
の4分の1をモスクにするという条件で、この 
条約の対象外としました。ムアーウィーヤが力 
リフになると、この教会をドウメシュクのモ 
スタの一部とすることを望みました。しかし 
反発を受けた為にその考えを断念しました。 
アブドゥルメリク•ビン•マルワンも同じ目的で 
非ムスリムに多くのお金を支払いましたが、 
それは受け入れられませんでした。ワリド•ビ 
ン•アブドゥルメリクも、彼らに教会の対価とし 
て大金やその他の選択肢を与えたにも関わら 
ず、彼らがそれを認めなかった為に教会を破 
壊してモスクに改築しました。このことに関 
し、カリフであるウマル•ビン•アブドウルアジ 
ズに訴えが出され、調査が行われました。そ 
して非ムスリムたちが正しいということがわ 
かり、その場所を持ち主に返還することが決 
まりました。しかし今度は、ムスリムがモス 
クから教会に変えられることを認めませんで 
した。 ウマル. ビン.アブドウ ル アジズは非 



Ibn-i H4am, II, 202-207; Ibn-i Sa’d, I ， 357; Beyhaki, Delail,IV, 
382-387 ； Halebi, insanu'l-uyun, III, 235. 
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ムスリムと会見を行い、ムスリムによって征 
服されたグータにある全ての教会を彼らに与 
えることで彼らを満足させ、この問題を解決 
させたのでした。 51 

イギリスの歴史家フイリップ.マーシャル.ブ 
ラウンは次のように書いています。 

「トルコ人は大きな勝利を収めたのにも 
関わらず、手に入れた全ての国の人々に、 


自分たちの習慣と伝統に従って自ら統治 
する権利を気前よく与えた」 


ナポレオン•ボナパルトは、1798年から1799 
年にかけて、 オスマン 帝国を攻撃した際、パ 
レステイナとシリアで暮らしていたアルメニ 
ア人に反逆を起こさせることを望みました。 
フランスのイスタンブールでの 大使であった 
セバスチャンは彼に次のように答えました。 

「アルメニア人はここでの生活に非常に満 
足しており、反逆を起こさせることは不可能であ 
る」 52 


10.容易さを原則とする 

無限の慈悲の主であられるアッラーは、 
しもべの為に常に容易さを望まれ、イスラー 


51. 

52. 


Do^. Dr. Bahaudain Varol ve digerleri ， し ahiiiye Toplumundan 
Giiniimuze Hz. MUHAMMED, s. 286; Prof. Dr. M. Hamidul- 


lah, Islama Giri§, p. 237. 

参照 http//www.atmg• org/ArmenianProblem.html. 
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ムをあらゆる点から容易とされました。「教 
えを実践する」為にこの世界から遠ざかり、 
常に苦しみや困難を受けること、あらゆる喜 
びから遠ざかることは不必要です。イスラー 
ムを受け入れることもそれを実践すること 
も、最も無力な人にすら容易にできるほど簡 
単です。 

クルアーンでは次のように語られていま 
す。 

「アツラーはあなたがたに易きを求め、困難 
を求めない」（雌牛 章第 I 85 節） 

「かれは、あなたがたを選ばれる。この教え 
は、あなたがたに苦業を押しつけない」 （巡礼章 
第 78 節） 


「（また）アツラーは、あなたがた（の 
負担）を軽くするよう望まれる。人間は（生 
れ付き）弱いものに創られている」（婦人章 
第28節） 

預言者 ムハンマドは、イスラームの容易 
にするという原則の一つを、次のように教え 
ておられます。 



「アッ ラーは天使たちにこう命じる。『 
しもべが悪いことをすることを望んでいる場 
合、それを実行するまではそのことを記す 
な。それを実行すれば、彼について罪として 
それを記しなさい。もし私の満足を求めて悪 
事を断念すれば、それを彼について善行とし 
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て記しなさい。しもべが良いことを行うこと 
を望んでいれば、それを実行しなかったとし 
てもそれを善行として記しなさい。もしそれ 
を実行すれば、少なくとも10倍から700倍まで 
の 報償を記しなさい』 （プハーリー、タウヒード 35 
、ムスリム、イ マーン、 203,205) 

サ ハーバた ちは預言者ム ハンマ ドが容易 
にわかりあえ、常に容易さを示す人であった 
ことを伝えています。 53 

イス ラームが 容易さの教えであることを 
示すいくつかの例を紹介しましょう。 

0人はその力や可能性に応じて責任を負 
う。できないことは求められない。彼ができ 
ないこと、力が足りないことによって勘定を 
問われることはない。（雌牛章第 285 節） 

0イスラームでは段階性が基本である。 
酒、利子、姦通と言った広く行われていた罪 
は、一気に、ではなく、3段階もしくは4段階 
で少しずつ禁じられた。 

0礼拝を行う為には水でウドゥーをする 
必要がある。しかし水がない場所、あるいは 
水を使用した場合病気になる可能性がある場 
合は、土でタヤンムムをすることができる。 

0旅行中は、疲労、時間の制限と言った 
英知に基づき、4ラカートの義務の礼拝を2ラ 
力 1 ートにして行う許しがある。 


53. Muslim, Hacc, 137. 


❺ 






最後の啓 TT ： 宗教イスラ'—ム 


0礼拝中の立位（キヤーム）は義務であ 
る。しかし立っているだけの力がない者は、 
その状態に応じて座った状態、寝た状態、も 
しくは想像で礼拝を行うことができる。 

0信者は礼拝中もしくは日々の生活にお 
いて、クルアーンの中から自分にとって容易 
である部分を唱える。この点において、人を 
困難にさせる最低ラインというものはない。 

(ムザッミル、 20) 

0イバーダを行う為の特別の場所はな 
い。清潔であるあらゆる場所で礼拝を行うこ 
とができる。預言者ムハンマドは、次のよう 
に語っておられる。 

「地上全てが、私にとって礼拝所、そし 
て清潔な場とされた。従ってわがウンマの信 
者は、礼拝の時間が来ればすぐにその場で礼 
拝を行うよう に」 （ブハーリー、タヤンムム、 1) 

0断食を行うことは、害になるほどに病 
気である人、旅人にとって困難となり得る。 
この為、彼らはラマダーン月に断食するかど 
うかは自ら決めることができる。断食できな 
かった場合、旅から戻ってからそれらを行 
う。 



0巡礼の為の道において病気、戦争等の 
為に安心できない状況があれば、巡礼に行く 
ことが義務であるムスリムは、その危険がな 
くなるまでそれを遅らせることができる。 





イスフ'—ムの主な特徴- 

0アツラーは孤児の保護、誓いの保証、 
婚姻、婚姻時に与えられるお金、離婚、家族 
の生計、イバーダ、刑罰、遺産、契約、お金 
の貸し借り、要するにあらゆる行為において 
容易さを示され、信者にもそのように振る舞 
うことを求められている。 54 

このような例は、もっとたくさん挙げる 
ことが可能です。アツラーの大きな恵みを前 
に、私たちは預言者ムハンマドと同じ感情を 
共有し、こう言います。 

「教えを、幅の広いものとしてくださ 
ったアツラーに感謝いたします」（ァフマ 
ド、6,1670 


11. 楽観と希望を与える 

イスラームは、人々が楽観主義であるこ 
とを求めます。アッラーは「わが慈悲は全てを 
包括する」と仰せられています。 55 預言者ムハ 
ンマドは次のように語られています。 


「アッラーが被造物を創造された時、地 
球の上にある書物に「わが慈悲は、わが怒 
りに勝る」と書かれた」（ブハーリー、タウヒー 


ド、 15) 


54. 雌牛章第178節，180節，220節-241節，280節;婦人章第6節， 
19節, 25節;離婚章第2節，6節，7節 

55. 高壁章第156節 
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この信仰は、ムスリムが希望を持つ為に 
十分です。一方で、許し、慈悲、忍耐、信 
頼、服従、状況を受け入れること、良い方向 
で捉えることといった良い性質がムスリムの 
生き方には見られます。身に起こった災い 
や病気が罪の償いになること、精神的なレべ 
ルを上げることも、人生の重荷を軽くする上 
で重要な位置を占めています。出来ることを 
やった後は運命に従い、 アツ ラーからもたら 
される全てのものを満足して受け入れるムス 
リムが、悲しむことは不可能です。彼は常に 
安らぎと平安の中で幸福な人生を生きるので 
す0 


信仰を持たない者、罪を犯した者の為に 
は、悔悟の扉がいっぱいに開かれています。 
一人は死のしるし、最後の審判のしるしを目 
にするまでは、あらゆる瞬間に信仰し、悔悟 
することができます。しかし死や最後の審判 
は人を突如捕えるものであり、時間を無駄に 
することなく、一秒でも早く アッ ラーに向か 
うことが必要なのです。 アツ ラーは次のよう 
に語られています。 



「自分の魂に背いて過ちを犯したわがしも 
ベたちに言え、「それでもアツラーの慈悲に対して 
絶望してはならない」アツラーは、本当に凡ての 
罪を赦される。かれは寛容にして慈悲深くあられ 
る。あなたがたは懲罰が来る前に、主に悔悟して 
帰り、かれに服従、帰依しなさい。その(懲罰がや 
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つて来た)後では、あなたがたは助からない」 （集 
団章第 53 — 54 ) 

預言者 ムハンマドは、人々 が一 部の こと 
について 不運と見なす こ とを禁じられまし 
た。全てを良い方向で、肯定的に受け止める 
こと、良い方向で解釈することを基本とされ 
ました。 56 

イスラームは 邪推を避けること、人々を 
常に良い方向で解釈することを奨励します。 

ク ルアー ンでは次のように語られています。 

「信仰する者よ、邪推の多くを祓え。本当に 
邪推は、時には罪である。無用の詮索をしたりま 
た互いに陰口してはならない」 （部屋章第 12 節） 


必要な用心をした後は、アッラーから災 
いが与えられても、それに忍耐で応じ、報償 
をアッラーから待つのです。 


ムスリムはア ツラーの 怒りを恐れると同 
時に、その慈悲についても決して絶望しませ 
ん。恐れと希望の感情の間での子のバランス 
は「恐れと希望の均衡」と呼ばれます。死が近 
づくと、ムスリムが アツ ラーに抱いた肯定的 
な気持ちはより強まります。預言者ムハンマ 
ドは次のように語られています。 


56. 


Buhari , Tib , 19; Muslim , Selam , 102; Ebu Davud , Tib , 
24/3919. 
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「皆、死ぬ時には必ず、 アツ ラーに つい 
て良い方向で考えていなさい」 （ムスリム、天 
国、81 —82、アブー•ダーウード、ジヤナーイズ、 13) 

物質的な観点から見ても、ムスリムは悲 
観主義者にはなりません。なぜならアツラー 
は全ての人々の糧を与えられるからです。ク 
ルアーンでは次のように語られています。 

「困窮するのを恐れて、あなたがたの子女を 
殺してはならない。われは、あなたがたもかれら 
をも養うものである」 （家畜章第还1節） 

「自分の糧を確保出来ないものが如何に多 
いことであろうか。アツラー（こそ）はそれらとあな 
たがたを養われる。かれは全聴にして全知であら 
れる」 （蜘蛛章第 6 〇節） 

人は自らに糧として定められたものが何 
であれ、必ずそれに到達します。従ってその 
点で悲観主義になるべきではありません。た 
だ、糧の確保の為に必要なことは行うべきな 
のです。出来ることを全て行い、誠実に努力 
をした後、 アツ ラーが与えられた糧に一量の 
多少について言及することなく一満足し、ア 
ッラーが喜ばれる形でそれを用いるべきなの 
です。 
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12. 社会的相互援助やダイナミズムに重 
きをおく 

人はその創造されたあり方から、社会性 
のある存在です。1人で生きることができない 
のです。親しくなるべき他の人々を必要とし 
ます。さらに、無力に創造され、自分のニー 
ズの全てを自分で賄う力もないのです。従つ 
て人は集団で生きるべきであり、互いに助け 
合い、アッラーへのしもべとしての奉仕を共 
に行うべきなのです。預言者 ムハンマドは 次 
のように語られています。 

「アッラーの手は信者の集団と共にあ 
る。信者の集団から離れた者は、地獄への道 
へと逸れたことになる」 （ティルミズィー、フィテ 
ン、 7/2167) 

「集団は慈悲であり、分裂は罰である」 

(アフマド、4、 278) 


イスラームが命じている集団礼拝、金曜 
礼拝、大祭の礼拝、巡礼、ザカート、施し、 
犠牲祭といったイバーダ、葬儀、結婚式、病 
人のお見舞い、親戚関係の維持、助けを必要 
としている人に関わりを持つことといった人 
間的なつながりは、常に人々に社会性を奨励 
します。当然、人々と共に行動することがも 
たらすいくつかの苦労があります。それらに 
忍耐することは、自己犠牲を必要とします。 
イスラームは社会の中で暮らし、人々の重荷 
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を負うムスリムに、大きな報償を約束してい 
ます。 

偉大な得な親切さの持ち主であられる預 
言者 ムハンマドは、 粗野で理解のない人々に 
苦労させられた時には、誰をも傷つけること 
なく、皆に素晴らしい形で対応されていまし 
た。叔父のアツバースが、預言者 ムハンマド 
のこの状態に同情し、 

「アツラーの 使徒よ！人々 は あなたに 苦 
労を与え、埃を巻き上げあなたを不快にして 
いる。特別な張り出し窓を作ってそこから人 
々を離せばどうか」と言いました。諸世界へ 
の慈悲として遣わされた預言者ムハンマド 
は、 


「いいえ、 アツ ラーが私を彼らの間から 
取り去られ、 アツ ラーにまみえる時までは 
私は彼らと共に居続けます。かかとを踏も 
うか、服を引っ張ろうが、埃を立てようが 
構いません」と言われました。 （参照 Darimi , 
Mukaddime , 14； ibn~i Ebl $ eybe , VII , 90； ibn-i Sa ’ d , 
II ,193) 

預言者ムハンマドは、そのウンマにも同 
じことを奨励され、次のように語られていま 
す。 



「人々の間に混じり、その苦労に耐える 
ムスリムは、彼らに混じらず、その苦労に耐 
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えない者よりもより尊い」 （ティルミズイー、ク 
ヤーマ 55/2507) 


「人はその兄弟を必要としないのでは 
ない。あたかも二つの手のように、その一 
つは必ず、もう一つを必要とする」 （ DeylemI , 
Firdevs , III , 409/5251) 

「信者は互いに出会った時には、互いを洗 
いあう二つの手のようである」 57 


イス ラームは 生計を立てる為に働くこ 
と、結婚して子供を持つこと、施しをするこ 
と、与える手となること、時間をいい形で活 
用すること、来世を獲得する場である現世を 
最大限活用すること、正しいことを全ての人 
々に伝え、彼らを過ちから遠ざけること、財 
産、生命、誉れ、尊厳、次世代、祖国を守る 
ことを命じ、人々を社会活動へ、そして活力 
ある暮らしを送ることへと導きます。ほんの 
わずかでも善行を行う者、ほんのわずかでも 
悪事を行う者に必ず対価が与えられること 58 を 
意識にとどめさせ、より注意深く、覚醒した 
生を送ることを可能とするのです。 

イスラームは 人の社会化を奨励する一方 
で、個人的な イ パ 1 ー ダや熟考から彼らを遠ざ 
けることも決してありません。あらゆる社会 


57. 

58. 


Suyuti, Camiul - Ehadis , no: 21028; Deylemi, j ^ irdevs , lV, 
132/6411; Siilemi, Adabu's-sohbe, Misir 1410, I ， 95/128. 


地震章第 7-8 節；家畜章第104節；集団章第41節；フツスイ 
ラ章第46節;跪く時章第15節 
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的な活動を、アツラーのご満悦の為にイバー 
ダの意志を持って行うことを奨励していま 
す。「人々の間で、人々と共にある」という原則 
を設け、「人々の中にある時すら、アツラー 
と共にいるという意識を持続させること」を 
求めます。言い換えれば、「手は仕事で稼いで 
いても、心は創造主とある」という原則に基づ 
いて生きることを理想としているのです。 


死を熟考すること、運命への信仰、タワッ 
クルや服従と言った点は一部の人々によって 
誤って説かれているように、決して人を惰性 
や失望に導くものではありません。逆に、 



信者をより注意深く、熱心で、心の安らぎと 
共に働くことになれさせます。死を思い起こ 
す人は、時間の少なさを考え、より多くの、 
より質の良い仕事をしようとし、その時間を 
不必要なものの為に無駄にしません。我欲や 
シャイターンが引きずろうとする罪に陥るこ 
ともありません。運命を信じ、タワツクルや 
服従を正しく理解する信者は、やるべきこと 
をやらずにアツラーを信頼することがいかに 
誤ったことかを知っています。従って、その 
力に応じてできることを全てやった後で、結 
果をアツラーにゆだね、楽な気持ちになるの 
です。運命を信じない、タワツクルや服従を 
認めない人は、そもそもそれ以上にできるこ 
とはありません。このような人はアツラーを 
信頼していない為に、行ったことの結果につ 
いて常に不安を抱き、結果が望んだ通りのも 
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のでなければ、精神的に大きな挫折を味わい 
ます。運命を信じ、ァッラーを信頼する信者 
は、責任を果たした後はその結果を得ること 
ができなくても、その意思によって善行を得 
て、また過度に悲しむことからも守られるの 
です。つまり、物理的にも精神的にも益を得 
ているのです。 

後にイスラームを選択したアメリカ人の 
カール•フォーブスは次のように語っていま 
す0 


「私が ムスリムでは なく、単に社会主義 
者の観点から見たとしても、一つの文明、一 
つの信者集団が イス ラームよりもよりよい基 
本の上に築かれることはなかったと考えるだ 
ろう」 59 


13. 人間に最も高い価値を与える 

イスラームは 人に、被造物の中で例外的 
な地位と誉れを与えています。クルアーンで 
は次のように語られています。 

「本当にわれは、人間を最も美しい姿に創っ 
た」 （無花果章第 4 節） 

「われはアーダムの子孫を重んじて海陸に 
かれらを運び、また種々の良い（暮らし向きのた 
めの）ものを支給し、またわれが創造した多くの 



59. Ahmet Boken - Ayhan Eryigit , Yeni Havatlar , II ,117. 
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優れたものの上に、かれらを優越させたのであ 

る」（夜の旅章第 7 0節） 

ある時預言者ムハンマドの前を、一体の 
亡骸が通過しました。預言者ムハンマドは立 
ち上がりました。人々は彼に 

「アツ ラーの 使徒よ、あれはユダヤ人の 
遺体でした」と言いました。預言者ムハンマ 
ドは、 

「彼も一人の人間ではなかったのかね？ 
」と言われたのでした。（ブハーリー、葬儀、50、 
ムスリム、 葬儀、 81) 

このように 預言者ムハンマドは、 アツ ラ 
一が大きな心遣いと共に創造された「人間」 
を 前にして、その敬意から立ち上がった ので 
した。 これにより、 生きている人 だけでは な 
く、死者もまた敬意、尊重にふさわしい存在 
である ことを示された のです。ヤーラー•ビ 
ン•ムツ ラは 次の よう に語って います。 

「預言者ムハンマドのそばで、何度も遠 
征に参加しました。アツラーの使徒は誰かの 
遺体があると、すぐにその埋葬を命じ、彼が 
ムスリムなのか、不信心者なのかを訪ねられ 
ませんでした」 （ハーキム、1、 526/1374) 



また預言者ムハンマドは、 
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「死者の 骨を 折る ことは、 生きた人の 骨 
を折ることと同じように、罪である」と言わ 
れま した。（イブニ•マジャ、葬儀、 63) 

亡骸に対してすらこれほど注意深く対応 
される人間の生命と魂はどれほど尊いことで 
しょうか。ク ルアー ンでは次のように語られ 
ています。 

「人を殺した者、地上で悪を働いたという理 
由もなく人を殺す者は、全人類を殺したのと同じ 
である。人の生命を救う者は、全人類の生命を救 
つたのと同じである（と定めた)」 （食卓章第 32 節） 

従って人は、他者の生命及び自分の生命 
を奪うことを強く禁じています。そしてそれ 
を行う者に、非常に重い罰を定めています。 

メヴラーナは次のように語っています。 

「人の真の価値を語ろうとすれば、私も 
焼き尽くされてしまうし、この世界もそうな 
る。しかし残念なことに、人は自らの価値を 
知らない。自分を安売りしている。人は本当 
は、とても貴重なサテンの布なのに、自らを 
外套の継ぎあてにしたの だ」（マスナヴィ、3 
巻、 1000-1001) 


アツラーは罪深いしもべたちをすら保護さ 
れ、彼らの陰口をたたくことを大きな罪とされまし 
た。人々を中傷すること、彼らに恥をかかせ 
ること、悪いあだ名で呼ぶこと、真似をする 


60. Buhari , Diyat , 21; Tibb , 56; Muslim , Iman , 175. 
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こと、邪推すること、欠点や秘められた、プ 
ライべートな事柄を詮索することを絶対的な 
表現で禁じています。 61 アッラーは、ご自身 
に関する権利は許されること、しかししもべ 
の権利については許されないこと、それを権 
利が侵害された人の意志に委ねられることを 
告げておられるのです。 

イスラ'ームは非常に重きを置いている人 
間に、その誉れと尊厳にふさわしい権利を与 
えています。 62 イスラームによれば、人が存在 
することは、彼が基本的人権を持つにふさわ 
しい理由として十分なのです。人間であると 
いう特性を、人権の基本と見なすイスラーム 
法学者は包括的なアプローチを取り入れ、決 
して人々の間で宗教、民族、性別、階級、国 
の区別をしませんでした。 63 


61 . 

62 . 



部屋章第 11-12 節 

この 項目に ついての 詳細に ついては 参照 ： Kadir 
Misiroglu, Islam Diinya Goru§u, Istanbul 2008, p. 200- 
201; Prof. Dr. Recep §entlirk, insan Haklari ve islam, 
istanbul 、 2007. 

Prof. §entiirk , 同著 p.13, 21. 







第 2 部 

信条、イバ_ダ、行為 


A . イス ラームの 信仰の基本 

人が信じるべき基本的項目は、人間の見 
解や個人的な理解ではなく、啓示に基づくも 
のです。イス ラームの 信仰の基本は、クルア 
ーンやハディースで、何の解釈の余地もない 
ほど明白に示されています。 

預言者ムハンマドは次のように語られて 
います。 

「信仰とは、アッラー、天使たち、啓典、預言 
者たち、審判の日、良いことも悪いことも含めて運 
命を信じることである」 （ブ ハーリー、 信仰， 37 ；ム 
スリム、 信仰， 1, 5; ティル ミズ ィー、 信仰， 4 ;アブ 

一. ダーウー ド、 スンナ16; アフマド I, 97) 

これらは次のように抽出することができ 
るでしよう。 
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1. アツラーへの信仰 

理性を持ち、思春期に達している全ての 
人の最初の務めは、創造主であるアツ ラーを 
知り、信仰し、しもべとなることです。アツ 
ラーは ク ルアー ンで次のように語られていま 
す。 


「(かれは）天と地、またその間にある凡ての 
有の主であられる。だからかれに仕え、かれへの 
奉仕のために耐え忍びなさい。あなたはかれと肩 
を並べ呼ぶものを（外に）知っているのか。」 （マ 
ルヤム章第65節） 


喪失の中で生き、イスラームを知らずにい 
る人々は礼拝、断食、ザカートといったイバ 
ーダやその他の法的な規定に ついて 責任を問 
われることはありません。しかし、 アツ ラー 
を信じる責任を負うのです。なぜならァツラ 
一への信仰は、人の本質が要するものである 
からです。全ての人は、世界のこの壮大で完 
壁な被造物を目にし、それらには偉大な創造 
主がいることを論理的に理解できるのです。 
正しい理性は皆、このことを証言します。 

ムスリムはアツラーを 次のように信仰し 
ます。 



アツ ラーは存在し、唯一であられ、その 
存在に始まりも終わりもありません。被造物 
のどれかに似ていることにもなく、またどの 
被造物もそのお方には似ていません。その存 
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在は他の存在に依存せず、ご自身の特質によ 
り存在するのです。生むこと、生まれるこ 
と、父もしくは息子となること、時間や空間 
の中にいることといったことから清められ、 
超越して存在するのです。一切の媒介を必要 
とせずに全てをご存じであり、全てを聞か 
れ、全てを見られます。絶対的で無限の知識 
の持ち主であられます。 

0「かれは大地に入るもの、またそれか 
ら出るものを凡て知っておられ、また天から 
下るもの、ならびにそこに上るもの凡てを知 
つておられる。天においても地においても、 
微塵の重さでも、かれから免れられるものは 
ない。またそれより小さいものも大きいもの 
も、明確な書に記されないものはない」 （サバ 
ア章第2 — 3節） 


0各々の女性が妊娠していること、その 
胎内に何がいるか、子宮で何が減らされて何 
が増やされているのかをご存じである。全て 
を一定の基準に基づいて行われる。目に見え 
ない、もしくは見える全ての世界をご存じで 
ある。言葉を隠す者、明白に語る者、あるい 
は夜間に隠れても、また昼間公然と出かけて 
も、全知の主においては同じことである。ア 
ッラーは 秘められたものも、秘められたもの 
の中でも最も秘められたものも、ご存じであ 
る。（雷電章第1〇節、ター•ハー章第7節、物語章第69 


節、サジュダ章第6節、フード章第5節) 
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またアツラーは、絶対的で無限の力の持ち 
主です。そうでなければ、私たちが目にするこ 
れらの被造物を存在させることはできず、ま 
たその存在を維持させることもできなかった 
でしよう。アツラーは私たちに、崇高な特性 
を次のように紹介しておられます。 

0天と地を無から創造される際、もしく 
は何かを創造することを望まれた時にはただ 
「在れ」と言われれば、それはすぐに存在す 
る。（雌牛章第 m 節） 

0全ての人を創造すること、もしくは死 
後、全員を再びよみがえらせることは、アツ 
ラーにとってたった一人を蘇らせることと同 
様に容易である。（ルクマーン章第 28 節） 

0世界全ての均衡が崩れることを意味す 
る最後の審判の日のように、非常に大きな出 
来事すら、アツラーの御力によっては目をあ 
けて閉じるもしくはそれより短い時間で実行 
される。（蜜蜂章第77節） 

アツラ'一は、絶対的な生命の持ち主であ 
られ、絶対的な意志の持ち主であられます。 
求め、求めたことを行われます。語られるお 
方という特性を持たれ、声や文字を必要とせ 
ずに語られます。預言者たちの媒介によって 
人々に啓典を下されました。 



アッラーはこの世界の唯一の、単独での 
創造主です。創造され、創造されたものを死 
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なせ、それから再び復活させられ、誠実なし 
もべたちの為に恵みを、悪い者の為に罰を用 
意されるのは アツラーな のです。 アツラーは 
完全さを示す全ての特性を持たれ、不足を示 
すあらゆる特性からは遠いお方です。 64 


2. 天使たちへの信仰 


アツ ラーによって、人間よりも先に創造 
され、男女の差がなく、 アツ ラーへの服従か 
ら離れることのない優美で輝かしい存在で 
す。 アツ ラーの呼びかけに答え、 アツ ラーと 
語ります。 アツ ラーに反逆することはなく、 
何を命じられてもその通りに実行します。飲 
食、睡眠、疲労、倦怠感のような人間的な状 
態からは遠いのです。動物的欲求や我欲的欲 
望もありません。過ちや罪を犯すこともあり 
ません。この上なく強く、非常に高速で動く 
ことができます。 アツ ラーの命令と許しを得 
て、様々な形状を取ることができます。幽玄 
界、もしくはただ アツ ラーのみがご存じであ 
る事柄については知りません。 アツ ラ 1 一が教 
えられた項目を、教えられた限りで知ること 
ができます。 65 


64. 

65. 


Prof. Dr. Bekir Topaloglu, “Allah” 項.， Diyanet Islam Ansik- 


lopedisi, II, 488-489; NesefI, Akaid, p. 31-36. 

雌牛章第 30-34 節；高壁章第 11, 27 節；フード章第 69-70 
節； アル •ヒジュル章第 28 節， 51-52 節;夜の旅章第 61 節， 
92 節；洞窟章第 50 節；ター.ハー章第 116 節；サード章第 
71 節, 73 節;星章第 5 節;禁止章 6 節;包み隠す章第 20 節 
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ジンは、感覚によって捉えることのでき 
ない、人のように意識と意志を持ち、神の命 
令に従う責任を負い、悪い者、良い者、信 
者、不信心者が存在する被造物です。シャイタ 
ーンも、ジンの一種です。 


うぬぼれの為に反逆に至ったシャイター 
ンは、聖アーデム以来人間を正しい道から遠 
ざける為にできることを行ってきました。 66 ア 
ツ ラーはシャイターンが人類の敵であること 
を、多くの機会で示され、「シャイターンのあ 
ゆみについて行ってはならない」と言われてい 
ます。 67 特に聖アーデムに関する出来事を指摘 
され、シャイターンの人頮に対する敵対が最 
後の審判まで続くことを告げておられます。 68 
クルアーンでは彼やその信奉者が、人々を自 
分たちを見えないような形で見ていること、 
正しい道の上に座り、人に前後左右から接近 
し、 69 悪事を飾って美しく見せていること、 70 
空疎な妄想へと引きずり、偽りの約束をし、 71 
アツ ラーの命令をつぶし禁じられたことを行 


66 . 

67. 


68 . 

69. 

70. 

71. 

❿ 


蜜蜂章第 63 節 

雌牛章第 168 節， 208 節；家畜章第 142 節；高壁章第 22 節；ュ 
ースフ章第 5 節；夜の旅章第 53 節；ター.ハー章第 117 節; 
創造者章第 6 節；ヤースイーン章第 60 節;金の装飾章第 62 
節 

アル•ヒジュル 章第 34-38 節 
高壁章第 16-17, 27 節 

家畜章第 43 節；戦利品章第 48 節;蜜蜂章第 63 節； フッスイ 
ラ章第 25 節;蟻章第 24 節;蜘蛛章第 38 節 
婦人章第 119-120 節;夜の旅章第 64 節;巡礼章第 52-53 節;ム 
ハン マ ド 章第 25 節 
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うよう扇動していること、 ™ 人々の間に敵意を 
投げ入れ、互いに争わせていること、 73 疑念を 
与えていること、計略や罠をしかけているこ 
と 74 を示しています。 

アッラーはシャイターンの父祖であるイ 
ブリースに、試練の世界にいるという理由で 
彼が求めた猶予を与えられました。 75 しかし彼 
が信仰しただアッラーを信頼するイフラース 
を備え、篤信を備えたしもべには何もできな 
いこと、彼らをご自身が保護されることを明 
らかにされました。 76 

シャイターンの力は、ただ彼と共になる 
者、 アッ ラーに何ものかを配する者にのみ足 
りるのです。シャイターンは信仰しない人の 
親友です。 77 アツ ラーはク ルアー ンで次のよう 
に語られています。 


72. 

73. 

74. 

75. 


76. 

77. 


雌牛章第169節;婦人章第119節；マルャム章第83節;創造 
者章第6節 

食卓章第91節;家畜章第121節；夜の旅章第53節；ユース 
フ章第100節 

婦人章第76節；高壁章第 200-201 節;戦利品章第11節；ユー 
スフ章第5節；信たち章第97節；抗弁する女章第10節；人 
々章第 4-6 節 

その他のシャイターンも、イプリースのように長い時 
間が与えられているのかどうかに関する知識はない。 
しかしイプリースに与えられた長い寿命は、彼自身 
のものであるように思える。 （ A . Liitfii Kazanci , islam 
Akaidi , p . Ill ) 

アル.ヒジュル章第 40-42 節；蜜蜂章第99節；夜の旅章第 
65節；サード章第 82-83 節 

高壁章第27, 30節;蜜蜂章第100節；マルヤム章第83節 
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「われは、悪魔たちが誰の上に下るのかあ 
なたがたに告げようか。かれらは、凡ての嘘付き 
の徒の上に下る。（悪魔の話に）耳を貸す(者）の 
多くは墟付きの徒である」（詩人たち章第221 — 223 
節） 

ク ルアー ンは、ジンと人間のシャイター 
ンたちの疑念や罠からアッラーに庇護を求め 
ることを奨励しています。 78 


ただシャイターンは、対抗できない勢力 
と考えられるべきではありません。アッラー 
がいかに試練の為として彼に猶予といくつか 
の力を与えられたとしても、無限の力や権限 
は与えられていないのです。クルアーンでは 
彼の買が弱いものであること、人々に対する 
強制力は持たないこと、悪事へと招く以上の 
ことはできないことが語られています。™ 


3. 啓典への信仰 


アッラーは預言者たちに、信仰、イバー 
ダ、道徳、現世と来世に関する知識や規定を 
含む文章を啓示されました。「最初の書冊」 

、預言者イブ ラーヒー ムと ムーサーに 与えら 
れた書冊、律法、詩篇、そして新約聖書の本 


78. 


79. 


高壁章第200節；蜜蜂章第18節；信者たち第 97-98 節；フッ 
スィラ 章第36節;人々章第 1-6 節 

婦人章第 76 節；イプ ラー ヒム章第 22 節； アル. ヒジュ ル 
章第 42 節;蜜蜂章第 99 節；夜の旅章第 65 節 
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束の状態、そしてク ルアー ンが アツラーに よ 
つて下された啓典の一部です。 8 ° 


4. 預言者たちへの信仰 

聖アーデムが最初の、預言者ムハンマドが 
最後の預言者です。彼らの間に、私たちに知 
らされた、知らされていない非常に多くの預 
言者が遣わされました。預言者たちの間では 
区別をつけません。全ての預言者が、誠実で 
信頼できる、この上なく利口で布教の任務を 
実行し、罪を行うことから身を守った人々な 
のです。しかし、彼らには神性はありません 
でした。預言者たちには奇跡がありました。 

歴史上、預言者が遣わされていない社会は 
ありません。アッラーは恵みと慈悲の作品とし 
て、全ての人々に預言者を送られたのです。 
(蜜蜂章第63節、創造者章第24節、ユーヌス章第47節） 


5. 来世への信仰 

アッラーは人々に非常に価値のある能力 
と数えきれない恵みを与えられました。これ 
らが何の目的もないものであることは考えら 


80. 


雌牛章第85節；イム ラーン 家章第 3-4 節；婦人章第163節; 
ター • ハー 第133 節； 星章第 36-37 節; 鉄章第 26-27 節；至高 
章第 18-19 節 
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れません。アツラーは同時に、しもべたちに 
いくつかのことを求められ、その命令に従う 
者に報償を約束されて、反逆する者を懲罰で 
威嚇されています。来世は、アツラーの約束 
が実現され、現世で行われたことの対価が与 
えられ、わずかな良いこと、悪いことも明ら 
かにされる、偉大な審判が行われる時です。 


現世で一部の人々は、迫害者の支配のも 
とで苦しめられ、搾取され、拷問を受け、そ 
の人生で苦痛や困難さ以外の何も見ることが 
ありません。逆に一部の人々も、この世界で 
幸福と快楽、恵みの中で暮らし、弱者を迫害 
します。この 二つのグループの 人生の物語 
が、権利が持ち主に戻され、公正さが迫害や 
強奪を抑える、補完的な時代を迎えることな 
く死によって終焉を迎えることがあり得るで 
しょうか？観客の前で劇を見せる劇団が、第 
一部を見せた後でカーテンを下ろし、色々な 
出来事をバラバラで混乱した、修正すべき状 
態で残したまま、劇が終わるということはあ 
り得るでしょうか？このようなことがあり得 
るなら、その動きに完全に集中し、神経を緊 
張させ、劇やその作者の意図とそのもとにな 



る思想を読み取ろうと必死になっていた観客 
はどのように思うでしょうか。利口な子供で 
も、劇がこの形で終わることが適切だとは思 
わないでしょう。従って、全てを完全に創造 
され、全てをご存じであるアッラーが、この 
巨大な世界の物語を、子供ですらやらないよ 
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うな醜さのままで終わらせるということがど 
うして考えられるでしょうか。 81 

私たちが生きているこの世界を最も美し 
い形で創造されたアツラーが、来世という異 
なる世界を創造されることを約束されている 
のであれば、誰にもそれを疑う権利はありま 
せん。なぜならアツラーはそれをできる力を 
持っておられることをあらゆる瞬間に私たち 
に証明されているのです。アブー•レジンは次 
のように語っています。 

「ある時、 『アツ ラーの使徒よ！ アツ ラ 
一は被造物をどのように復活させられるので 
すか」と私は尋ねました。預言者ムハンマド 
は『あなたは、あなたの一族が済んでいる谷 
を、乾季に通過したことはないのですか。そ 
れから再び、一面が緑になる春の季節にそこ 
に寄ったことはないのですか」と言われまし 
た。私は『もちろんあります』と答えまし 
た。すると、『そう、これが アツ ラーが再び 
蘇らせるという証拠である。 アツ ラーは死者 
をもこのように蘇らせられる』と言われまし 
た』（アフマド、4, 11) 

だから、いつか、この世界は終わりを迎 
え、現世での生は終わり、来世での生が始ま 
るのです。人々は死後、再び復活し、この世 
界で行ったことを問われます。信仰し、誠実 


81 . 


Prof . Dr . M . S . Ramazan el - Buti , Kiibra l-yakiniyyati 7- 
kevniyye , p . 180. 
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な行いをした者は天国へ、否定した者は地獄 
へと向かいます。信仰しつつも罪を犯した者 
は、罪に応じて地獄で罰を受けた後で天国に 
向かうか、アッラーの許しを得られれば直接 
天国に入るのです。 


6. カダル（運命）への信仰 

アツ ラーは、 しもべが行った全てのこ 
と、他の被造物の全てに関連する事柄、将来 
起こるであろう事柄を前もって知られていま 
す。 そして全てが、その時が来るとアツ ラー 
がご存じであった形で生じるのです。ここで 
一部の人が考えているように、人々への強制 
は 存在し ません。 なぜならアツ ラーは、 神性 
の要するところとして、しもべたちが将来行 
うこと、そしてその領土で生じる出来事を知 
るべきであるからです。そうでないとするな 
ら、そこに不足が生じることになってしまう 
からです。 


人々は意志を持ち、自由で あり、 強制を 
受けて はいません。 アッ ラーは 永遠の知識に 
より過去と未来をご存じである為、起こるこ 
とが 前もって記されて います。 知る という こ 
とは、それを行う という ことでは ありませ 
ん。 日食が起こる時間と分は、計算すること 
がで きます。 しかし太陽は、科学者が前もっ 



てそれを知っているために日食を起こすので 
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はないのです。日食はもともと起こるもので 
あり、ただ科学者たちがそれを調べて前もっ 
て知っているのです。あることが起こること 
を前もって知り、それを記すこと、その時が 
来ればそれを創造することは別々であり、そ 
のことをやりたいと思い、実行することもま 
た別です。人は自由意志により、あることを 
したいと求めます。アツラーも、試練の為に 
彼を自由にさせておられるため、彼が求めた 
行動を創造されます。ただ、良い行動、正し 
い行動には満足され、悪い行動には満足され 
ないのです。 82 


B . イスラームにおけるイバーダ（崇拝行 
為）とその英知 


ここまでの部分では、 アツ ラーの存在、 
特性、人を大きな気遣いと共に最も美しい形 
で創造されたこと、人間にこの上なく重きを 
おかれていること、多くの力や可能性を与え 
られたことを見て来ました。今後、人間がこ 
の存在の世界で、何の役目も責任も持ってい 
ないと考えることはできるでしようか？理性 
を持つ人の、この世界での状態が、動物や 
その他理性を持たなレヽ被造物と同じであるこ 
とは考えられるでしょうか？このような人間 


82 . 


信条に関する詳細については参照： http ： //www. isla- 
micpublishing.org/KAYNAKLAR/Dokumanlar/KITAPLAR/ 


english/ingilizce-islam-iman-ibadet. odf 
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が、飲み食い、衣服、結婚、繁殖の間を回り 
続け、一定の期間だけ生きた後、自らを無の 
腕に投げ入れること、死によって飲み込まれ 
ることはどのように考えられるでしょうか。 

アツラーはクルアー ンで次のよう に 語ら 
れています。 

「あなたがたは、われが戯れにあなたがた 
を創ったとでも考えていたのか。またあなたがた 
は、われに帰されないと考えていたのか」 （信者 
たち章第 115 節） 

「ジンと人間を創ったのはわれに仕えさせ 
るため」 （撒き散らす者章第 56 節） 

「定めの時が訪れるまで、あなたの主に仕え 
なさい」 （アル. ヒ ジュラ章第 99 節） 

イバーダは、しもべとして仕えること、 
服従すること、頭を下げることという意味で 
あり、広い意味では一人の人がアツラーの教 
えられた基準の範疇で生きる際に行う全ての 
こと、言葉、考えです。 



イバー ダは、 アツラーが しもべたちに対 
して持っている権利であり、与えられた恵み 
に対して行うべき感謝を示すことです。行わ 
れるイパーダはそもそも、その人自身に効果 
をもたらします。なぜからイバーダを行うこ 
とは人を物質の中でおぼれることから救い、 
その視野や考えをより高い目標へと向け、よ 
り広い範疇で動かすのです。 
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また一方でイバーダはただ、来世の為の 
ものではありません。イバーダには精神的な 
効果と並び、物質的な効果もあります。なぜ 
ならイスラームは、人の活動分野のどれも軽 
視することはない、生活の全ての面を包括す 
る全体的なシステムだからです。 

同様にイスラ 1 ームは、人の活動分野の間 
で適切な一体性をも設けられています。この 
為、神の秩序にふさわしい現世的行為がイバ 
ーダの善行を獲得させ、またイバーダも非常 
に多くの物質的、肉体的な効果を含んでいる 
のです。ここにおける英知と細やかさの一部 
は人間の頭脳によって理解されるとしても、 
その多くは把握することができないもので 
す。そもそもイバーダにおいて本質的である 
者は、 アツ ラーにイフラースと共にしもべと 
して仕えることであり、現世的な効果を得る 
ことではありません。ただ奨励するものとし 
て、イパーダの効用の一部を取り上げたいと 
思います。 


1. 礼拝とその英知 

礼拝は、タクビールによって始まり、挨 
拶によって終わる、一定の動作と言葉を含む 
イ バー ダです。 83 アッラーは 礼拝、 カーバ 神殿 



83. 一部の人は、ムスリムが礼拝を行う際にカーパ神殿を 
崇拝していると考えている。これはこの上なく誤った 
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の周回、クルアーンを読むことと言った一部 
のイパーダの前にウドウーを行うこと、体と 
衣服、その周囲を清めることを命じられまし 
た。ウドウーとグスルについて精査すれば、ィ 
スラームが精神的清潔さと主に、物質的な清 
潔さにもいかに重きをおいているかを見出す 
ことができます。だからムスリムは、イルミ 
ハールや法学の本を、まず清浄に関する部分 
から読み始めるのですつまり、礼拝の効果の 
一つは、人に清潔な暮らしを送らせることで 
す。 


また一方で礼拝は、人を悪事から、醜い 
事柄から、怒りから守り、興味や関心が無秩 
序で管理されていない状態で満たされること 
を防ぎます。 84 日に5回繰り返される為に、 
アツラーを思い起こすことを妨げる自我の欲 
求に対しての最も効果的な薬となるのです。 
欲望や欲求を鎮め、あらゆる点において正し 
さ、方向性を持っことを奨励します。これに 
より信者は、アツラーのご満悦の為に礼拝を 
行いながら、同時に悪事や自我の欲求からも 

考えで ある。 ムスリムは決して、カーパや黒い石をど 
のような形であれ崇拝することはなく、サジュダす 
ることもなく、また礼拝の際、それに向かうことはな 
い。 ムスリムが礼拝の際に向かって いるのは、カーバ 
の建物ではなく、その空間で ある。カーバ 神殿が取り 
除かれ、もしくは修理の為に取り壊されたとしても、 
ムスリムのキブラは変わることはないので ある。 ( Prof . 
Dr . M . Hamidullah , isldm’a Giri §, p .108) 

蜘蛛章第 45 節 
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守られ、現世と来世の生を改良することにな 
るのです。 

ある人が預言者ムハンマドを訪ね、 


「これこれの人は夜には礼拝をしていま 
すが、朝には泥棒となっています」と言いま 
した。預言者ムハンマドは次のように語られ 
ました。 


「本当の礼拝をしていれば、この礼拝 
と礼拝で読んでいるクルアーンの章句が、 
彼をその悪事から遠ざけるだろう」（ァフマ 
ド、2,447 ) 85 


85. 


ムラット • ビルセルは 2009 年 2 月 17 日付の star 紙におい 
て、「礼拝は犯罪を防ぐ」という見出しの文章を発表し 


ている。「モスクで礼拝が行われる町での犯罪率は、行 
われない町のそれと比較してより低いに違いない」と考 
え、その点を検証したとしている。彼によると、 

例えば、犯罪発生率の上位20か国（千人あたり） 

1 . コロンビア（0.61) 2 . 南アフリカ (0.49) 3 . ジャマイカ 
(0.32) 4 . ヴェネズェラ (0.31) 5 . ロシア（0.20) 6 .メキシコ 
(0.13) 7 •エストニア (0.107) 8 .ラトビア (0.103) 9 .リトア 
ニア (0.102) 10 . ベラルーシ (0.098) 11 •ウクライナ (0.094) 
12 . パプア•ニューギニア (0.083) 13 . キルギスタン 
(0.0802) 14 . タイ (0.800) 15 . モルドヴア (0.078) 16 . ジンバ 
ブェ (0.074) 17 . S セイシェル (0.073) 18 . ザンビア (0.070) 
19 •コスタリカ (0.060) 20 . ポーランド (0.056) 

キルギスタンを除くこの国々のほとんど全ては、100パ 
ーセントに近いキリスト教徒の人口を持ち、人口の 75 
パーセントがムスリムであるキルギスタンが唯一の例 
外であることは目をひく事実である。そして一般的に 
ある国で礼拝がなされていれば、犯罪統計のほとんど 
全てで、ムスリム社会における犯罪傾向はより低く表 
れている。 

世界はこの真実に気づいているだろうか。当然気付い 
ている。イスラーム諸国で殺人発生率が低いのはなぜ 
かという真剣な研究が行われている。 
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礼拝は、地上の唯一の統治者がアッラー 
であるという真実を、人々の心に定着させ、 
人々がこれを常に感じられるように助けま 
す。 


日に5回の礼拝は、一日の中で時折人を、 
その仕事の単調さから救い、楽にします。彼 
らをしばらくの間、あらゆる種類の世俗的な 
懸念から遠ざけます。崇高な創造者に対し服 
従と感謝の気持ちを示すことを助けます。同 
時に日とは、サジュダを行う時に自らと直面 
し、内面世界に向き合う機会を得ます。以前 
は宣教師であり、後に イスラームを 選んだア 
メリカ人のマット•セールスマンは次のように語 
つてい ます。 


「礼拝を行い、安らぎと平穏さを見出し 
ています。特に金曜礼拝で。モスクにいて礼 
拝をしている時は、私にとって魂に安らぎを 
与える特別な時間なのです」 86 


ティモシー•ギアノッティ博士は次のように 
語っています。 



: Cordova , Ana ; “An Examinational Causes of Low 
Murder Rates in Islamic Societies ”： American Society of Crim ¬ 
inology ) あまり言及されず、声を大にされることはない 
にしても、その研究を熱心に行っているのである。そ 
れを礼拝と結びつける者はいないようではあるが。今 
後、誰かが ロンドン やパリのような街で、モスクがあ 
る町の犯罪率を街の全域を比較することを思いつくか 
もしれない。その結果は、世界を考えさせるものとな 
ると 私は思つ。 ( http :// www . stargazete . com / gazete / yazar / 
murat - birsel / namaz - sucu - engellivor - 1 69647. htm ) 

Ahmet Boken - Ayhan Eryigit , Yeni Hayatlar , I , 49. 
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「サジュダを行う時には、平和をつかん 
でいるように感じます。自分がもっと安全で 
あるように感じます。平安の空気の中にある 
ように感じます。サジュダを行う時は、遠く 
から自分の家に戻ったかのようです。むし 
ろ、アッラーに到達したかのようです。言葉 
では説明できるのはただここまでです。礼拝 
は安らぎ、平和、平穏の感情です」 87 

礼拝は、魂の精神的な糧であるように、 
同時に肉体にとっても癒しです。礼拝が、様 
々な器官が動き、関節を曲げ、筋肉を緊張さ 
せ、弛緩させることを可能とし、体に活気を 
与えることは周知の事実です。また一方で礼 
拝は、 ムスリムの 生活における バランスの 要 
素です。毎日一定の時間、一定の条件の中で 
実行されるこのイパーダは、人を秩序のあ 
る、規則正しい生活に慣れさせます。 


ムスリムは礼拝を個人として、好きな場 
所で行うことができます。しかしイスラーム 
は彼らに、一か所に集まって礼拝をすること 
を奨励しています。なぜなら、集団で行われ 
る礼拝は、民族、色、言葉、立場、地位の区 


87. 


Boken , 同著 I ， 19. 後にムスリムとなった人々の人生の 
物語に ついては 下記の作品を参照のこと： Prof . Dr . Ali 


Kose , Conversion to Islam : A Study of Native British Con ¬ 
verts , London : Keagan Paul International , 1996 (Neden 
islam’i Segiyorlar ： Musiuman olan Ingilizler uzerine 
psiko-sosyolojik bir inceleme ， Istanbul 1997); A. An - Y. 
Karabulut , Neden Musiuman Oldum , Ankara : Diyanet i^leri 
Ba§kanligi yay .， 200 7; Defne Bayrak , Neden Musiuman Ol - 
dular ?, istanbul : insan yaymlan , 2008. 
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別なく、アツラーへのしもべとしての奉仕に 
おいて同じ列に並び、一体化し、助け合うこ 
と、社会的なつながりを支え、ウンマの意識 
を強めます。同じ考え、目標を分かち合う集 
団の環境で、個人の間の違いは多くの場合超 
えることができ、人々の心に平等、兄弟愛と 
いった感情を定着させ、宗教的な喜びを感じ 
させるのです。 

そもそも、日に5回の礼拝は、人々にと 
って非常に少なく、実行が容易であるつとめ 
です。24時間の中で人が世俗的な仕事を放棄 
し、アツラーの御前に上がる時間は約24分で 
す。この小さな犠牲の対価として人は、非常 
に大きな物質的、精神的な効果を得るので 
す0 


2. 断食とその英知 

断食は、地平線が白み始めた時から、日 
没まで、食べること、飲むこと、性的欲求か 
ら遠ざかっているという形で行われるイバー 
ダです。毎年、イス ラーム 暦の ラマダーン 月 
の間中、29日もしくは30日、このイバーダが 
続けられます。 


断食は生きる為の戦いの為に必須であ 



る、「忍耐、意志、自我の欲求から遠ざかる 
こと」と言った状態の鍛錬により、道徳的 
なあり方を完全性へと至らせます。自我の、 
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食べること、飲むこと、性欲と並ぶ無尽蔵の 
欲求に対して人間の誉れと尊厳を守る盾なの 
です。また断食はそれを行う人を、意志の強 
さ、我慢強さ、満足、甘受、冷静さ、忍耐と 
いった道徳的美徳へと到達させます。欠乏や 
飢えを味わわせることで、私たちに与えられ 
ている恵みの価値を思い起こさせます。心 
を、 アツ ラーに対する賞賛と感謝、しもべた 
ちに対する慈悲と援助の気持ちで満たしま 
す。この特性によって断食は、社会生活にお 
ける憎悪、敵意、嫉妬と言った社会を不穏に 
させるマイナス要素を取り除く、最も効果的 
な薬です。従って断食は、ただこのウンマに 
ではなく、以前のウンマにも義務とされてい 
たイ バー ダです。 アツラーは 次のように語ら 
れています。 

「信仰する者よ、あなたがた以前の者に定め 
られたようにあなたがたに斎戒が定められた。恐 
らくあなたがたは主を畏れるであろう。（斎戒は） 
定められた日数である」 （雌牛章第 183- 184 節） 


断食が精神的に効果を及ぼすものとなる 
為には、嘘、中傷、陰口、人の悪口を伝える 
といった行動、憎悪、呪いのような言葉、喧 
嘩、あらゆる種類の悪事や罪を強く避けるこ 
とが必要です。預言者ムハンマドは、断食し 
ている信者に、彼に対して示された粗暴な態 
度に、平穏さで応えることを奨励されまし 
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た。これにより、断食を行う人が悪い徳から 
遠ざかることになるのです。 

断食は、人がより健康に、豊かであるこ 
とを支えます。これは、木々においてすら見 
ることのできるものです。木は、冬になると 
葉を落として眠りにつきます。さらには、春 
が来て氷が解けるまで、その根に水を得るこ 
とすらできないのです。断食状態で過ぎるこ 
の数か月の後、春が来れば、葉や花の豊かさ 
から理解できるように、以前よりもより豊か 
になるのです。鉱山すら、断食を必要としま 
す。バイクや機械は、長時間動かした後、し 
ばらく止められます。この休息は、それらが 
以前の力を得ることを助けます。 

医学関係者は、30日未満の断食に効果が 
ないこと、40日以上の場合も習慣となる為、 
一定の期間で飲食を絶つことがもたらす効用 
を与えないことを示しています。近年、西洋 
で適用されている新しい治療法では、慢性疾 
患の患者が、病気の状態に応じて短期もしく 
は長期の断食により治癒に向かっています。 88 

断食は、頭脳と心の能力がより健やかに 
作用することを助けます。 


次のことも指摘しておきましょう。断食 
の目的は、体に拷問を加えること、苦労させ 
ることではありません。預言者ムハンマドは 



Prof . Dr . M . Hamidullah , Islam 'a Giri §, p .104. 
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断食する際、サ フール （断食前の食事）の為 
に起きること、 イフタール （断食明けの食 
事）の際には急ぐことを奨励されました。 89 
つまり、断食の本来の意図は、アッラーへの 
しもべとしての務めを果たすこと、自我を鍛 
錬し、篤信に至ること、個人、社会を発展さ 
せ、アツラーが満足される安らぎのある環境 
を生み出すことです。 


3. ザカート、サダカ、施しとその英知 

ザカートは、一定額以上の財産を持つ豊 
かな人たちが、財産の 2. 5パーセントを貧者、 
困窮者、ザカートを集める役人、心がイスラ 
ームに 傾いてきた人、自由を買おうとしてい 
る奴隸たちに、借金がある人に、アツ ラーの 
道で働く人に、道で行き詰っている人に与え 
ることです。（悔悟章第 6 0節） 

家畜や農地からの収獲も、ザカートに入 
ります。それぞれの計算は別々に行います。 
農地からの収獲からのザカ'ートを「オシュル」 

と呼びます。サダカ、施しといった言葉は、時 
に義務であるザカートという意味で使われた 
としても、より多くの場合は義務ではない、 
必要としている人に行われる支援を意味しま 
す。 


89. 


Buhan, Savm, 45; Muslim, Sivam, 48; Tirmizi, Savm, 17/708. 
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ザカートは、豊かな人々がその資本に惑 
わされて増長すること、困窮している人が金 
持ちに対して憎悪や敵意といったマイナスの 
感情に包まれることを防ぎ、社会生活を維持 
します。個人を互いに兄弟としての気持ちや 
愛情で結びつけます。金持ちと貧しい人の間 
の距離を最低限とします。貧しい人の数を無 
と言えるほどに減らし、その為に生じる多く 
の不幸な事件を防ぎます。事実、カリフであ 
ったウマル.ビン • アブドゥルアジズは、ザカー 
卜の徴収員をアフリカ諸国に派遣しました。 
役人は財産を配ることなく戻ってきました。 
なぜなら、ザカートを受け取る人を見つける 
ことができなかったからです。そこでカリフ 
もこのお金で多くの奴隸を買い、解放したの 
でした 。 9 Q 

ザカートは異なる改装にある人々の間に 
かけられ、社会を統一する橋です。この為預 
言者 ムハンマドは、 「ザカートは、イスラー 
ムの橋である」と言われました。 91 

集団において困窮している人々を喜ばせ 
るザカートが、それを与える人に与える利益 
はより大きなものです。実際、「清らかさ、 
純粋さ、増加、恵み」という意味を示すザカー 
卜は、人を一部の心の病気や悪事から清め、 
財産が清められ、豊かさを増すことを助けま 



Bkz. Buti, Fikhu s-sire, Beyrut 1980, p. 434. 
Beyhaki, §uab, III, 20,195; Hey semi, III, 62. 
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す。 92 ザカートのイバーダは、人の、所有した 
いと言う感情、利益を得ようとする感情をも 
鍛錬します。 

ザカートは、資産を持つ者が与えられて 
いる神の恵みに対し、示すべき感謝の顕れで 
す。アッラーは、感謝された場合、恵みを増 
やすこと、恩知らずな態度を取れば、その罰 
は厳しいものであることを教えられていま 
す。 93 


ザカートには、国民の資産を常に動か 
し、役立たせ、豊かにし、市場を活気づか 
せ、取引を勢い付けると言った多くの意味深 
い、経済的効果があります。 

またザカートのおかげでア ッ ラーの道に 
おいて努力をする多くの人に支援がなされ、 
善行が行われるうえで先導となります。学問 
の徒の勉強を助けて、学問や科学の発展の基 
礎を作ります。 


ザカートを受け取ることよりも、ザカー 
卜を与えることがより認められます。預言者 

ムハンマドは、 


「与える手は、受け取る手よりも尊い。 
支援を、あなたがその生計を担っている人々 
から始めなさい。サダカのうち尊いものは、 
必要以上である財産から与えられるものであ 


92. 悔悟章第 103 節 ; サパア章第 39 節 

93. イブラーヒム章第 7 節 
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る。誰であれ、人々に何かを求めないのであ 
れば、アツラーはその人を、誰にも頼らずに 
済むようにされる。誰であれ、足るを知って 
いれば、アツラーはその人を豊かにされる」 
( プハーリー、ザカート 18; ムスリム、ザカート 94-97, 
106, 124) 

この為、より尊い状態に上がりたいと望 
むムスリムは、大きなやる気を持って働き、 
お金を稼ぎ、与える手となるよう努力しま 
す。結果として人は怠惰であること、ぼんや 
りすることから救われ、働き、稼ごうという 
忍耐力を得るのです。 

ザカートが支払われなかった場合、全て 
の効果は逆効果となり、個人と社会に対する 
大きな害が生じます。ザカートを払うという 
形で治療されることのないケチであるという 
病は人をこの世界で苦しめるように、来世で 
も大きな懲罰へと引きずり込むのです。 

預言者ムハンマドは次のように語られて 
います。 



「人に、 アツラーは 財産を与えられ、そ 
の人がザカートを支払わなければ、この財産 
は最後の審判の日に強い毒のある蛇として目 
の前に現れる。頰の上に、（怒りと独の強さ 
を示す）二つの黒い点がある。その日、この 
怒ったへビは財産の持ち主の首に巻きつき、 
(口を閉じる形で）両頰を強く嚙み、『私は 
あなたの（現世でとても愛していた）財産で 
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ある。私はあなたの宝である』という」（プハー 
リー、ザカート3;テイルミズイー、タフシール 3/3012. 
イムラーン 家章， 180) 

預言者ムハンマドは、ザカートが社会に 
おいて重荷のように見なされ始め、時と共に 
完全に軽視されるようになった時、人々の身 
にいく つかの 災いが起こることを伝えておら 
れます。 94 ある時には次のように語られていま 
す。 

「その財産からザカートを支払うことを 
避ける民族は必ず、雨を得ることができなく 
なる。家畜がいなければ、彼らには雨は降ら 

されない」（イブニ.マジャ、フイテン、22、ハーキ 
ム、 IV , 583/8623) 


4. 巡礼とその英知 

巡礼は、財産と健康という点でそれがで 
きる力があるムスリムが、一生に一度、決め 
られた時期に マッカのカーバを 訪問し、一定 
の動作を行うことで実行するイパーダです。 
巡礼では人はイ バー ダ、ドウ ア ー、ジ イク 
ルの鍛錬を受けることになります。あらゆ 
る行為において アッラーを 思い起こし、その 
愛情を心に定着させます。謙虚さ、無である 
という気持ち、忍耐、服従、相互支援、イフ 


94. Tirmizi , Fiten , 38/2210, 2211. 
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ラース、時間と行動における規律、死や最後 
の審判への備え、植物や生物に害を与えない 
こと、誰かについて邪推したりしないことと 
言った素晴らしい徳を身につけます。なぜな 
ら、外見上、あるシンボルを含む巡礼は、実 
際に様々な精神的な訓練を行わせる、色々な 
場所での色々な動きでできています。従って 
皆、そのどれかもしくは複数の面で効果を得 
るのです。 

巡礼は人の心を生命へと方向づけます。 
なぜならこの上質のイパーダは、狩をしない 
こと、狩人に狩を示さないこと、ハエすら殺 
さないこと、緑の葉すら折らないこと、アッ 
ラーの創造物を痛めつけないことといった、 
慈悲、慈愛、愛情の顕現で満たされているの 
です。 

巡礼に行くムスリムは同じ時間と場所に 
おいて集まり、心の一体性のなかにありま 
す。祖国、民族、色、衣装のような概念はそ 
こから取り除かれ、その代わりにイスラーム 
の兄弟愛が生じます。そこでは雇用者も被雇 
用者も、金持ちも貧しい人も、学者も無知な 
人も、皇帝も庶民も一堂に会し、同じ服を着 
て同じ広場の同じ列にいます。ムスリムはそ 
こで、互いの悩みや問題を聞き、遠い兄弟た 
ちのメ ッセージを 送ります。 


❿ 
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ここまで述べてきたものの他にもイバー 
ダは存在し、それぞれに多くの英知や効果が 
存在します。 

イバーダの英知や効果は、ここで述べた 
ものだけではありません。イバーダには、私 
たちが理解していない無数の秘密がありま 
す。その一部は次第に明らかになってきまし 
たが、その残りの大多数は来世で明らかにな 
るでしよう。 

疑いもなく、ムスリムはイバーダを行う 
際、このような現世的で単純な効果について 
考えることはありません。彼らはイパーダ 
を、アッラーの崇高なご満悦の為に行いま 
す。ただし、ここで言及した効果は、アッラ 
一のしもべたちへのもてなしであり、恵みな 
のです。これらを知ること、考えることは、 
人間に格別の喜びを興奮を与えます。 95 


ここまで簡単に言及してきたイバーダを 
見てみるなら、イスラームが人生全体と密接 
していることがわかります。イスラームはあ 
る1日、もしくは一定の時間に封じ込めるこ 


95. 


イバーダの徳については、参照 ：. Osman Nuri Topba§, 
Islam Iman Ibadet, p.192-418 rhttp://www.islamicpublish- 
ing.org/KAYNAKLAR/Dokumanlar/KITAPLAR/english/ 
ingilizce-islam-iman-ibadet.pdf); Prof. Dr. Omer ^elik, Dr. 
Mustafa Oztiirk, Dr. Murat Kaya, Usve-i Hasene, istanbul 
2003, I, 110-221 (www.usveihasene.com); Dr. Murat Kaya, 


Efendimiz ’den 藥 Hayat Olgiileri, istanbul 2008, p. 62-307. 
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とのできる教えではありません。人生を、誕 
生から死まで、さらには死後まで、あらゆる 
側面と共に内包します。ティモシー•ギアノッテ 
ィ博士は次のように語っています。 

「私はイスラームを選んだ時、次のこと 
に気づいていた。この教えは地上のあらゆる 
場所をイバーダの場とすることを目標として 
いる。つまり、日々の忙しさを片隅によけ、 
ァッラーを思い起こす為には、修道院に行く 
必要はないのである。例えば、礼拝はいつで 
も、誰にとっても、ァッラ'一を思い起こす為 
の最も容易で最も現実的な道です 。 (Ahmet Boken 
— Ayhan Eryigit , Yeni Hayatlar , I ,15 — 16) 


c . イスラームにおける禁止事項とその害 


アツラーは ク ルアー ンで、良いもの、清 
潔なものを活用することをしもべたちに合法 
とされ、それらを禁じようとする者を叱責さ 
れています。それから、ご自身が人間の役に 
立つものを禁じられることはなく、有害であ 
るもののみを禁じられたことを示され、次の 
ように語られています。 



「言ってやるがいい。「本当にわたしの主が 
禁じられたことは、 あからさまな、また隠れた淫ら 
な行いや罪、 真理や道義に外れた迫害、またアツ 
ラーが何の権威をも授けられないものを崇拝す 
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ること。またアツラーに就いて、あなたがたが知ら 
なしヽことを語ることである。」（高壁章第 33 節） 

罪とハラーム（禁じられたもの）は、人 
を肉体的、精神的に滅亡へと導く毒の源で 
す。しかしシャイターンと自我は、それらを 
飾り、人々に甘美で素敵なものであると示す 
のです。それに騙された人々は、最後にはそ 
の精神世界を乱してしまいます。しかしハラ 
ール（合法）であるものはより多く、そして 
より有益なのです。なぜなら、あるものがハ 
ラ 1 ームであることに関する強力な宗教的証拠 
がなければ、それはハラールなのです。従つ 
てハラームであり、禁じられたものは例外的 
であり、少数です。同時にイスラームは、近 
似された事柄について、合法な範囲での代替 
策や、より良く、より清いものを示してもい 
ます。しかしなぜか人は、ハラールであるも 
のを放棄し、わずかな数であるハラームに夢 
中になるのです。 

やむを得ない事情、予想外の条件、強 
制、命に係わる危険がある場合、一部の禁止 
事項は一時的に、必要なだけの量で不履行が 
許されます。 96 しかしやむを得ない事情やニー 
ズの判断や評価においては根拠のない個人的 
な考えではなく、法的、客観的尺度が基本と 
されることは疑いもないことでしょう。 


96. 参照雌牛章第173節;食卓章第3, 60節;家畜章第145節;蜜 
蜂章第115節 


❿ 






最後の啓 TT ： 宗教イスラ'—ム 


イス ラームが 定めている禁止事項の目的 
は、個人や社会として人をあらゆる種類の逸脱 
や誤りから守ること、やすらぎの中で生きるこ 
と、アツ ラーの 位階に清らかな額で昇ることを 
確実とすることです。従ってイス ラームの 禁止 
事項は、それが慈悲の教えであることの自然な 
ニーズで あり、その結果であるのです。 

一方でイスラ 1 ームの宗教的信条は、道徳 
的、法的な原則を互いに関連付け、適切な一 
体性と均衡の中で共に提示しています。 

それが示す信条的、道徳的原則は、時に 
は法的な措置によって支えられています。 

イスラームが定めているハラームには、 
私たちが知っている、もしくは知らない多く 
の英知と理由があります。この禁止事項に従 
うことは、まず何よりも、しもべの、アツラ 
一の御前での重要な試練に応えることです。 
一方で、宗教的禁止事項に従うことは、しも 
べに現世的、来世的な多くの効果をもたらし 
ます。アツラーの、人間へのこの点での慈 
悲、慈愛の例として、いくつかのハラームと 
その害について触れてみましょう。 


1. 利子 



対価なく財産を手にするという基本に基 
づく利子は、一見、人々への援助や容易さの 
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ように見えたとしても、現実には困難な状況 
にある人々の策の無さを悪用すること以外に 
益はありません。従って、しもべの権利の大 
きな侵害となるのです。宗教的、道徳的感情 
を消しさり、経済の内部をむしばむ悪性新生 
物なのです。金持ちはさらに力をつけ、貧者 
がさらに困窮する理由となります。これによ 
り、社会の階層においても深い亀裂がはいり 
ます。しかし、有名な経済研究者たちの言葉 
を借りるなら、経済的に最もいい状態である 
社会とは、 インフレ や利子の率が0である社会 
なのです。 

一方で、利子は人工的な価格の上昇をも 
たらし、利他主義、相互支援、相互扶助、愛 
情、慈悲、いたわりといった道徳的感情を弱 
め、自己中心主義、利益主義を高め、お金を 
稼ぎたいという欲をあおるといった多くの害 
があります。 


利子は人を、働いて稼ぐこと、生産に従 
事することから遠ざけます。利子に慣れた人 
々は、農業、工業、貿易といった基本的な稼 
ぎの道を放棄します。お金でお金を稼ぐとい 
う行為が残り、これは生産を減少させる有害 
な状況なのです。 


利子は大きな葛藤や絶え間のない憎悪を 
もたらします。行為の中で、敵意や憎悪をも 
たらすという点で利子ほどのものはありませ 
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ん。利子の最も悪い面は、人がそれに夢中に 
なり、どうにも救われなくなることです。 

利子のおかげで疲れることなくお金を稼 
ぐことは、人の気に入るものではあっても、 
この状態は個人や社会の為にはならないので 
す。さらには長期的には社会の労働一資本の 
関係を乱し、最後には利子を稼ぐ人にとって 
もよくない方向に進むのです。 

ク ルアー ンでは、 アツラーと 預言者 ムハ 
ンマドは、利子に関わる人との戦いを宣告す 
ることが告げられています。 97 別の章句では次 
のように語られています。 

「利息を貪る者は、悪魔にとりつかれて倒れ 
たものがするような起き方しか出来ないであろ 
う」 （雌牛章第275節） 

預言者ムハンマドは、利益のうち最も災 
い深いものは、利子によって獲得された財産 
であると告げておられます。 98 預言者ムハンマ 
ドは、ウンマをこの大きな罪から遠ざける為 
に、利子を取る人、取らせる人、利子の処理 
を行う担当者やこの種の契約の承認に呪いの 

雌牛章第 278-279 節預言者ムハンマドは、アツラー 
が戦いを宣言されるもう一つの項目についても言及さ 
れている。それは、アツラーの友と敵対することであ 
る。 (Buhari, Rikak, 38) これ以外の反抗や罪に対しては 
これほど厳しく威嚇はされていない。 
lbn-i Ebi §eybe, VII,106/34552; Vakidi, III, 1016; ; Ibn-i 
Kesir, Bidaye, V,13-14. 
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言葉を放たれ、罪という観点からは皆が同等 
であることを告げられています。 99 

預言者ムハンマドが利子を支える者皆を 
呪われたことは、 イスラーム 社会において 利 
子はその立場が認められないこと、誰もそれ 
に接触してはいけないことを最も明白な形で 
説き、あらゆる悪や害の扉を閉じる為でし 
た0 


利子は全ての教えが禁じている罪です。 
なぜならその害は明らかであるからです。ク 
ルアーンではこれがユダヤ教徒に対しても禁 
じられていることが語られています。 ■ 

今日、利子を伴わない経済は不可能であ 
る、と考えることは過ちです。利子を伴わな 
い経済はもちろん、可能なのです。実際、こ 
れに成功している社会も存在します。イスラ 
ームは利子を厳しく禁じ、その代わりに共同 
経営という手段で財産を動かし、増やすこと 
を奨励しています。なぜならこの手段は皆に 
効果をもたらすからです。一方で、その力に 
応じてアツラーの為に人にお金を貸すことも奨 
励され、困難な状態である人に貸されたお金 
がサダカよりもより尊いとされています。ま 
た一方で、ザカートとサダカをも命じ、社会 
に経済的な安定と均衡を与えているのです。 


99. Muslim, Musakat, 105-106. Aynca bkz. Buhari, Biiyfl’ ， 24,25, 
113; Ebu Davud, Biiyu, 4/3333; Tirmizi, Biiyu , , 2/1206; Ibn-i 
Mace, Ticarat, 58. 

100. 婦人章第 160-161 節 
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2. 酒と麻薬 


アルコール 飲料と麻薬は、人の本質に完 
全にそぐわない、有害な物質です。本来、人 
は穏やかで、覚醒しているはずです。我を失 
った状態、無気力、怠慢と言った状態である 
ことは認められません。覚醒している状態を 
放棄することの結果はたいてい、異常な状態 
に陥ることとなります。だから酒と麻薬をご 
く普通のものとして取り入れている人は、異 
常な状態に陥ることを避けられないのです。 

酒は個人、社会双方にとって大きな害の 
要因です。飲酒は知性の力に害を与えます。 
しかし現世と来世でのあらゆることは、知性 
によって実現するのです。知性を失うと人 
は、思ってもみなかったような過ちを犯しま 
す。エチルアルコールの中に火花が散るとす 
ぐに炎があがるように、アルコールに依存し 
ている脳や心の中に悪事の炎を燃やさせるこ 
とも、同じくらい容易なことなのです。 



飲酒、賭博、運試しのように人間に肉体 
的、精神的な酩酊状態を与えるものは、人間 
の永遠の敵であるシャイタ'ーンの手にある最 
も効果的な武器です。シャイターンは、飲酒 
や賭博という手段で人々の間に敵意、憎悪を 
差し込み、彼らを互いに争わせます。人々を 
アツラーのズィクル、 礼拝、イ バー ダから遠 
ざけ、来世を劣悪な状態にします。賭博で巻 
けた側は、勝つという希望で何度も何度も賭 
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博をしようとし、個人的、社会的な不穏さが 
そこに生じます。占いをするということでア 
ツラー以外の誰も知ることのできない幽玄界 
について知らせをもたらし、不運な人々をだ 
まし、最も尊い恵みの 一つで ある知性を無効 
という状態にします。要するにこれらの悪い 
習慣は、人の現世と来世双方を駄目にしてし 
まいます。だから、二つの世界で困窮した状 
態となることから救われる道は、アツラーが 
禁じられた罪を放棄することなのです。（食卓 
章第 9 0— 9 1節） 

ロシア人のラチンスキー教授は、次のよう 
な教訓を含んだ言葉を語っています。 


「シャイターンは瓶の中で待つ。そして 
アルコール依存症である人の手にあるもの全 
てを奪う。さらに、彼の最後のシャツ、懐に 
している子供の為の最後の一口の食糧すら奪 
う。その他、瓶の中のシャイターンは、自ら 
への奴隸とした人間や家族の健康、名誉、良 
心、喜び、至福、やすらぎ、幸福をも奪う。 
人々の労働意欲が奪われるように、利益を 
得ることもできなくなる。アルコール、酒の 
生産の為にどれほどの労力が無駄にされてい 
るかを考えてほしい。これほど多くの種類の 
酒が造られるために、どれほどの食べ物、飲 


み物、そして労力が無駄にされているかをよ 


く計算してみてほしい。もし、人々がアルコ 
ールの沼に不注意にも投げ込んだ何十万キロ 
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ものパン、プラム、イチジタ、ブドウが集め 
られれば、決して世界では飢えなどなく、ま 
た食料価格の上昇もなかっただろう。人々だ 
けではなく、家畜ですら、おなか一杯に食べ 
ることのできる各種の食糧があったことだろ 
ぅ0 


瓶の中のシャイターンの予算が正確には 
どれほどのものか、わからない。シャイター 
ンに従う者は、利用した酒の税を、支払うベ 
き時に支払う。しかしその同じ人は、他の人 
々に払うべき借金を支払わない。シャイタ 
ーンは自らの取り分を常に、不足なく確保 
する。もしこの人々に支払うべきお金がなか 
つたとしても、盗むか、殺すか、自分や家族 
の誉れ、貞潔さを売るなどすらして、何とし 
てでもシャイターンへの税を必ず払うのであ 
る。 



アルコールのせいで 何千もの、尊く選ば 
れた人々がその人生を駄目にしてきた。この 
人々は手にしていた価値を全て失った。酒、 
アルコールは 何十万もの偉大な人々の健康を 
損なってきた。沼の上にしっかりした、大き 
な建物を建てることができないように、アル 
コール や酩酊状態のある民族の中で持続的な 
秩序を保ち、やすらいだ暮らしを確立するこ 
とも不可能である。従って改善活動において 
まずは全ての人々をこの恐ろしい状態から目 
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覚めさせ、覚醒させることから始めるべきで 
ある」 101 

世界保健機構の30か国を対象とした最新 
の調査報告書によるなら、殺人事件の85パー 
セント（そのうちの60〜70パーセントは家庭 
内で起こっています）、暴行の50パーセン 
卜、暴力事件の50パーセント、配偶者への暴 
力の70パーセント、仕事に行かない者の60パ 
ーセント、精神病の40〜50パーセントはアル 
コールが理由となっています。アルコール依 
存症患者から生まれた子供たちの知的な問題 
の確率は90パーセント近いです。依存症の女 
性が障害のある子供を持つリスタは35パーセ 
ントに上ります。なぜならアルコールは、子 
宮での成長や産後の発達を妨げ、子供に知能 
の遅れ、低身長、行動の異常などをもたらし 
ます。依存症の人々の子供たちは、常に衝突 
や暴力のある家庭環境で暮らす為、精神的な 
苦痛や行動の異常が増えるリスクが非常に高 
いのです。従ってこの子供たちの多くは、学 
校や生活で成功することができないのです。 1 。 2 

英国政府の公式レポートによれば、アル 
コール消費の為に発生する喧嘩、障害、病気 
の費用その他の状況により、イギリス経済に 

101. Grigory Petrov, ideal Ogretmen, Istanbul 2005, p . 48-52. 

102. Musa Tosun, “i?ki’’ 項 .， Diyanet Islam Ansiklopedisi, XXI, 
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与えている負担は毎年200億スターリン (300 
億ドル）程度になります。 1 。 3 

預言者ムハンマドは、次のように語られ 
ています。 


「決して酒を飲んではいけない。なぜな 
らそれは全ての悪や災いの鍵である」（イブ 

ン • マジヤ、アシユリパ、 1) 

「量が多い場合に人を酩酊させるもの 
は、それがわずかである場合も、ハ ラームで 
ある」 （アブー.ダーウード、アシュリバ、 5/3681、 テ 
イルミズイー、アシュリバ 3/1865) 

この為、「酔っばらわない程度に飲むなら 
問題はない」という人々に騙されてはいけま 
せん。基準は非常に明白です。何かが、その 
量が多い場合に酩酊させるのであれば、それ 
が 少量であったとしても ハラームな のです。 
イス ラームは罪へ と向かう道を完全に閉ざ 
し、悪事を最良の形で防ぐことを求めます。 
生活の実態にそぐわなレヽ論理的な解決策を延 
ベることはないのです。禁止事項は、抑止力 
を持っ為に大きな英知を持ち、それらを守ら 
ない者にも最も適切な 罰が 与えられます。こ 
の状況は、イス ラームが 人々にいかに重きを 
おいてい るか、人々を無限の慈悲や慈愛で包 
んでいるかを示します。 



103. The Guardian , Saturday March 27 2004, “Sobering thoughts 
about a claim”，Sean COUGHAN . 
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3. 姦通 

姦通は、以前から人の知性、道徳、法律 
上の秩序や、全ての啓示宗教が完全に誤っ 
た、醜悪なことであると見なしている行為で 
す。姦通は血筋の混乱、家庭の崩壊、親族、 
隣人、友人といった結びつきを壊し、社会 
の精神的、道徳的価値が根本的に揺らぐ原因 
となります。人を、肉体的な快楽のとりこと 
し、尊厳や誉れを踏みにじります。 

売春は、女性の取引の広まり、女性が生 
計の手段として利用されること、女性を扱う 
ブローカーの 出現をもたらします。女性とし 
て、母親としての誉れや尊厳が踏みにじられ 
ます。 


また一方で、姦通は健康にとっても非常 
に多くの害を持ちます。姦通の沼に落ちた人 
には、梅毒、淋病のような伝染する多くの病 
気が見られます。今日、医学的に治療法が見 
つけられていない致死的な病、エイズは、多 
くの場合姦通にとって広まります。 


しもべを深く愛されるアッラーは、彼ら 
がこのような醜い状態に陥ることを決して望 
まれません。その為、姦通するどころか、そ 
ばに寄ることすら禁止されているのです。ク 
ルアーンでは次のように語られています。 


「また公けでも隠れていても、醜い事に近付 


いてはならない」（家畜章第151節) 
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「私通（の危険）に近付いてはならない。そ 
れは醜行である。憎むべき道である」（夜の旅章第 
32節) 


つまり、姦通の基盤を形成するような道 
や機会に近づかないことが必要なのです。預 
言者ムハンマドは、不要なまなざしが心にと 
つていかに有害であるかを次のように語られ 
ています。 

「ハラームを 見ることは、イブ リースの 
毒の矢の 一つで ある。誰であれ、 アツラーへ 
の畏怖の為にそれを放棄すれば、 アツラー 
は彼に、心で その 優美さを感じられる信仰 
を 与えられる」 （ハーキム、 IV , 349/7875、 ヘイセ 
ミ、 VIII , 63) 



この為イスラームは、まず男性と女性 
に、イスラームが定めている形で体を覆うこ 
と、互いを扇動するような行動を避けるこ 
と、他人である男性と女性が二人だけでいな 
いこと、集団においてオープンすぎる服装で 
あったり、猥褻であったりすることを防ぐと 
いった第1段階における予防措置を取っていま 
す。人々を扇動するような言葉、まなざし、 
緊密な関係が、姦通の為の準備となる行為と 
して批判されていることも、その為です。イ 
スラームはそれだけではなく、家族や地域 
に、子供たちをしつけ、結婚年齢をやむを得 
ない理由がないのに遅らせないこと、結婚を 
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容易にすること、社会において宗教的、道徳 
的価値を維持するといった役割を与えます。 

ここから理解されるように、イスラーム 
の目的は罪に対して罰を与えることではな 
く、社会で犯罪が起こることを防ぎ、人々が 
安全と安らぎの中で生きることを可能とする 
ことなのです。実際イスラームでは、歴史を 
通して、姦通に対する罰は非常にまれに見ら 
れるものです。 

一方でアツラーは、罪人に現世的な災い 
を与えることで彼らに警告され、大きな被害 
や永遠の懲罰から守ることを望まれます。赛 
通を行う者にもいくつかの災いを与えられま 
す。預言者ムハンマドはこのことを、次のよ 
うに語られています。 

「ある民族の中で姦通や売春が生じ、結 
果としてその民族がこの罪を公然と行うよう 
になると、必ずそこにペスト病や、過去の民 
族には見られなかった他の病が広まる」（ィブ 
二 • マジヤ、フイテン 22 、ハーキム、 IV, 583/8623) 


この世界でこれほど有害である姦通は、 
来世では人を恥辱にまみれさせ、恐ろしい罰 
へと引きずり込むのです。預言者ムハンマド 
は次のように語られています。 


「ある夜、夢で、二人（ジブラーイール 
とミカーイール）が来て、私を起こし、『さ 
あ、行きましょう』といった。私は彼らと共 
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に言った。窯のようなもののところに来た。 
そこは、何を言っているのかわからない叫 
び、悲鳴が互いに混じり合っていた中にはた 
くさんの裸の男女がいることがわかった。彼 
らの下から炎が上がるたびに彼らは叫び、悲 
鳴を上げていた。天使たちに、彼らが誰であ 
るのかを尋ねた。 

『姦通と行った男性、女性です』と彼ら 

は応えた」（ブハーリー、タービル 48 、ジャナーイ 
ズ、 93 、テイルミズイー、ルヤー 、 10 . 2295) 

ホモセクシュア リー、レズ ビアンといったこ 
の上なく醜い行為も、姦通と同じように大き 
な罪と見なされています。これらがいかに醜 
悪で有害であるかは、正しい理性を持つ人な 
ら理解するでしょう。 

ここで挙げた罪の他、イスラームは、人 
を殺すこと、魔法を使うこと、姦通という中 
傷を行うこと、両親に従わないこと、孤児の 
財産を横領すること、敵と戦う時に前線から 
逃亡すること、卩虚をつくこと、迫害するこ 
と、裏切ること、本人がいないところでその 
人が気に入らない形で話すこと（陰口）、中 
傷すること、窃盗を行うことといった、人間 
に多くの観点から有害である大きな罪をも、 
厳しく禁じています。 1 。 4 


104. 


Buhari, §ehadat, 10; Vasaya, 23; Muslim, Birr, 55, 56; Ebu 
Davud, Edeb, 35/4875; Ahmed, III, 154, 135 . 詳細につい 
ては参照： Dr. Murat Kaya, Efendimiz 'den Hayat Olgiileri, 
istanbul 2007, p . 308-458. 
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D . イスラームにおける環境、清潔さ、水 

1. 環境 

アツラーは私たちの周囲にある全てを人 
の為に役立てられることを伝えられていま 
す。その感謝を正しく行う為に、環境に対し 
て信託、責任という意識で接することが必要 
です。周辺環境が大事にされないこと、破 
壊、浪費されることは、その害が最後は私た 
ちに戻ってくる、恩知らずな行為なのです。 
アツラーは次のように語られています。 

「人間の手が稼いだことのために、陸に海に 
荒廃がもう現われている。これは（アツラーが)、か 
れらの行ったことの一部を味わわせかれらを（悪 
から）戻らせるためである」（ビザンチン章第 4 1節） 

アツラーはそれ以前に、「かれは天を高く 
掲げ、秤を設けられた。あなたがたが秤を不正に 
用いないためである」（慈悲あまねくお方章第 
7 — 8節） 105 と命じられていました。しかし人 
々はそれを聞かず、その害を§らが受けてい 
るのです。 


ムスリムは心のやすらぎや美しさを自然 
にも反映させ、人々に、動物に、植物に、さ 
らには無生物にたいしても、良く振る舞いま 
す。どの存在であれ傷つけないよう、注意し 
ます。預言者ムハンマドは、そのそばを、遺 
体が運ばれていった時、 


105. 慈悲あまねくお方章第 7-8 節 
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「彼は楽になった、もしくは、自らから 
救われた」と言われました。 サハーバたち 
は、 


「アツラーの 使徒よ、彼は楽になった、 
もしくは、自らから救われたという表現から 
意図されることは何でしようか」と尋ねまし 
た。 アツラーの 使徒は、 

「信者であるしもべは死んだ時、この世 
界の疲労や苦しみから楽になり、アツラーの 
慈悲に至る。罪を犯し、悪い人が死んだ時に 
は、人々、町、木々、動物がその災いから救 
われ、楽になる」と言われました。 （ブハーリ 
一、リカーク、42、ナサーイ、ジヤナーイズ、48、アフ 
マド、 V ，296, 302, 304) 

つまり、無生物と考えている被造物にす 
ら、意識はあるのです。この証拠は、次の伝 
承です。 

アブドウラー•ビン•メスードは次のように語 
っています。 

「ある山が、別の山に呼びかけ、『今 
日、あなたに、アツラーを祈念する人が寄り 
ましたか』と尋ねる。もし、『はい、寄りま 
した」と答えれば、それにとても喜ぶ』 



この 出来事を イブ ニ.マス ー ドから伝承 
したアヴン•ビン.アブドウラーは、次のように 
加えています。 
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「山は、悪い言葉だけ聞いて、良い言葉 
を聞かないだろうか？彼らも、尊い、素晴ら 
しい言葉をもっと良い、大きな意欲を持って 
聞く。 

ク ルアーン では、山が悪い言葉を聞いて 
いることを、次のように伝えている。 

「またかれらは言う。「慈悲深き御方は子を 
設けられる。」確かにあなたがたは、酷いことを言 
うものである。天は裂けようとし、地は割れて切々 
になり、 山々は崩れ落ちよう。 それはかれらが、慈 
悲深き御方に対し、（ありもしない）子の名を（執 
り成すものとして）唱えたためである。子を設けら 
れることは、慈悲深き御方にはありえない。天と地 
において、慈悲深き御方のしもべとして、罷り出な 
い者は唯の1人もないのである」 （マリヤム章第 
88 — 93節）」 


だから人は、あらゆる場所で、あらゆる 
場合に、不快にさせるような言葉や態度を真 
剣に避けるべきです。暮らしている都市、 
町、村の畑、水、空気、景色を汚すこと、ご 
みや汚いものを捨てることは人間としての誉 
れや尊厳にふさわしくない行為です。私た 
ち自身、そして他者について考えないことで 
す。しかしムスリムは、汚した場所に他者が 
不快感を抱くこと、自然の美しさが損なわれ 
ることを考えます。食べられる種やヘーゼル 
ナッツやピーナッツの殼、瓶、缶、紙、包装 
紙など、町を汚すものを通りや裏通り、ピク 
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ニックの場所などに投げないこと、人々、さ 
らには動物を不快にする行為を避けること 
が、信者であり、完全さに到達する為の条件 
であると認めています。なぜなら預言者ムハ 
ンマドは、人々に苦痛を与え、通行時に妨げ 
になる枝、とげを取り除くことが、信仰の一 
端であるとされ、 ■ 人々に苦痛を与える者を 
アツラーが愛されないことを伝えられていま 
す0 


ムアズ•ビン•アナスは次のように語ってい 
ます。 

「私はァッラーの使徒と共に遠征に出 
た。兵士たちが宿泊場所を窮屈とし、道の妨 
げとなっていた。そこで預言者ムハンマドは 
使者を送り、兵士たちに次のような呼びかけ 
を行わせられた。 

『誰であれ、どこかの場を窮屈にし、道 
で邪魔となるのなら（あるいは、信者に苦痛 
を与えるのなら）その人の聖戦はない』」（ァ 
プー.ダーウード、ジハード、 88/2629；アフマド， III ， 
441) 

預言者ムハンマドはここで、不要に場所 
や道を窮屈にすること、どのような形であれ 
ァッラーのしもべたちに苦痛を与えることが 
いかに大きな過ちであるかを示され、このよ 
うな振る舞いが善行を失わせることを示され 
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ています。この観点から、適当に道にごみを 
投げること、痰をはくこと、駐車すること、 
人々の通行を困難にするものを置くこととい 
った各種の苦痛を与える行為は、避けるべき 
なのです。預言者ムハンマドは別のハディー 
スでも次のように語っておられます。 

「道で礼拝をすること、そこに血を流す 
ことを避けなさい。なぜならそこは、へビや 
獰猛な動物が通る場所である。道の途中でウ 
ドゥーを無効にすることも避けなさい。なぜ 
ならこの種の行為は人の呪いを招く下品なも 
ので ある」（アフマド、 III ， 305； 381) 

「人に呪われることになる、3つの行為を 
避けなさい。泉で、道の真ん中で、そして人 
が陰に入って涼んでいるところでウドゥーを 
無効にしてはいけない」 （アブー■ダーゥード、夕 
ハーラ、14/26；イブニ•マジャ、タハーラ、 21) 

預言者ムハンマドのこの素晴らしいしつ 
けからは、ただ人間ではなく、自然界の全体 
を見て、大きな均衡が守られていること、周 
辺の環境や野生の生命すら、深い細やかさ、 
注意深さで守られていることが読み取れま 
す0 


ムスリムは、人々以外に動物にも不快さ 
を与えず、さらにはアッラーの被造物として 
それらに奉仕をしてきました。有名なフラン 
スの著作家モンターニュは、「ムスリムである 
トルコ 人が、動物の為にワクフ（宗教寄進財 
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団）や病院」を建てたと表現しています。 17 
世紀に、 オスマン 朝の国を旅行した フランス 
人の弁護士グエルは、 ダマスカスで 病気にな 
った猫や犬の治療の為の病院があると言及し 
ています。この種のワクフについて、シバイ 
教授も次のような情報を示しています。 

「古いワクフの伝統では、病気の動物の 
治療や放牧の為の場所があった。「緑の草 
原」（現在、ダマスカスの町のスタジアムと 
して使用されている場所）では、労働力を失 
い、持ち主からエサや世話を与えられなくな 
った哀れな動物たちの放牧の為にワクフに寄 
進されていた場所だった。 この 動物たちは 死 
ぬまで そこで 放牧されていた。 ダマスカスの 
ワクフの中には、猫が食べ、眠り、歩き回る 
ことので きる場所もあった。何百もの猫が、 
毎日の餌の苦労をすることなく、ここで過ご 
していた」 


生命にこれほどの価値を与えるイスラー 
ムは、自然と共に木や緑の環境にも非常に重 
きを おいてい ます。預言者 ムハンマドは、 次 
のように語られています。 



「最後の審判が起ころうとしていても、 
あなた方の誰かの手に苗木があれば、世界が 
終わる前にそれを植えられるのなら、すぐに 
植えなさい」 （ァフマド、 III ，191, 183) 
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サ ハーバの うち、有力者の 一人で あるァ 
ブー.ダルダはダマスカスで木を植えていま 
した。そばにある人が近づき、 


「あなたは預言者さまの親友であるの 
に、植樹に従事しているのですか」と言い、 
その状態に対しての驚きを示しました。アブ 
一.ダルダはその人に、次のように答えまし 
た0 


「待ちなさい、私についてそんなに簡単 
に判断を下してはいけない。私は預言者ムハ 
ンマドがこうおっしやるのを聞いたのだ。『 
誰かが木を植え、その木の果実で人もしくは 
アツラーが創造された物のうちいずれかの存 
在がそれを食べるなら、その木を植えた人に 
とってサダカとなる』」 （アフマド、 VI , 444) 

また預言者ムハンマドは、次のように語 
られています。 

「誰であれ、シドラの木を、その必要も 
ないのに切り倒すなら、 アツ ラーはその頭を 
地獄へと届かせる」 （アブー•ダーウード、アーダ 
ーブ、 158-159/5239) 


「その観察者である天使が、翼によって 
守っていない植物など、地上にはない。この 
状態は、植物が収穫されられるまで続く。誰 
であれ、この植物を踏みっぶせば、その天使 
が彼を呪つ 」 (Ali el - Muttakl , Kenz , III , 905/9122) 






最後の啓 TT ： 宗教イスラ'—ム 


預言者 ムハンマドは、 マッカと並び、マ 
ディーナとターイフ地区も禁じられた地域をさ 
れ、そこで木を切ること、植物の覆いを壊す 
こと、 m をすることを禁じられました。 iot そ 
して次のように語られています。 

「アッラーの使徒の木立がそこにある木 
々は 棒で打たれない。切られることもない。 
しかしやむを得ない場合に動物のエサの為に 
するため、軽く、そっと揺らし、葉を落とす 
ことはできる」（アブー•ダーウード、巡礼、95- 
96/2039) 

また、ハーリセ族の牧草地に ついて、 

「誰であれ、ここで木を切るなら、必ず 
その代りに木を植えなさい」と言われていま 
す。 108 


アブ ー. ドウシュム.アル-ジュ ヘニーは その 
祖父から、次のように伝承しています。 


「預言者ムハンマドは、動物たちに食べ 
させる為に、手にしていた棒で木の枝を打 


ち、その葉を落そうとしている遊牧民を目に 
された。そばにいる者に、 



107. Ebu Davud , Menasik , 96; M . Hamidullah , Islam Pevgamberi , 
istanbul 2003, I , 500; a . mlf ., el - Vesaik , Beyrut 1969, s . 236- 
238, 240; Ali Riza Temel , “ islam’a Gore insan ^evre ili § kisi ”， 
insan ve Qevre , s . 77. 

108. Belazuri , Fiituhu l - biildan , Beyrut 1987, s .17; ibrahim Canan , 
Islam ve Qevre Saghgi , Istanbul 1987, s . 59-60. 
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『あの遊牧民を私のところに連れて来な 
さい。ただ、優しく振る舞いなさい、彼を怖 
がらせてはいけない』と言われた。遊牧民が 
連れて来られると、 

『遊牧民よ、優しく、そっと揺らして葉 
を落としなさい。打ち、枝を折りながらでは 
いけない』と言われた。私は遊牧民の頭の上 
に落ちていた葉を、いまだにこの目で見て 
いるかのようだ」 ( ibnii "1- Eslr , Usdti ' 1- Gabe , 

Beyrut 1417, VI , 378) 

このように預言者ムハンマドは、あらゆ 
る機会に環境を守ること、美化することを勧 
められ、あらゆる被造物に対し敬意を持ち、 
徳を備えた集団を育成されたのです。 

最初のカリフであるアブー • バクルは、遠 
征に出た時に準備した軍に行った次の呼びか 
けは、その証言の一つです。 


「裏切り行為を行ってはいけない、戦利 
品において背信行為を行ってはいけない。迫 
害を行ってはいけない。耳や鼻を削ぐような 
拷問をしてはいけない。子供たち、老人、女 
性を殺してはいけない。ナツメヤシの木を根 
こそぎにしてはいけない。燃やしてもいけな 
い。実のついている木を切ってはいけない。 


羊、牛、ラクダを（あなた方が食べるもの以 


外）殺してはいけない。修道院にこもって崇 
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拝行為を行っている人々がいれば、彼らの妨 
げをしてはいけない」 109 


ムスリムのこの細やかさを目にしたコムテ 
デ■ボンヌヴァルは驚き、 

「オスマンの 国では、暑さで乾燥しない 
ように、実をつけない木にすら、毎日水やり 
をする為の職員の賃金をワクフ化するほど行 
き過ぎている （ ！ ） トルコ人すら、目にする 
ことができる」と書いています。 


2. 清潔さ 

イスラームは、物質的、精神的なあらゆ 
る種類の清潔さを奨励し、これらをどのよう 
に行うかを教えています。クルアーンでは、 

「アツラーは、悔悟して不断に（かれに）帰る 
者を愛でられ、また純潔の者を愛される」（雌牛 
章第222節）とされています。 

預言者ムハンマドは、 

「アツラーは清らかであられる。清らかさを 
愛される」と言われています。 （ティルミズ ィ 
一、アーダーブ、 41/2799) 

預言者ムハンマドは、生涯を通して清潔 
さのあらゆるものに非常に注意を払っていた 


109. 


Beyhaki, es-Sunenu'l-kiibrd, IX, 85; Ali el-Miittaki, Kenz, no: 
3026 8; ibnii’l-Esir ， el-Kamil, Beyrut 1987, II, 200. 






信条、イノく'ーダ、行為- 

ことが知られています。例えば、モスクや客 
として招かれた場所に行く時、集団の前に出 
る時、清潔で立派な服を着ること、良い香り 
をつ けること、 タマ ネギ、 ニンニクの ような 
他者を不快にする可能性のあるものを食べな 
いことにこの上なく注意を払われました。 

イスラームは、 タ ハーラ （清浄さ）、 ナ 
ザーファ（清め）、そして細やかさの上に築 
かれた秩序をもたらしました。預言者ムハン 
マドは、 「清潔さは信仰の半分である」と言 
われました。 110 ハ ディース や法に関する書物 
のほとんどすべては、清潔さの項目から始ま 
ります。 

イスラームにおいては 基本的な原則と し 
て、 体や場所の清浄が行われな レヽ 状態では、 
いく つかの イバーダが有効とは見なされませ 
ん。その関わりで、例えばトイレでの作法に 
大きな重きがおかれ、 ムスリムは 服を汚物で 
汚すことなく、適切な形で排泄行為を行うよ 
う命じられて います。 預言者 ムハンマドは、 

「墓場での罰の多くは、汚物をあるべき 
形で避けなかったことから生じている」 * 111 と 
言われ、ウンマがこの点で注意深く振る舞う 
ことを求められました。 

イスラームは、日に少なくとも5回、手、 

口、 鼻、頭、耳、首、足といった、汚れや最 

110. Muslim , Taharet 1. 

111. ibn-i Mace , Taharet , 
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近にいつでも接触する器官を洗うこと、清潔 
にすること（ウドウー）を命じています。預言 
者ムハンマドは、 


「天国の鍵は礼拝であり、礼拝の鍵は清 
潔さである」と言われています。 112 これによ 
ってイスラームは、全ての人が必ず行うべき 
清浄を、ィバーダという特性で包み、人が清 
浄を行う際に同時にィバーダを行ったことに 
なることを確保しています。 

預言者ムハンマドが重きをおいて集中し 
ておられたもう一つの点が、口の清潔さで 
す。その為、預言者ムハンマドは様々な時 
間、特にウドウーを行う直前にミスワークを 
用いることを奨励されました。 113 ムスリムが 
食前、食後に手を洗い、食事を清潔さにょっ 
て恵み豊かなものとすることを求められまし 
た。 114 


また一方で、人間の本質の要するところ 
として割礼を行うこと、陰毛を剃ること、爪 
を切ること、わきの下を清潔にすること、髭 
を短くすることも、預言者ムハンマドが教え 
られた清潔さと道徳の基本です。 115 

預言者ムハンマドは、その服の清潔さに 
非常に注意を払われたように、配置や秩序に 


112. Ahmed , III , 340. 

113. Buhari , Cuma , 8; Temenni , 9; Savm , 27; Muslim , Taharet , 42. 



114. 

115. 


参照：. Tirmizi , EtHme , 39/1846. 
Buhari , Libas , 63-64. 
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も同じくらい注意を払っておられました。そ 
のことを証言する人々の一人であるアブー•ク 
ルサファは次のように語っています。 

「私と母、伯母は預言者ムハンマドに誓 
いを行う為にそのおそばに言った。預言者ム 
ハンマドのそばから離れた時、母と伯母は、 

『わが子よ、このお方のような人を見たこと 
はありません!顔が彼よりも美しぐ服がより清潔 
で、言葉がより優しい人を私たちは知りません。 
神聖なあのお口から光が放たれるようでした』 
( Heyseml , VIII , 279-280) 

預言者ムハンマドがモスクにいる時に、 
そのそばに髪やひげがもつれあったような人 
が現われました。預言者ムハンマドはその手 
で、彼に髪やひげを治すように示されまし 
た。 116 

預言者ムハンマドは、服に不快になるよ 
うな匂いがあることを好まれませんでした。 
ある時、着た服に汗や羊毛の匂いを感じ、そ 
れを脱がれました。このことを私たちに教え 
る聖アー- r シャは、預言者ムハンマドが芳香を 
好まれたことを伝えています。 117 

伝承によると、 

「アツラーの使徒は、夜、その良い香りで認 
識された」 （ダ'ーリミ 1 一、ムヵッディマ、 10) 

116. Muvatta \ § aar , 7; Beyhaki , § uab , V , 225 

117. Ebu Davud , Libas ,19/4074. 
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サハーバは、自分の仕事を自分で行う人 
々でした。彼らは、金曜礼拝の時間まで仕事 
場で働き、金曜礼拝の時間が近づくと仕事を 
やめて礼拝に来ていました。その為、彼らの 
体からはかなり匂いがしていました。それに 
対し預言者ムハンマドは、 

「あなた方が金曜日に入浴することがで 
きれば」と言われました。 （プハーリー，金曜礼拝 
16，魔術'15;ムスリム、金曜礼拝 6) 

ムスリムは、祖国のあらゆる街角で各種 
の食事場や水道、泉を建設しました。清潔さ 
が不十分とはならないよう、村々に至るま 
で、あらゆる場所に公衆浴場が造られまし 
た。ムスリムの家は非常に清潔です。靴のま 
まで室内に入ることはありません。あらゆる 
場所が、礼拝を行うことができるほどにきれ 
いなのです。家の中で動物を飼うこともあり 
ません。さらには、家には鳥ですら入れませ 
ん。有力な学者であるサハーバのアブドウッラ 
一•ビン. マス 1 —ドやその他のイスラ' ー ムの偉 
人たちは、家を毎日掃除することを命じてい 
ました。この為、家々にはわらの切れ端すら 
ありませんでした。 （イプニ•アビ ■ シャイバ V , 
264/25921-2) 

M . ドウ.テヴノは、ムスリム社会の清潔 
さ、清浄について次のように語っています。 



「トルコ人は健康に生き、余り病気にな 
らない。私たちの国にある腎疾患や多くの危 
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険な病気が彼らにはない。その名すら彼らは 
知らない。トルコ人のこの完全な健康の理由 
の 一つは しばしば体を洗うことと、飲食の際 
の節度である。彼らはかなり少なく食べる。 
食べているものも、キリスト教徒のように色 
々と混じり合ったものではない」 118 

預言者ムハンマドは、人々が行き来する 
道、陰で休んでいる場所、木陰、壁際、人々 
が休む為に座っている場所を汚すことを絶対 
的に禁じられました。 119 アブー•ムーサー • ア 
ル-アシャリーは、バスラに知事としてきた時 
に次のように語っています。 

「私をあなたがたのもとに、ウマル•ビ 
ン•ハッタブが派遣しました。あなた方に、 

ク ルアーンとスン ナを教え、そしてあなた方 
の道の掃除をしまし よう」（ダーリミー、ムヵッデ 
イマ46/566,イブニ•アビ.シャイバ V ， 264/25923) 

預言者ムハンマドは家畜の世話や清潔さ 
についても奨励を行われ、特に羊やャギの汚 
れやほこりを清めるよう求められました。（へ 
イセミ IV , 66-67) 

イスラームは、イバーダの場の清潔さに 
特別な重要性をおいています。ジャービルは次 
のように語っています。 


118. 

119. 


M . De Thevenot , Relation d un Vogaye Fait au Levant ， Pans , 
1665, p . 58. 

Ebu Davud , Taharet , 14/26; ibn-i Mace , Taharet , 21; Ahmed , I , 


299; III , 305; 381; Hakim , I , 273/594. 
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「ある時、預言者ムハンマドはモスク 
に、私たちを訪問された。その手に、イブ 
ヌ.ターブとして知られるナツメヤシの木の 
一本の枝があった。モスクで、キブラの方に唾 
が吐かれていることを目にされ、それを手にした 
枝で拭かれた。それから私たちに向かい、『 
私にサフランをください』と言われた。若者 
が立ち上がって全力で家に走り、サフランの香 
水を持ってきた。預言者ムハンマドはそれを 
枝の先に塗られた。そしてそれで、唾の痕跡 
を消された。モスクにこの香りをつけること 
は、ここに由来する」 （ムスリム，ズフド，7 4 ; メサ 
ージド，52;ベイハキ、キュブラ， I , 255) 


3.水 

周辺環境の美化や清浄の実現の為に最も 
必要な媒介が、水です。さらには、生命の維 
持は水にかかっているのです。なぜなら水は 
生命であり、全ての生命体の基本は水である 
からです。 


ク ルアー ンでは、 


「アツラーは全ての生物を水から創造され 
た」（御光章第 45 節、預言者章第 3 〇節）とされてい 



ます。 
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アツ ラーはしもべが受益できるように、 
水に非常に特別な特性を与えられました。そ 
の一部は次のようなものです。 

1 ) 水に最も近い化合物である硫化水素 
は、水よりも 2 倍重いにもかかわらず、室温で 
気化します。さらに、悪臭と有毒性を持つ気 
体になります。つまり アツ ラーは水を、人間 
の為に特別に用意されたのです。 

2 ) 水が最も密度が濃い状態とは、他の 
化合物とは逆に固体、すなわち氷ではなく、 

4 °C の液体である時です。この状態で海、 
湖、川では水は底から上ではなく、表面から 
下へと凍っていきます。これも、水の中で生 
きる生物が水の表面にできた氷の層により、 
凍り付いてしまうことから守られるというこ 
とを可能にするのです。 

3) 水の氷点及び沸点も、有機生命体にと 
って最も適した温度になっています。 

4) 水の極性によって、多くの有機もしく 
は無機の物質を容易に融解させることができ 
る特性があります。 12 ° 


ク ルアー ンは「水」にしばしば言及しま 
す。雨がどのように形成されるか、雲が雨に 
変わるプロセス、雨が細かな基準で地上に下 
され、それによって死んだ大地が蘇ること、 
地下水、水の循環、そして汚染された水の浄 


120. D09 . Dr . §akir Kocaba §, Kur 'an 'da Yaratili §, p . 157. 
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化について言及されています。 121 これらが人 
にとっていかに大きな恵みであるかに注意を 
ひき、雨に「慈悲」という名を与えます。 122 

水の価値を最良の形で認識しているムス 
リムは、自分たちに水を与えてくれた人に対 
し、「水のように聖なる存在となってください」 

とドウァーします。この為にも、水の奉仕を 
重要視します。特にカーバ神殿の近くで巡礼 
者たちに水やシャーベットを提供すること 
を、大きな誉れであり重要な任務であると見 
なします。預言者ムハンマドの叔父アツバー 
スは、ターイフにブドウ庭園を持っていまし 
た。イス ラーム 以前もイス ラーム 以降も、そ 
こから干しブドウを運び、ザムザムの水の中 
に加え、巡礼者に提供していました。彼以降 
も息子や孫たちがそれを続けていました。 123 

ある時預言者ムハンマドは、マスジド. 
ハラームで 水や シャーべッ トが提供される大 
きな通りに来られ、水を求めました。ァッバ 
ースは息子に、 


「あなたの母のところに行き、そこにあ 
る飲み物をアッラーの使徒の為に持ってきな 
さい」と言いました。預言者ムハンマドは、 



121. 御光章第4節；金の装飾章第11節；集団章第21節；出来事 
章第 68-70 節；引き離すもの章第31節;識別章第48節 

122. 高壁章第57節;相談章第28節 

123. ibn-i Hi § am , IV , ; Ibn-i Sa ’ d , II ， 137; Vakidi , II , 838. 
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「いや、皆が飲んでいる飲み物を私に下 
さい」と言いました。 アツバースは 

「アツラーの 使徒よ、 ここの 水には、時 
々人の手が触れるのです」と言いました。 

預言者ムハンマドは、 

「いいから、人々の飲んでいるこの飲み 
物をください」と言われました。そしてアツ 
パースの 差し出した水を飲んだ後、預言者ム 
ハンマドはザムザムの井戸のそばに来られま 
した。アツ バースの 家族はその井戸から水を 
くみ、巡礼者に提供していました。預言者ム 

ハンマドは、 

「アブドゥルムツタリブの息子たちよ、 
さがりなさい！誠実な仕事がここで行われて 
いる」と言われました。それから預言者ムハ 
ンマドは、 

「人々が（私が行ったことを真似る為 
に）どっとやってきて、あなた方の邪魔にな 
るようなことがないのなら、私もラクダから 
おりて井戸の ロープを ここにかけ、あなた方 
のように水を汲んでいただろう」と言われ、 
その手で神聖な肩を指し示されました。（ブハ 
ーリー、巡礼、 75) 


預言者ムハンマドは人々に水を提供する 
ことの徳について、次のように語られていま 


す 0 
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「最後の審判の日、地獄に行くことにな 
った人が天国に行くことになった人に出会い 
『誰それよ、覚えているか、あなたは水を求 
めていた。私もあなたに 一口の 水を与えた』 
という。（私もその形でとりなしを求める） 

。信者もその人のとりなしを行う。また一人 
が、天国に行くことになった人のもとに来 
て、いう。 

『覚えているか、あなたに一度、ウドウ 
一の為の水を与えたのだ』と言い、（とりな 
しを求める。彼も思い出す）彼の為にとりな 
しを行う。また地獄に行くことになった人が 
天国に行くことになった人に、 

『誰それよ、私をこれこれの仕事に派遣 
した日のことを覚えているか。私はその日、 
あなたの為に行ったのだ』という。天国に行 
く人も、彼の為にとりなしを行う」 （イプニ • 
マジャ、 アーダー ブ、 8) 

預言者ムハンマドは、飲む水が清潔で甘 
美であることに注意を払われ、水が甘美であ 
る井戸を選ばれました。 124 そして水を汚すこ 
とを禁じられました 。 125 


同様にイスラームは、ウドウーをする為 
の水が清潔であることを条件とします。味、 
色、句いが変化している水を飲むこと、使う 
ことを望みません。 



124. Ibn-i Hacer , lsabe , III , 615. 

125. Buhari , Vudu , , 68. 
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水がこれほど重要であるのであれば、そ 
れに対して良く振る舞うことが必要となりま 
す。日本の学者であるエモト•マサル博士 
は、氷の結晶について研究を行い、これらが 
整って美しい六角形で生じること、この結晶 
が人の手が触れていない自然な水源の水にお 
いては人を魅了するほどの整った、美しい形 
をしていることに気が付きました。二つの異 
なる容器にこの水を入れて研究をおこないま 
した。愛情、慈悲、祈り、恩といった表現を 
ささやきかけた 一つめ の容器の水の結晶は本 
来の壮麗さを維持し、罵りを含む言葉や「シ 
ヤイターン」のような悪い意味を持つ言葉を 
ささやきかけた水の結晶はバラバラになるこ 
と、全ての美的な特性を失い、形を亡くすこ 
とが明らかになりました。同じ実験で水は、 
素晴らしく心地の良い音楽と、不快にする醜 
いリズムに対し、異なる反応を示しました。 
これに類似する実験が、ゆでた米や花に対し 
ても行われ、良く振る舞われたものはその美 
しさと新鮮さを維持し、逆の方は腐ったり、 
枯れてしまったりしたのでした。 

江本博士は、「良い方向で考えること、 
水にも良い態度で接することの、人の体に対 
する影響とは何でしょうか」という質問に、 
次のように応えています。 


「これは私の7年半の研究です。この期間 
で、ガンや類似する病気にかかっている人に、良 
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い、美しい、慈悲深い言葉をかけられたこの水を 
飲ませ、病気の治療にプラスの影響があることを 
確認しました」 126 


この観点から全ての人、動物、植物、環 
境、自然、要するに世界全てを愛すること、 
全てに対して良く振る舞うことが必要となる 
のです。 

ここで言及されるべきもう 一つの 項目 
は、自然、環境、そして水が浪費されないと 
いう点です。 アツラーは 次のように語られて 
います。 

「そして食べたり飲んだりしなさい。 だが度 
を越してはならない」 (高壁章第 31 節） 

「浪費者は本当に悪魔の兄弟である。悪魔 
は主に対し恩を忘れる」 （夜の旅章第 27 節） 

「浪費してはならない。 本当にかれは、浪費 
の徒を御愛でになられない I (家畜章第 141 節） 

預言者ムハンマドは次のように語られて 
います。 

「浪費やうぬぼれに逸脱することなく食 
ベなさい、飲みなさい、服を身につけなさ 
い、サダカを払いなさい」 （ブハーリー、リパ 

ス、1、イブニ•マジャ、リバス、 23) 

126. Ipek Durkal ，“ Allah’in 99 Adi ile 01 u§an Kristalleri 
G6sterecek ”， SABAH GAZATESI GUNAYDIN EKI , 
28.03.2009; http :// arsiv . sabah . com . tr / 2009 /03/28/ gny / haber，E 











信条、イノく'ーダ、行為- 

特に水は、どのような形であれ浪費する 
べきではありません。預言者ムハンマドは、 
サ ハーバの サアドのもとに寄られました。サ 
アドは礼拝の為にウドゥーをしていました。 
水を大目に使っていました。預言者ムハンマ 
ドは、 

「この浪費は何かね？」と言われまし 
た。サアドは、 

「ウドゥーの為であれば浪費になります 
か」と尋ねました。 

預言者ムハンマドは、 

「その通りだ、流れる川でウドゥーをし 
ていたとしても同じである」と答えられまし 

た。（イブニ•マジ ヤ、タノ、ー ラ、 48) 

アッラーに ィ パー ダを行う為にウ ドゥー 
をする時にすら、水を浪費しないことが求め 
られているのなら、その他の状況での浪費は 
決して認められないものであることは明らか 
なのです。 







第 3 部 

クルアーン 


1. 啓示と記録 

ク ルアーン は、最後に下された啓典で 
す。アツラーはそれをまとめてではなく、多 
くの英知により、少しずつ下されました。こ 
の状態は人々に多くの効果と、大きな容易さ 
をもたらしました。 

預言者ムハンマドは、啓示が下されるご 
とに章句を忘れない為に急いでジブリールと 
一緒にそれを唱えようとされました。それに 
対し、次の節が啓示されました。 

「あなた（預言者ムハンマド）に対する啓示 
が完了しない前に、クルアーンを急いではならな 
い。寧ろ（祈って）言いなさい。「主よ、わたしの知 
識を深めて下さい。」」 （ター•ハー章第 in 節） 


「この（クルアーンを催促するために）あな 
たの舌を急がしく動かしてはならない。それを集 
め、それを読ませるのは、われの仕事である。そ 
れでわれがそれを読んだ時、その読誦に従え」 



(復活章第16—18節) 
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それ以降、ジブリールが来た時には、預 
言者 ムハンマドは 黙られ、ジブリールが啓示 
の全てを伝え終えてから、もたらされた啓示 
を完全に暗唱され、読誦されました。この状 
態は、クルアーンが奇廣であることを示す証 
拠の一つです。 

預言者 ム ハン マ ドには、たくさんの啓示の 
書記がいました。その数は65人に達していまし 
た。ク ルアー ンの一部が下されると、書記のう 
ち都合が合う者を呼び、啓示を書き取らせまし 
た。 127 書く作業がすむと、書記たちに書いたも 
のを読ませられました。そして不足があればそ 
れを修正させられました。その後、書記たちが 
出て、啓示を人々に示しました。 128 それから預 
言者 ムハンマド も、まず男性に、それから女性 
のサ ハーバた ちに読まれました。 I 29 ムス リムた 
ちは下された啓示を暗記し、一部もそれを書き 
取りながら、保護しました。 

少しずつ下された章や説が、クルアーン 
のどこに収録されるのかという点は、アッラ 
一によって示されました。ジブリールがこれ 
らを預言者ムハンマドに教え、預言者ムハン 
マドも書記たちに書き取らせていました。 130 


127. 

128. 

129. 

130. 


Prof. Dr. M. M. el-A'zami, Kur 'an Tarihi, p .106-107. 

Bkz. Buhari, Fedailii’l-Kxir’an ， 4; Tirmizi, Menakib, 
74/3954 ； Ahmed, V,184 ； Heysemi, I,152 
ibn-i Ishak, Siret, p .128. 

Buhari, Tefsir, 2/45; Ebu Davud, Salat, 120-121/786; Tirmizi, 
Tefsir, 9/3086; Ahmed, IV, 218; Ali el-Miittaki, II,16/2960. 
Ayetlerin tertibi ile iigni bkz. Mehmet Faik Yilmaz, Ayetler ve 


Sureler Arasindaki Munasebet, Ankara 2005, p .100-102. 
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忘れるべきでない点は、最初に啓示され 
た章句は、内容として、人間が知識を得て 
学ぶことの媒介である「筆」や「書かれた文 
章」に懸けられており、書かれた知識、とい 
う意味である「キターブ（本）」という言葉 
に何度も言及されていました。 131 預言者ムハ 
ンマドが、ク ルアー ンの言葉を書かれたもの 
として固定し、保護されようとした努力や細 
やかさを支えた要素の一つがこれなのです。 

ク ルアー ンを書き取ることは、 サハーバ 
の間で広く行われました。皆、この仕事をし 
つかりと引き受けていました。書くことがで 
きない人は、多くの場合モスクに行き、筆記 
用具を用意して、書いてくれる人を探しまし 
た。 132 この為預言者ムハンマドは、混乱を生 
じさせないよう、最初期の頃に、 タノレアー ン 
とハディースを同じ場所に書くことを禁じら 
れました。 133 

つまり章句は、イス ラームの 最初期の時 
代、さらにはムスリムがクライシュ族の迫害 
を受け、新たに芽生えた社会であった時です 



131. 凝血章第 1-5 節；筆章第1節；雌牛章第2節；金の装飾章第2 
節;煙霧章第2節 

132. 参照. Beyhaki , es-Sunenii 1 - kiibrd , VI , 6. 

133. Prof . Dr . M . M . el - A ' zami , Kur 'an Tarihi , p .107-108. 
預言者 ムハンマドは、クルアーンの 啓示と自らの言葉 
であるハディースを互いに区別することに非常に注意 
を払われ、「これは アツ ラーからもたらさ; た 啓示で 
ある」「これは私自身の考えである」と説明されてい 
た。時にはサ ハーバた ちが「この考えはあなたのもの 
か、それとも アツ ラーからの啓示か」と尋ねていた。 
(参照： M . Hamidullah , Kur ' an-i Kerim Tarihi , s .15-18) 
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ら、記録されていました。「眉をひそめて」 
章第11一16節では、クルアーンの最初期にお 
いて存在していた多くの手書きの版について 
言及されています。イブ ニ•アツバース もマツ 
力で啓示された章句がすぐにその場で記録さ 
れたことを語っています。 134 実際、最初期の 
頃、聖ウマルは、クルアーンが書かれた紙を読 
んで信仰を持ちました。心ラーフイ.ビン • 
マーリクはアカバの誓いに参加した時、預言 
者ムハンマドはそれまでに啓示された全ての 
章、節で構成されたクルアーンの文書を彼に 
差し出しています。ラーフイはマデイーナに 
戻った時、自分の町に建設させ、イスラーム 
社会の最初のモスクとして知られるモスクに 
集まったムスリムたちに、この章や節を読誦 
しています。ユースフ章は、最初にラーフイ 
がマデイーナにもたらしたものです。 136 


啓示されたクルアーンの章句は、最初の 
日以来、義務やナーフイラ（義務ではない） 
礼拝、特に長く行われるタハージュドの礼拝 
で、声を出して、もしくは出さないで日夜読 
まれていました。サハーバの間では、読み書 
きやクルアーンを学び、暗唱する活動が大き 
な形で始まっていました。実際、預言者ムハ 


134. Ibn-i Dureys, Fedailu'l-Kur 'an, p . 33. 

135. ibn-i Hi§am, I, 369-371. 

136. Bkz. ibn- Hacer, Isabe, no ： 2546 [Rafi 4 bin Malik mad.]; 
ibn-i Kesir, el-Bidaye, III, 152; ibniiTEsir, Usdii 'l-Gabe, 
II,157; Kettani, Teratib, Beyrut, ts., I, 44; A‘zami， 同著, 
p . 10 6; Hamidullah, 同著 p. 44. 
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ンマドの奨励や努力の結果、多くの人がクル 
アーンを最初から最後まで暗記し、またそれ 
を書いていました。この素晴らしい努力は、 
現在まで続けられているのです。 

ラマダーン月に預言者ムハンマドとジブ 
リールはクルアーンを互いに読み合わせまし 
た。最後の年にはそれを2度、行いました。 137 
イブニ•マスードは次のように語っています。 

「預言者ムハンマドとジブリールが互い 
にクルアーンを読み合わせることを終えた 
時、私も預言者ムハンマドに対して読みまし 
た。そして預言者ムハンマドは私の読み方が 
この上なく素晴らしいと言われました」（夕べ 
リー、1, 28、 アフ マド、 I , 405) 


ジブリールと行われた最後のムカーバラ 
の後、預言者ムノヽンマドは、ザイド•ビン•サービ 
卜と、ウバイ•ビン•カアブが互いにクルアーンを 
読み合わせました。さらに預言者ムハンマド 
は、ウバイに対して2度読まれました。 138 この 
ムカーバラの習慣も、現在まで続き、今でも 
その活力を保っているのです。預言者ムハン 
マドは自らに下された節や章を時折金曜礼拝 
で読まれていました。一部のサハーバは、節 
をこのフトバで聞いて覚えていたと語ってい 
ます。（ムスリムジュムア 49-52) 

137. Buhari, Bed’ii’l-halk, 6; Fedailul-Kur^n, 7 ； Savm, 7. 

138. Mukaddimetan, n§r. A. Jeffery, p . 74, 227; Tahir el-Cezairi, 
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預言者ムハンマドの生き方を見るなら、 
彼がク ルアー ンをあらゆる機会に読まれた こ 
とがわかります。人々に イスラームを 解く 
時、サ ハーバに 説話をする時にク ルアー ンを 
読まれました。何かの問題について改善する 
時には、その項目に関連のある節を読まれま 
した。夜の イバー ダでク ルアー ンを読まれま 
した。毎日規則正しい形でク ルアー ンの7分の 
1を 読むという習慣もありました。139サ ハーバ 
たちもそのようにしていました。マデイーナ 
に来たサキーフ族の一団にいたアウス•ビン•フ 
ザイフアは次のように語っています。 


「預言者 ムハンマドは、 ある 晩、 イシャ 
一の礼拝の後、長い間私たちのそばに来られ 
ませんでした。『アッラーの使徒よ！私たち 
のそばに来られるのになぜ遅れたのですか？ 
』と尋ねました。預言者 ムハンマドは、 『毎 
日クルアーンから一部を読むことを自分のつ 
とめとしているのです。それを行わずにここ 
に来ることは望まなかったのです』と言わ 
れました。朝になると私たちは、 サハーバた 
ちに『あなた方はクルアーンをどのように分 
けて読んでいるのですか』と尋ねました。彼 
らは『私たちは章を、最初の3つを第1部、そ 
れに続く 5つを第2部、それから順番通り7, 9 
,11、そして11の章をまとめてそれぞれの部 
分にしています。それから、 カーフ 章以降の 
139. 参照 Miislim, Musafirin, 142; Ahmed, IV, 9; ibn-i Mace, Salat, 
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短い章を 一つの 部分にして、ク ルアー ンを （7 
日で）読んでいます』と答えました」 （アブマ 
ド、 4 ， 9 、 イブニ•マジ ャ、 サラート、 178) 

また預言者ムハンマドは、 

「誰であれ、夜、ク ルアー ンの部分やそ 
の中の一部を読むことなく眠れば、それを朝 
の礼拝と昼の礼拝の間で完了させなさい。そ 
の場合、夜に読んだかのように、同じ善行を 
得ることになる」と言われました。 （ムスリ 
ム、ム サーフイリーン、 142) 

キンデ族の代表者たちがヒジュラ歴10年 
に60人もしくは80人やってきて、モスクにい 
た預言者ムハンマドのそばにやってきまし 
た。預言者ムハンマドは、 

「アッラーは私を、正しい教えの預言者 
として遣わされ、私にさらに啓典を下され 
た。それには、逸脱というものは前からも後 
ろからも近づけない」と言われました。キン 
デ族の代表者たちが、 


「私たちにもそれを少し聞かせて貰えま 
すか」と言いました。預言者 ムハンマドは、 
整列者章を読み始められたのでした。 



「整然と列をなす者たちにおいて。駆り立て 
追う者において。また訓戒(のクルアーン)を読み 
聞かせる者において、誓う。本当にあなたがたの 
神は、唯一の主である。天と地、そしてその間に 
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ある凡てのものの主、また日の出を司どる主であ 

る」（整列者章第1 一 5 節） 

預言者ムハンマドは、この章句を読ま 
れ、沈黙されました。全く身動きされずにい 
ました。目に涙があふれ、その涙が髭の方に 
流れ始めました。キンデ族の人々は、 


「我々はあなたが泣いているところを見 
ています。あなたを遣わされたお方を恐れて 
泣いているのですか」と尋ねました。預言者 

ムハンマドは、 

「私を恐れさせ、泣かせるのは、アツラ 
一が私を、剣の先のような細く鋭い正しい道 
に遣わされたということなのです。そこから 
わずかでも傾いてしまえば、私は滅亡するで 
しよう」と言われた後、 

「かれがもし望むならば、あなたに啓示した 
ものを取り上げることも出来る。その時それに就 
いて、われに逆らってあなたを弁護する者を見い 
出さないであろう」 140 (夜の旅章第 86 節）という節 
を読まれました。それに対し、キンデ族の代 
表者たちはムスリムになったのでした。（参照 
ibn-i Hi§am, IV, 254; EbQ Nuayra, Delail, I, 237-238 ； 
Halebi, III, 260) 

アブー.タルハーはある時、預言者ムハン 
マドのそばにやってきて、彼が立ったまま「 
庇の仲間たち」にクルアーンを教えられてい 




140. 夜の旅章第 86 節 . 
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るのを目にしました。預言者ムハンマドは、 
空腹の為折れそうになる腰をまっすぐにする 
為に、おなかに石を結び付けていました。そ 
う、預言者ムハンマドとサハーバのやるベ 
きことはアツラーの書物を理解すること、学 
ぶこと、そして彼らの望みや意欲も、クルア 
ーンを何度も読むこと、聞くことだったので 
す。（アブー . ヌアイム、ヒルヤ、 1,342) 

預言者ムハンマドはサハーバに、時折ご 
自身にクルアーンを読むよう求め、失礼にな 
るとしてそれを遠慮する人には、 

「私はクルアーンを他者から聞くことも 
好む」と言われました。 （プハーリー、タフシー 
ル、 4/9 ；ムスリム，ムサーフイリーン 247) 


サハーバの 中には、 クルアー ンを毎晚最 
初から最後まで読む人々もいました。 141 オス 
マン•ビン•アブドウルラフマンは 次の ように 語つ 
ています。 


「ある日、『今晩は、【イブ ラーヒーム 
の場】で礼拝をして過ごそう』と私はニーヤ 
しました。イシャ'一の礼拝の後、私はその場 
所で礼拝を行いました。私が礼拝をしている 
時、誰かが私の肩に手を置きました。礼拝の 
最後の挨拶をしてから見ると、それは聖ウス 
マーンでした。聖ウスマーンは ファーテイ ハ 



141. Tirmizi, Kiraat, 11/2946; Heysemi ， IX ， 94; Ibn Sa’d ， 
III, 76; Ebu Nuaym, Hilye ， I ， 57; Ahmed, ez-Ziihd, s. 
127 ； Ali el-Muttaki, XIII ， 31/36168-70. 
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章から始め、クルアーンを最後まで読み、礼 
拝を終えました。挨拶をし、靴を持って去っ 

ていきました」（アブー • ヌアイム、ヒルヤ、 1, 56) 


2. 保護されること、製本されたこと 


預言者ムハンマドが亡くなり、啓示が完 
了した時には、非常に多くの人がクルアーン 
を暗記しており、礼拝でそれを読誦していま 
した。しかし預言者ムハンマドの最期の時ま 
で啓示は続いた為、クルアーンの章が書かれ 
た各ページが、表紙の間でまとめられて本と 
いう形になる、ということはされていません 
でした。聖アブー•バクルはザイド.ビン.サー 
ビトを長にして、一団を構成し、書き記され 
たクルアーンのページを一冊の本としてまと 
めました。この一団には非常に濃密で、この 
上なく信頼のおける仕事のやり方がありまし 
た。例えば、その一つは次のようなものでし 
た。聖ビラールはマディーナの通りを歩き回 
り、人々に宣告を行いました。クルアーンの 
章句が記された書類を持っている人は皆、預 
言者ムハンマドが正書法で書かせられた手書 
きの初版であることを証言する二人の人と共 
に、モスクにそれらを持って来なければなら 


ないとされたのです。この一団は、人々が暗 
記しているクルアーンと、二人の証人と共に 
持ってこられた書かれたものと比較し、クル 
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アーンを最初から最後まで全て書き取りまし 
た。この一団は、人々が手にしているクルア 
ーンのページを集めてはいたものの、そもそ 
もクルアーンを全て暗唱もしていました。こ 
のやり方により、確実に作業を行い、クルア 
ーンについての何の疑いの可能性もないこと 
を明らかにしたのです。 

聖 ウスマーンは、 その後、また ザイド•ビ 
ン•サービトを 長とする一団により、クルアー 
ンの版を増やしました。別の見解によれば、 
聖ウスマーンは、ザイド.ビン.サービトを 
長とする12人の一団に、クルアーンを改めて 
編集させました。これをアブー.バクルの時 
代に集められたムスハフ（正典）と比較し、 
その間に全く差異がないことを確認しまし 
た。これも、クルアーンが完全にアツラーの 
保護のもとにあること、その二つの時代にお 
いてもクルアーンをまとめる際に用いられた 
手法、手段が確実なものであることを示して 
います。 142 

一団によって増やされたムスハフは、一 
定の中心地に送られました。 143 このクルアーン 


142. Prof . Dr . M . M . el - A ‘ zami ，Kur 'an Tarihi , s .131-135. 

143. このクルアー ンの ムス ハフの 中で、もしくはこの 一部 
の中で、今日まで伝わっているものがある。例えば、 
タシュケント、イスタンブールトプカプ宮殿及びイス 
タンブール.トルコ.イスラーム作品博物館での版 
は、聖ウスマーンが作成させた、もしくはそれらから 
複写されたものである 。 (Zahid el - Kevseri , Makalat , s .12- 



13; Salahaddin el - Miineccid , Dirasat fi tarihil-hatti ' l - Arabi , 
p . 50-55) 聖ウスマーンのものである、皮革の上に刺繍 
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のムスハフと共に、それを人々に正しく、読み方 
の規則に従って読ませ、教える学者であるザハ 
ーバたちをも派遣しました。こうしてク ルアー 
ンは、預言者ムハンマドの口から出たままの 
形で、一文字一文字、同じ形で他の人々に教 
えられ、この点において大きな細やかさが示 
されました。人が自分で、書かれたものから 
ク ルアー ンを学ぶことを許さず、必ずその書 
かれたものと共に専門の師の口から学ぶこと 
を求めていました。実際この点で、ク ルアー 
ンの一文字一文字がどのように読まれるかと 
いうことを教えるタジユウイードという名の学 
問分野すら、形成されたのでした。これはた 
だ、一人の教師について練習ことで学ぶこと 
ができるものです。この、「クルアーンを正し 
い読み方をする人から学ぶ」という伝統は、最 
初の0から現在まで、同じように実行されて 
きています。 

ウバイドウッラー•ビン.アブドウラーは、聖 
ウスマーンの 時代に増やされた ムスハフのう 


が施されたその価値がはかり知れないクルアーンの 28 


ページからなる部分が、 オスマン朝の 皇帝 アブドゥル 
マジドの孫、 そしてイン ドの ハイデラバード.ニ ザ ー 
ム のべレケット.シャーによってコンヤ •メヴ ラー ナ 
博物館に寄贈され ている。 メヴ ラー ナ博物館館長 エル 
ドアン•エロールは、 聖 ウスマーンの ものである クル 
アーン の部分の 一つが トプカプ宮殿で展示され ている 
こと、聖遺品とされて いる こと、残りの部分は ロシア 
やイ ンド にあることが知られて いる ことを 語ってい 
る。 （ www _ Haber 7. com ，[27 Kasim 200 6 ， 10:14]) 他の例に 
ついては 参照： Prof . Dr . M . Hamidullah , Kur ' dn-i Kerim 
Tarihi , s . 87; A ' zami , a . g . e , s . 114, 138, 153-157, 179. 
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ち、マデイーナのムスハフが預言者モスクで 
保護されたこと、毎朝集団で読まれていたこ 
とを語っています。 144 

聖ウスマーンはムスハフを集めること、 
つまり唯一のムスハフを集めることを完成さ 
せると、人々にムスハフを書き記すように命 
じました。つまり、個人的に使う為に、ムス 
ハフを書写することを奨励しました。 145 なぜ 
ならそれ以前には人々はク ルアー ンの全体を 
書いてはおらず、ただ一部の章や節を記録し 
ていたのみだったからです。啓示が終了し、 
全ての章句が力強い一団によって表紙の間 
にまとめられ、何千ものハーフイズ（クルア 
ーンを全て暗唱している人）の証人を得た後 
で、もはや人々は容易に、完成形としてのク 
ルアー ンを複写することができるようになっ 
たのです。 

事実、聖アーイシャは解放奴隸のアブー， 
ユーヌスに、自分の為の ムスハフを 書くように 
求め、彼もそれを書いています。 （ムスリム，メ 
サージド 207 ；アブー . ダーウード、サラート 5/410 、 
ムヴァッタ、サラートウル•ジ ャマァ 25) 


聖ウマルの解放奴隸であるアムル•ビン•ラ 
フイーも、預言者ムハンマドの妻たちが生きて 
いた時代に、ムスハフを書きました。さらに 



144. ibn-i §ebbe, TarihuT 丄 Vtedine, s. 7; Ibn.i Kuteybe, 
Tevilu mii§kiliTKur’4n ， s. 51. 

145. ibn-i §ebbe , 同著 p .1002. 






クノレアーン 


ハフサのためにも、一冊のムスハフを書ぃて 
います。 （ Muvatta ’ ， Salatil ' 1- Cemaa , 26； Heysemi , 
VI ， 320； VII , 154) 


ク ルアー ンが最も小さな過ちからも守ら 
れるよう、その他の予防策も取られていまし 
た。 ハッジャージユ は、 アーシム • ビン.ア 
ル-ジャフダリ、ナジイエ.ビン.ルムフ、 
アリ.ビン.アスマを、人々が読み、複製を 
作っている個人ムスハフを調べ、そこに過ち 
がある者を破るよう、任命しました。彼らは 
同時に、このようなムスハフの持ち主に、不 
注意さのために60ディルヘムの罰金刑を与え 
ました。 146 


この種の公的な一団は常に存在していま 
した。例えば、トルコでは「ムスハフ及び宗 
教的作品の調査団」という名の、科学的、公 
的な組織が存在していました。その主な任務 
は、クルアーンでの書き間違いの出現を許さ 
ないことでした。この為、あらゆる世紀で何 
千ものハーフズが暗記し、何百万もの印刷さ 
れた、書かれたムスハフが存在しているクル 
アーンが、仮に一文字であろうと変えられて 
いる可能性はないのです。一部のムスハフに 
印刷上のミスがあったとしても、それは即座 
に改善されていることに疑いの余地はないの 
です。 147 


146. ibn-i Kuteybe , 同著 p . 51. 

147. もう一つの点が以下のようなものである。ク ルアー ン 
固有の字体、書体が存在する。この字体を「オスマー 
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イスラームでは 伝統的に、ク ルアー ンの 
師となる為には、きちんと育成された師もし 
くは複数の師のもとで証書を得ることが必要 
でした。この手段により、学び手がク ルアー 
ンを必要な形で学べたかどうか、また手にし 
ているク ルアー ンの ムスハフが 正当で、価値 
のある者かどうかを確認していました。この 
やり方は現在まで実践されています。クル ア 
ーンを学んだあと、師は弟子に証書を与えま 
す。ここには彼自身の師やその師の名が系譜 
の形で、預言者ムハンマドに至るまで、記さ 
れていました。そしてその弟子も、師によっ 
て教わった形でクル アーン を完全に、真正な 
形で学んだことが評価されました。 148 



二体」もしくは「イステイラーヒ体」と呼ぶ。多くの 
学者の見解によれば、この字体は預言者ムハンマドの 
教えや示唆に基づくものである。いくつかの語が法則 
に基づかない形で書かれていることは神意に基づくも 
のである。一つの点に、細やかな意図があるのであ 
る。（ここで、アラビア語の文法の規則が後にクルア 
ーンから抽出され、明らかにされたことも忘れるべき 
ではない）さらにはこの分野で、クルアーンの文体に 
ついての学問」という学術分野すら形成されている。 
この学問も、クルァーンの読誦に関する分野と同様、 
イスラームに特有のクルアーンに関する学問の一つで 
ある。この学問を通して、ムスハフに特有の字体とそ 
れと比較される文体との間にどのような相違点がある 
のか、そしてその相違点の神意が示されている。この 
学問の対象はウスマーンが書かせたムスハフの文字で 
ある。この学問の意図や効果は非常に崇高なものであ 
り、教えること、学ぶことはファルド•キファーヤで 
める 。 （Omer Nasuhi Bilmen , Biiyiik Tefsir Tarihi , Istanbul 
1973, I ， 27) 

148. Prof . Dr . M . Hamidullah , Kur ’ an-i Kerim Tarihi , p . 87,53-56. 
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このようにクルアーンは、書かれ、読ま 
れると共に、師のそばで口から口へと学ば 
れ、暗唱されるという形で今日まで最も強固 
な手段で保護されてきたのです。 149 つまりク 
ルアーンの保護の為に、書くこと、暗記すること 
に加えて三つめの手段が実施されてきたので 
す。十分に訓練を積み、証書を得ている師の 
元で学ぶ、ということです。 


3. サハーバたちのクルアーンを学び、教 
える活動 


ムスリムは 歴史を通して、 クルアーンの 
教育に大きな重要性をおいてきました。なぜ 
なら預言者 ムハンマドは、 人々が一堂に会し 
てクルアーンを 学び、理解する ことを 奨励さ 
れていたからです 。 1 M 


預言者ムハンマドは、ク ルアー ンをよく 
知る者に、あらゆる場所で価値をおき、そ 
の人たちを常に優先しました。イマーム、 


149. 


150. 


この点でイスラーム学者が使った手法、メソッドがい 
かに確実なものであったかを知る為には、下記の作品 

が参考になり得る。 Prof. Dr. M. M. el-A^ami, The His ¬ 
tory of the Qur 'anic Text from Revelation to Compilation : A 
Comparative Study with the Old and New Testaments , Leices ¬ 


ter : UK Islamic Academy , 2003 {Kur 'an Tarihi : Eski ve Yeni 
Ahit ile Kar § ila§tirmali bir Ara § tirma , istanbul 2006); Prof. 


Dr. M. Hamidullah, Kur ’ an-i Kerim Tarihi , istanbul 2000 {Le 
Saint Coran’m gin § kismi ). 

Fatir , 29; Sad , 29; Taha , 124-126; Buhari , Fedailul - Kuran , 21; 
Muslim , Zikir , 38; Ibn-i Mace , Mukaddime ,17. 
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知事、司令官のような公務に関する支配的 
な立場の人を任命する際、もしくは殉教者を 
埋葬する時、誰を前に置くべきかと質問され 
ると、常にクルアーンをよりよく知る人を選 
択されていました。 151 タブークの戦いに出る 
時、ナツジャール族の旗をウマーレ.ビン. 
ハムザに与えられました。その後、ザイド•ビ 
ン•サービトを目にされ、旗をウマーレから受 
け取って彼に与えられました。ウマーレは、 

「アツラーの使徒よ、私に立腹されたの 
ですか」と尋ね、預言者ムハンマドは、 

「いや、決して怒ったりはしていない。 
しかしあなた方も、クルアーンを優先しなさ 
い。ザイドはあなたよりも多く、クルアーン 
を暗唱している。鼻がそがれた黒人奴隸であ 
ったとしても、クルアーンをより多く暗唱し 
た人は、他者よりも優先される」と言われま 
した。アウス族、ハズラジュ族にも、その旗 
をクルアーンをより多く暗唱している人に持 
たせることを命じられました。 ( Vakidl , III , 
1003) 

預言者ムハンマドは別れの巡礼の際に、 


「人々よ！知識があなた方から取り去ら 
れ、消し去られる前に、それから得るべきも 


151. 


Muslim , Mesacid , 290, Miisaflrin , 269; Tirmizi , Feddilii ’ l - 
Kur ’ dn , 2/2876; Nesai , Cendiz , 86, 87, 90,91; Ahmed , IV , 218; 
Heysemi , VII , 161; Ibn-i Hi § am , IV ,185; Ibn-i Sa ’ d ， V ， 508. 
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のを得なさい」と言われました。遊牧民が次 
のように尋ねました。 

「アッ ラーの使徒よ！知識がどのように 
私たちから取り去られるのですか？私たちの手 
にはムスハフの版があります。これを全て学びま 
した。妻たち、女性たち、召使にも教えました」（ァ 

フマド， V , 266；ヘイセミ I , 200. テイルミズイー，知 
識 5/2653) 

伝承のこの部分は私たちに、サ ハーバた 
ちのク ルアー ンを書き留め、学び、教える努 
力がどれほどのものであるかを示します。こ 
れは、次の言葉でも支えられています。 

「サ ハーバの 一人は、家に入る と、 妻が 
すぐに この 二つの問いを投げかけた。1•今日 
はクルアーンのいくつの節が下されたか。 2. 
アッラーの 使徒の ハディースを どれほど覚え 
た力 、」 (AbdUlhamld Ke ? k , FI rihabi * t - tefslr , I ， 26) 


「ひさしの仲間たち」への教師として任 
命されたウバーダ.ビン.サーミトは人々にクル 
アーン と文字を教えたことを語っています。 
彼やその他のサハーバは、外部から来る人々 
を家で客とし、彼らをもてなし、ク ルアーン 
を教えていました。 152 


152. 参照 Ebfi Davud, Buyu, 36/3416; ibn-i Mace, Ticarat, 8; Ah¬ 
med, V, 315, 324; Ibnil'l-Esir, Usdul-Gabe, III, 160. 
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ウバイ•ビン•カアブは マディーナに 来る一 
団 に、クルアー ンや イスラ'—ム 法を教えて ぃ 
ました。 

預言者ムハンマドは、 ハーリド.ビン.ワー 
リドをある遠征に派遣しました。 ハーリドは そ 
こから 預言者 ムハンマドに 送った手紙で、ベ 
二.ハリス 族を イスラームに 招ぃたこと、彼 
らも戦うことなく イスラームを 受け入れたこ 
とを知らせた後、次のように書ぃてぃます。 

「私は彼らの中で暮らし、彼らにアツラーが 
命じられたことを教え、禁じられたことを禁じてぃ 
ます。アツラーの使徒からの手紙が来るまでは、 
彼らにイスラームの基本と預言者のスンナを教 
X ■ています」 ( Prof . Dr . Muhammed Hamldullah , el - 
Vesaiku * s - siyasiyye , s .131) 


預言者ムハンマドは、自らを訪問し新し 
く入信する一団の人々に、マデイーナで一定 
期間滞在し、クルアーンと教えの基本を学ぶ 
こと、自らの実行を見てイスラームを学ぶこ 
とを求められました。例えばアブドウルカイ 
スの一団が来た時、アンサールに彼らを客と 



すること、もてなしをすることを求められま 
した。その間に必要な宗教的知識を教え、礼 
拝に必要な章を暗記することを求められまし 
た。朝、やってきた時にはその状態や、アン 
サールの 関わりに満足しているかどうかを尋 
ねられました。彼らも満足していると答えて 
いました。それから預言者 ムハンマドは、 一 
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団の人々が教えをより容易に学べるよう、サ 
ハーバの家に、一人ずつもしくは二人ずつ、 
分散させました。この方法はより効果的でし 
た。サハーバの努力と、アブドウルカイスの 
人々の学習意欲にこの上なく満足された預言 
者ムハンマドは、彼らと一人一人関わりを 
持たれ、彼らが暗記したアツターヒヤートウ 
の句やファーティハ章、その他の章、そして 
彼らが学んだスンナを自ら点検されていまし 
た0 


このように預言者ムハンマドは、ご自身 
のもとに来る一団に非常に緊密に接しておら 
れました。彼らが戻る時には、ここで学ん 
だことを祖国で教えるよう、求められまし 
た。 153 同じ関わりを、単独でやってくる人々 
にも示されました。実際、ウマイル•ビン • 
ワフブがマディーナに来てムスリムになった 
時、預言者ムハンマドはサハーバに、 

「あなた方の兄弟に、教えを十分に教えなさ 
ぃ。彼にクルアーンを読み、教えなさぃ」と命じら 
れています。 （イプニ•ヒシャム， II ， 306-309; V ワー 
キディー I , 125-128; ヘイセミ VIII , 284-286) 

日夜、継続的にモスクに滞在してぃる「 
ひさしの仲間たち」は、一方では知識を学 
び、一方では常に働ぃて弟子や教師を育成し 
てぃました。 


153. Nesai, Ezan, 8; Ebu Davud, Ramazan, 9. 
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預言者ムハンマドやカリフたちは、イス 
ラーム世界の様々な中心地に、非常に多くの 
学者であるサハーバを教師として派遣しまし 
た。彼らは人々に、クルアーンとスンナを教 
えました。 154 例えばムスアブ•ビン•ウマイル 
は、マディーナへ教師として派遣された時、 
人々にイスラームを教え、あらゆる機会にク 
ルアーンを読んでいました。 155 ダマスカスに 
派遣されたアブー•ダルダは、そこで長い期間 
暮らし、著名な学びの場を形成しました。そ 
の監督下にある生徒の数は1600を超えていま 
した。生徒を10のグループに分け、それぞれ 
に自らが教えた教師のうちの一人を任命し、 
その進歩を確認していました。この基礎レべ 
ルを終えた者は、直接彼から授業を受けてい 
ました。このようにして、より先に進んでい 
る生徒たちは、アブー_ダルダと共に学び、 
かつ、下のレベルの生徒達に教えるという特 
別な地位を得ました。 156 同じ方法は他のサハ 
ーバによって他の場所でも用いられていまし 
た〇 157 


聖ウマルは、イエズィト•ビン•アブドウラー 
を、中心部から遠い地域で暮らす遊牧民たち 
にク ルアー ンを教える為に派遣しました。ア 
ブー•スフヤンも、遊牧民の各部族に行き、学 



154. Darimi, Siinen, I, 135 (thk. Dahman); Ibn-i Sa’d ， VI, 3. 

155. ibn-i Hi§am, II, 43-46; Ebu Nuaym, Delailii 'n-niibuvve, 1,307; 
Heysemi, VI, 41;Zehebi, Siyer, I, 182. 

156. Zehebi, Siyeru a‘lami’n-niibel4, II ， 344-346. 

157. Belazuri, Ensdb, I, 110; Hakim, I, 220. 
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習段階を確認する監督として任命しました。 
彼はさらに、マディーナで子供たちにクルア 
ーンを教える為、3 人のサハー バを任命し、そ 
れぞれに月額15ディルヘムの給料を与えてい 
ました。大人を含む皆に、容易なものから少 
なくとも5つの章を教えるよう命じました。 158 

ある時聖アリ'一は、ク'ーファのモスクから 
声が上がっているのを聞き、何が起こったの 
かを尋ねました。 

人々は、 

「何人かがクルアーンを読んで、学んで 
います」と答えました。アリーは 

「何と幸福な人々であろうか。彼らは、 
アッ ラーの 使徒の観点において人々 の 中で最 
も愛される存在であった」と言いました。（へ 
イセミ、 VII ， 162) 

サハーバを 見た世代 （タービーン） であ 
る アブー•ナドウラは 次のように語っています。 

「預言者ムハンマドの友たちが一堂に会した 
時には、知識（ハディース）を確認し合い、 

ク ルアー ンの 一章を 読んでいた 」 1 M 

ムジャーヒドは、 イブニ.アビ•レイ ハが、 

クルアーンのみで構成されている、人々がそ 


158. 

159. 


Prof. Dr. M. M. el-A‘zami ， Kur’an Tarihi, p.127. 

Hatib el-Bagdadi, el-Fakih ve 'l-mutefakkih, Beyrut 1395, II, 


126. 
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れを読む為に集まる図書館を造ったことを記 
しています。 160 

イブニ•メスードの次の言葉は、この項目に 
おいて非常に教訓深いものです。 


「ご自身以外に神が存在しないアッラー 
に誓って言うが、どこで啓示されたのかが明 
らかでないアッラーからの啓典は一章たりと 
も存在しない。また、誰について啓示された 
のかが明らかではない啓典も一章たりとも存 


在しない。誰かが私以上にアッ ラーの 啓典を 
よりよく知っている、と聞けば、ラクダでそ 
こに行くことが可能ですらあれば、私は迷う 
ことなく そこへ 向かう」 161 (プハーリー、フエダ 
ーイル-クルアーン、 8) 


160. 

161. 



Ibn-i Sa 4 d, IV, 253; ibn-i Ebi Davud, Mesahif, p.151. 

ムスリムがクルアーンを最も正しい形で学び、暗記し 
たという点で示した細やかさに似たものが、預言者ム 
ハンマドのハディースの為にも発揮された。これを示 
すいくつかの例は次のようなものである。 

アブー•アイユーブ•アル•アンサーリは、自分が知 
っているハディースについて不安に陥った。当時、預 
言者 ムハンマドの 話を聞いた者のうち、ただウクバ- 
ビン•アーミルが生存していた。アブー•アイユーブ 
はラクダに乗って、マディーナから出発し、多くの砂 
漠を超えてエジプトに来た。ウクバと出会った時に 
は、すぐに最初にそのハディースについて尋ねた。ウ 
クバもそのハディースを伝えた。アブー•アイユーブ 
は「わかりました」と言い、すぐにラクダに乗って戻 
って行った。 (Hakim, Marifetii ulumi^-Hadis, s. 7-8; ibn-i 
Abdi’l-Berr, Ilim, p.123) 

ジャービル.ビン.アブドウラーはアブドウラ 
一.ビン.ウナイスにたった 一つのハ デイースに つい 
て尋ねる為にちょうど一か月歩いて行った。ある時に 
はマディーナからダマスカスへ、別の時にはエジプト 
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次の点も重要です。 サハーバは、クル ア 
ーンの教育を大きな誉れを持って実行してい 
ました。アブドウラー•ビン•メスードは、ある人 
にクルアーンの一節を読ませ（教え）、 

「この節は、その上に太陽が昇る全ての 
もの、あるいは地上にある全てのものよりも 
なお尊い」と言いました。そしてクルアーン 
のあらゆる節についてこれを繰り返しまし 
た。（ヘイセミ VII , 166) 


へ行った。（参照 ： • Buhari, Ilim, 19; Hakim, Marifet, s. 8-9; 
ibn-i Abdi'l-Berr, ilim, s.127) 

ター ビーンの 有力者の一人アブル.アーリェは次 
のように語っている。「私たちはバサラにいる時、ア 
ツラーの 使徒のサハーバから来たいくつかの伝承を聞 
いていた。私たちの心はそれに満足しなかった。すぐ 
に家畜に乗り、マディーナに行き、ハディースをサハ 
ーバ自身から聞いた」 (Darimi, Mukaddime, 47/570; Hatib 
el-Bagdadi, el-Kifayeft ilmi 'r-rivaye, Beyrut 1988, s, 402-403) 
サイド . ビン. ムサイヤブは次のように語ってい 
る。「たった 一つの ハディースを学ぶために、日夜長 
い旅をしていた」 （ ibn-i Kesir, el-Biddye, IX, 106) 

ウマル•ビン.アブドゥルアジズは、マディー 
ナの知事 アブー.バクル.ビン.ハムザに 次のように 
書いている。 「アツラーの 使徒の ハディースを 全て 
書いてください。私は知識が失われること、学者たち 
が去ることを恐れている。 アツラーの 使徒の ハディー 
ス以外のものは認めてはいけない。学者たちは学問を 
広め、その為に（人々に開かれた場で）輪を作るよう 
に。知らない者もそこから学ぶことができるように。 
なぜなら知識は、秘められなければ、なくならない」 


(Buhari, Ilim, 34) 
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4. クルアーンが奇蹟であること 

アッラーはしもべたちを導きへと至らせ 
る為に、彼らに知性、意志、思考能力と言っ 
たいくつかの優れた特性を与えられました。 
これに加え、彼らの中で特別な、生まれなが 
らに誠実な人々を預言者として任命されまし 
た。預言者たちはその訴えが正しいこと、言 
葉が正しいことを証明する為に奇蹟を示しま 
した。それぞれの預言者が、その時代のニー 
ズに応じて多くの奇蹟を示しました。預言者 
イーサーの時代に最も認められていた学問は 
医学であり、最も尊敬される人とは医師でし 
た。その為イーサーに、医者をも無力な存在 
とするような奇蹟が与えられました。目が見 
えない人を見えるようにすること、死者を蘇 
らせることなのです。預言者ムーサーの時代 
には、魔術が進んでおり、彼にも魔術師を黙 
らせるような奇蹟が与えられました。預言者 
ムハンマドの時代には、雄弁さ、言葉遣い、 
文学が非常に注目されていました。この為に 
彼に、クルアーンの奇蹟が与えられたのでし 
十， 162 


人を他の被造物から区別する主な特徴は 
知性と言葉であり、最後の、最も完成された 
書物であるクルアーンの奇蹟性も、より知的 
な面、雄弁さの面で抜きんでています。預言 



162. 蝴蛛章第 50-51 節； Buhari, I‘tisam 1 ， Fedailu s l-Kur J an 
1;Muslim, Iman ， 279. 
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者ムハンマドには、最後の審判の日まで続く 
ク ルアーンの 奇蹟と並び、他の預言者たちと 
同様、時代や土地に結びつく多くの奇蹟があ 
ります。この奇跡に関しては何冊もの書物が 
書かれています。 163 最後の章でもこの一部に 
ついて言及しています。 


5. 奇蹟的な側面 

クルアー ンは、その順序、言葉遣い、雄 
弁さ、人々の心への影響、法を定めるという 
特性、幽玄界についての言及と言った多くの 
面で、人々がそれに似た言葉を語ることを不 
可能としています。 164 


多神教徒たちがクルアーンを信じなかっ 
た為、アッラーは彼らに、彼らが望む全ての 
被造物を助けとして呼び、クルアーンに似て 
いる一冊の書物を、それが成功できなければ 
10の章、それから1つの章、 165 最後には完全に 
似ていなくても部分的にクルアーンに似てい 
る言葉を語ってみるよう、求められました。 


163. 


164. 

165. 


例については参照： Beyhaki , Deldilii'n-Nubuvve (7 cild ), 
Beyrut : Daru ’ l - Kiitiibi ’ l - ilmiyye ，1985; Ebu Nuaym el - 


isfahani , Deldilu'n-Nubiivve (2 cild ), Halep : el - Mektebetii ， l - 
Arabiyye , 1970-1972; Suyuti , Olaganiistii Yonleriyle Pey- 
gamberimiz: el-Hasaisii 'l-Kiibra (3 cild ), terc . Naim Erdogan , 
Istanbul:Iz Yayinlan , 2003. 

Prof. Dr. M. S. R. el-Buti, Min ravaiVl-Kur^n, p . 125. 
物語章第 49 節 ; 夜の旅章第 88 節；山章第 34 節；フード章第 
13 節；ユーヌス章第 37-38 節 
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「もしあなたがたが、わがしもべ（ムハンマ 
ド）に下した啓示を疑うならば、 それに類する1 
章〔スーラ〕 でも作ってみなさい。もしあなたがた 
が正しければ、アツラー以外のあなたがたの証人 
を呼んでみなさい。もしあなたがたが出来ないな 
らば、いや、出来るはずもないのだが、それなら 
ば、人間と石を燃料とする地獄の業火を恐れなさ 
い。それは不信心者のために用意されている」 （ 
雌牛章第23 — 24節） 

最後の節の、 I ふ ii 「いや、出来るはず 

もないのだが」という警告は非常に確信を込 
めて絶対的な形で表現されており、このよう 
な判断は、ただその知や力が無限であり、完 
全で何の不足もないお方、つまりアツラーに 
よってなされることができるのです。実際、 
ァツラー以外の誰も、人間の観点から知るこ 
とのできない、つまり明らかでなく、閉ざさ 
れている未来についてこれほど絶対的な判断 
をすること、絶対的な表現を用いることはで 
きないのです。 


否定する人々は、彼らの無力さを宣言す 
るこの神の言葉を聞き、この言葉は彼らの中 
でその位置を占め、彼らの怒りを非常に強め 
ることとなりました。しかし彼らは何もでき 
なかったのでした。この節は彼らの無力さに 
ついて自在に言及し、弱さを明白なものと 
し、彼らの舌をまさに封印したのです。 166 



166. M. S. Rafil, rcazu'l-Kur'an, Beyrut 2003, p.142. 
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多神教徒たちはクルアーンの挑戦に対し 
応えることができず、その代わりにそれを嘘 
であると言ったり、煽ったり、侮辱したり、 
中傷したりという形で攻撃するようになり 
ました。「クルアーンに耳を傾けてはなりませ 
ん。そしてその(読誦）中にしゃべりまくりなさい。 
そうすればあなたがたは圧倒出来ます。」 167 (フ 
ッスイラ章第26節）と言い、どれほど否定し 
たとしても、神の力の前には完全に敗北して 
いることを示していました。この無力さは今 
日まで続くものです。 


a. 雄弁性、言葉遣い、順序 

ク ルアー ンは詩でもなければ散文でもあ 
りません。 逆に、詩や散文の良さを 一つに 集 
めた、例のない形を持って います。 詩にも旋 
律にもない美し さがあります。 それを何度も 
読み、聞く時には、単調さを感じることはな 
く、常に変化し、新たにされる音色に、人の 
感情はそれぞれが得るべきものを得るので 
す 。 168 


ク ルアー ンは、その言葉が持っているム 
テダーリフ（同じ意味になる）言葉のうち、 
導きが最も細やかで、描写力が最も優れ、言 


167. 

168. 


Fussilet, 26. 

Prof. Dr. M. A. Draz, en-Nebeul-Azim, Daru'l-kalem, 
ts., p.102. 
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葉の明確さが最も強いものを選びます。 169 イブ 
二•アテイイエは次のように語っています。 

「クルアーンは素晴らしい書物であり、そこ 
から 一つの 言葉が取り出され、それから全てのア 
ラブ人が奮闘したとしても、それ以上に最適な言 
葉を見つけることは不可能である」 17 。 


ク ルアー ンは、既存の各種文学から異な 
り、どれ独自の様式を持っていると同時に、 
この各種の文学を最も完全な形で内包してい 
ます。物語、忠言、歴史、法、論争、蠢論、 
来世、天国、地獄といった項目、恐れを与え 
る、もしくは吉報を伝える節、意味の強さに 
よりそれぞれの形式の一体性の中で雄弁さ、 
言葉の明確さを最も尚いレベルで維持し、表 
現します。 


クルアーンは人々の心に影響を与えま 
す。人々がクルアーンを聞くことを妨げよう 
とする冷酷な多神教徒のうち、アブー•スフヤ 
ン、アブー • ジャフル、及びアフナス • ビン•シャリク 
はお互いのことを知らないままこっそりと、 
家で礼拝中にクルアーンを読む預言者ムハン 
マドを聞きに来ていました。互いに偶然出会 
い、お互いをけなしていました。この出来事 
は3晚続き、ついには互いに、 


169. 

170. 



ButT, Ravai', p.140. 

Ibn-i Atiyye, el-Muharraru'l-veciz fi tefsiri'l-Kitabi 1-Aztz, 
Beyrut 1413,1, 52. 
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「誰にも気づかれないようにしよう。人々が 
私たちのこの状態を知れば、この上なく恥をかく 
ことになる。今後誰にも、この点について私たちの 
言うことを効かせられなくなる」と言い、行った 
ことを批判し、二度とこのようなことをしな 
いと契約を結んだのでした。 171 

ある遊牧民は、アッラーの、 


レら Jwjl y ン メ』メ^し^ f 上^し 


「だからあなたが命じられたことを宣揚しな 
さい。そして多神教徒から遠ざかれ」 172 (ァル • 
ヒジュル章第9 4節）という節を、ある人が読む 
のを聞き、すぐにサジュダを行いました。こ 
の行動の理由を問われると、 


「ひとえに、その言葉使い故にサジュダ 
を行ったのだ」と言いました。 173 


この節で彼に影響を与えた点は、「アッ 
ラーの 通知を最も完全な形で説き明かし、正 
邪を明白に区別し、それをわかりやすく表現 
し、その道において勇敢に振る舞うという意 
味を含む「ファスダ」という言葉と、 174 これ 
ほどに短いのにも関わらず、多くの意味を含 


171. Ibn-i Hi§am, I, 337-338; Taberi, Tarih, II, 218-219, Ibn-i Esir, 
Kamil, II, 63-64, ibn-i Seyyid, I, 99; Zehebi, Tarihu'l-isldm, s. 
160-161; ibn-i Kesir, el-Bidaye, III, 47; Halebi, I, 462. 

172. アル • ヒジュル章第 94 節 . 

173. Ahmed Cevdet Pa§a, Kisas-i Enbiyd, istanbul 1976,1, 82. 

174. Zemah§eri, Esasii 'l-belaga, DaruU-Fikr, 1409 /1989, p . 351, 


‘‘ 匕 maddesi. 
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む「ビーマトウメル」（あなたに命じられ 
た、言われた全てのこと）という語でした。 

また別の遊牧民は、 



「そこでかれらは、かれ（の弓 I き取り）に望み 
がないことを知り、密に協議した」 175 (ユース 
フ章第80節）という章句を聞きました。そし 
て、 


「誓って言うがしもべがこのような言葉 
を語るだけの力は持たない」と言い、驚嘆と 
感嘆を明らかにしました。 176 

当時の遊牧民は、雄弁さや言葉遣いの点 
では頂点に位置した人々であったのです。 

ク ルアー ンは同時に、様々な時代、場所 
で生き、知識的なレベルが非常に異なってい 
るあらゆる人々に、そのレベルに応じた呼び 
かけを行います。異なる認識を可能とする一 
つの節を、最初の世代はどの状況に応じて、 
その後の世代も彼ら自身の状況に応じて、そ 
の後の世代も彼らが到達した知識のレベルに 
応じて、理解します。この点について偉大な 
アラブ人の文学者ムスタフア•サードゥク•アツ， 
ラーフイは次のように語っています。 

175. ユースフ章第80節 

176. ibn-i A§ur， I，107; Ahmed Cevdet Pa§a，Kisas-i Enbiya, 
I. 82. 
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「クルアー ンの奇蹟の 一つは、いつで 
も、知られて いないいくつかの 真実を、常に 
知られている言葉の中に隠していること、そ 
れらを、その時がくれば明らかにして示すこ 
とである」 ( Vahyli '1- Kalem , Kuveyt ts ., II , 66) 


b . 幽玄界について知らせをもたらすこと 


ク ルアー ンは、知られざることについて 
知らせをもたらします。これらの知らせも、 
それが明白な奇蹟であることを示します。過 
去の歴史的な出来事から、将来起こるであろ 
う事柄まで、多くの知識的、科学的な問題に 
触れるなら、この1400年来、どの発見もそれ 
を否定していないのです。しかし、現代にお 
いてすら世界でもっとも有名な百科事典は、 
時々追加の巻を出し、自らを修正し、新たに 
する必要に迫られているのです。 


当時、 アー ドとサム ー ドの民の滅亡、ノ 
アの方舟について一部の情報の断片が、ただ 
伝説という形で存在していました。しかしク 
ルアー ンは、これらを今日の歴史の知識や歴 
史思想が認めているような形で、人々に示し 
ているのです。ク ルアー ンは未来に関しても 


知らせをもたらしています。そのうちのいく 


つかを紹介しましょう。 
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ローマ人と拝火教徒の間に戦争が起こ 
り、拝火教徒が勝利しました。これを利用し 
ようとした多神教徒はムスリムに、 


「神の啓典のおかげであなた方が優れて 
いると思っていたのだろう。拝火教徒は啓典 
の民であるローマ人に勝利を収めたのだ」と 
言い、彼らの信仰や忍耐を傷つけようとしま 
した。それに対しアツラーは、多神教徒に悲 
しみを、信者に喜びを与える次の啓示を下さ 
れました。 

「アリフ•ラーム•ミーム。ビザンチンの民は 
打ち負かされた。近接する地において(打ち負か 
された)。だがかれらは、（この)敗北の後直ぐに勝 
つであろう。数年の中に（勝利を得よう）。前の場 
合も後の場合も、凡てはアツラーに属する。その 
日、ムスリムたちは喜ぶであろう。アツラーの勝利 
を(喜ぶであろう）。かれは御望みの者を助けられ 
る。かれは偉力ならびなく慈悲深き御方であられ 
る」 （ビザンチン章第1 一 5 節） 

当時、ローマ人たちは非常に弱体化して 
おり、誰もその敗北の後で再び勝利するとは 
考えていませんでした。しかしク ルアー ン 
は、強調と共に次のように語っています。 



「（これは）アツ ラーの 約束である。アツ ラー 
はその約束を違えられない。だが人びとの多くは 
理解しなし、」 （ビザンチン章第 6 節） 
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結果として、崇高なアツラーは約束を守 
られました。歴史家たちの一致した意見によ 
ると、9年よりも短い時間の後に、ローマ人 
はペルシア人に勝利したのです。その日ムス 
リムたちもべディルの遠征で多神教徒に勝利 
し、喜んだのでした。 177 

紅海の渦の中でおぼれようとしている時 
に、他に手段がないとして信仰の輪につかま 
ろうとしたフィルアウンにアツラーは、 

「(するとかれに仰せられよう。）「何と、今(信 
仰するのか)。ちょっと前まであなたは反抗してい 
た。結局あなたは犯罪者の仲間であった。だが今 
日は、われは後の者への印とするため、あなたの 
体を救うであろう。だが人びとの多くはわが印を 
疏力、【しする。」（ユ '— ヌス章第 9 1 一 92 節） 

近年行われた研究により、フィルアウン 
の死体は発見されています。現在この死体 
は、サジュダをした状態で、髪や皮膚も残っ 
たままで、ロンドンの大英博物館の第94室で 
展示されています。 


ベディルの戦いで敵軍を敗北させるこ 
と、 178 ムスリムがハ ラーム モスクに安全に入 
ることができるようになること、ムスリムが 
勝利してマッカを征服すること、 179 人々が集 


177. 参照 Tirmizi, Tefsir, 30/3191-3194; Ahmed, I, 276 ； 
Kurtubi, XIV, 3. 

178. 月章第 45 節 

179. 勝利章第 16,27 節 
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団でイス ラームに 入ること、 180 イス ラームの 
教えがその他の全ての教えよりも勝るように 
なること、 181 クルアーンと競うことはできな 
いということ、 182 クルアー ンの 言葉が保護さ 
れること 183 といった多くの出来事を前もって 
知らせていることも、クルアー ンの 未来に つ 
いての知らせの一部です。預言者ムハンマド 
が、ご自身にとって知らないことの範疇に入 
るこの種の知らせを、啓示によることなく前 
もって知らせることは不可能なのです。 


C. 学問の発展の為に光を灯すこと 


ク ルアー ンにおいて、学問の発展、発見 
に光を灯す多くの節が存在しています。これ 
らも、ク ルアー ンが奇蹟的な形で将来につい 
て知らせをもたらした例なのです。ク ルアー 
ンの本来の目的はタウヒードを人々の心に定 
着させ、人々の導きの為の道しるべとなるこ 
とです。実際、言及している全ての項目は、 
この本来の目的への導入となっています。同 
時に、自然科学の範疇に入る項目において、 
人々への忠言として与えている知識も、完全 


180. 人々章第 2 節 

181. 悔悟章第 33 節 ; 勝利章第 28 節 ; 戦列章第 9 節 

182. 雌牛章第 23-24. 

183. アル•ヒジュル 章第 10 節例に ついては 参照 ： Yusuf 
el-Hac Ahmed, Mevsuatii’H’cazi’Hlmi fi’l-Kur anil- 
Kerim ve’s_siinneti’l-mutahhara ， Dime§k, 2003, p. 20- 



24. 
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に真実に適ったものです。そのうちのいくつ 
かの例をあげましょう。 

人の生殖と胎児の形成についてクルアー 
ンは近代科学が最近になって発見できたいく 
つかのオリジナルの事実を示しています。こ 
れらは特に、巡礼章の第 5 節、そして信者た 
ち章の第 11一13 節で詳細に語られています。 
キース丄•ムーア教授は、胎児の分野において 
書いた作品で、人の胎内でのプロセスを説き 
明かした後、この知識をクルアー ンの 言葉と 
対比し、科学がクルアーンと合致しているこ 
と、さらにはクルアーンがその与えている例 
や描写において、医学知識よりも進んでいる 
ことを明らかにしています。研究の結果キー 
スは、クルアーンと 預言者ムハンマド につい 
て大きな驚嘆を抱き、クルアー ンの1400 年前 
のこの奇蹟を、大きな信頼と共に評価してい 
ます。クルアーンから学んだ知識を、「我々 
が生まれる前に」という名の書物の第2版に加 
えています。 


「これらの知識がク ルアー ンに存在する 
ということについて、どのように説明されま 
すか」と質問されると、 

「クルアーンは、アツラーによって下された 
啓示以外の何ものでもありません」と答えてい 
ます 。 (Gary Miller , The Amazing Qur ’ an , s . 34-39) 


近年、宇宙が膨張していること、銀河が 
互いからものすごい速度で遠ざかっているこ 
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とが発見されました。最初から最後まで、宇 
宙がある無限の力の技の中にあることを示す 
この法則によれば、巨大な銀河は その 間の距 
離に比例する形で、互いから遠ざかっていま 
す。例えば、私たちから1000万年光年離れた 
ところにある銀河は、秒速250キロの速さで遠 
ざかり、100億光年の距離にある銀河の速度は 
秒速25万キロになります。 184 この ことについ 
てク ルアー ンは次のように示しています。 


「われは偉力をもって天を打ち建て、果しな 
い広がりにした」（撒き散らす者章第 47 節） 

崇高なるアツラーは、天でその寿命が尽 
き、爆発した星のかけらである隕石から地球 
を守っておられます。木星と、その大きな引 
力によって土星は、地球の為に危険となり得 
る多くの物質を通過させない、番人のようで 
す。時にこの二つの惑星を超えて地球に近づ 
いてくる隕石があります。その場合、それら 
に対する別のガードである月が登場します。 
大気がないために月に落ちる隕石は全て、 
その表面に衝突します。この衝突により、月 
で生じたクレーターは、小さな望遠鏡でも見 
ることができます。月の妨げをも超えた隕石 
は、もしとても大きなものでなければ、大気 
圏に突入した時に燃え始めます。私たちが「 
流れ星」と呼んでいるこの現象の結果、隕石 
が地表に到達する前に中間圏で最も小さな微 



Prof. Dr. Osman ^akmak, Bir Qekirdekti Kainat, p. 28. 
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粒子となって散ってしまいます。それからこ 
の微粒子のそれぞれは、雨の粒の核となりま 
す。 185 大気は地球を、宇宙からもたらされる 
有害な熱からも守ります。ク ルアー ンはこの 
真実を次のように示しています。 

「更にわれは、天を屋根とし守護した。それ 
でもかれらは、これらの印から背き去る」 （預言者 
章第 32 節） 

このようにクルアーンは、一方で人々の 
行為、態度を改善し、また一方では宇宙の神 
秘に注意をひき、それを書物のように読むこ 
と、そこにある神秘を研究し、明らかにする 
ことを求めているのです。 

クルアーンでは14世紀前に次のように語 
られています。 

「またわれは豊沃にする風を送り、天から雨 
を降らせて、それをあなたがたに飲ませる」（ァ 

ル • ヒジュル章第 22 節） 

この章句が下された何世紀も後に、風が 
植物と雲を接種させることが発見されていま 
す。 


慈悲あまねくお方章第19節及び20節では、 

「かれは2つの海を一緒に合流させられ 
る。（だが）両者の間には、（アツラーの配慮によ 
って）障壁があり一方が他方を制圧することはな 

龜 


185. ^akmak 同著 p. 94, 127. 
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い」とされています。識別章第 53 節と、犠章 
第 61 節でも、同様の表現があります。 

これらの節で告げられている真実は、私 
たちの世紀になって理解された、ク ルアー ン 
の奇蹟です。最新の発見により、地中海と大 
西洋が出会っているジブラルタル海峡で、あ 
たかも水が互いに混じり合うことを防ぐ未知 
のしかけ、目に見えない覆いがあることが確 
認されています。これによって二つの海の水 
は互いに混じらず、それぞれが本来の性質を 
維持しているのです。キャプテン•クストーは 
その後、海どうしが出会っている場所の全て 
で、同じ水の覆いが存在することを確認して 
います。 

A •ブラウンは、海に関するこの、そして 
類似する章句を比較しました。軟水と硬水の 
双方から、真珠や珊瑚ができること、二つの 
海が互いに混ざっていないこと、帆のある船 
が風で進むことなどを描写している章句につ 
いて熟考したこのイギリス人は、インド沿岸 
の町の 一つに 至った時、そこに住むムスリム 
に、 


「あなた方の預言者ムハンマドは、海を 
旅したことがありますか」と尋ねました。 


「いいえ、私たちが知っている限りで 



は、彼は海を旅したことはありません」と彼 
は応えました。この答えを得てこのイギリ 
ス人の航海士は、クルアーンが啓示以外の手 
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段で預言者ムハンマドにもたらされたことは 
あり得ないとの結論に達しました。クルアー 
ンにおけるタウヒードや法に関する章句につ 
いて熟考し、律法や新約聖書の言葉よりもよ 
り正しく、意味深いものだと見なし、自らム 
スリムとなりました。その後、エジプトに行 
き、学者たちに会いました。 186 

数学の教授であるガリー•ミラーは次のよ 
うに語っています。 

「預言者ムハンマドが預言者となる以 
前、原子について知られた 一つの 理論があっ 
た。この理論はギリシアの哲学者デモクリト 
スによって示されたものであった。この哲学 
者の後に続く者たちも物質が、目に見えない 
小さな、分割することのできない、原子と名 
付けられる存在によって構成されていること 
を示していた。現代、新しい科学が、物質の 
最も小さな部分である微粒子が、それが属す 
る物質と同じ特性を持っこと、同じ形で分け 
られ、分割させられることを発見している。 
この知識は、過去の世紀における発展の結 
果、手に入れられた新しい真実といえる。し 
かし非常に興味深いことは、この知識がクル 
アーンで14世紀前にアッラーが次のような形 
で告げておられるということである。 

『天地の微塵の重さも、あなたの主から免 
れられない。またそれよりも小さいものでも、大き 


186. Re§it Riza, TefsiruTKur’ 各 ni’l-Hakim ， XI ， 341-342. 
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いものでも（凡て）はっきりと書物の中に（記され 
て）ないものはないのである』 （ユーヌス章第 6 1 節） 

この節では、原子よりもなお小さな存在 
について言及されている。何の疑いもなく、 
このようなことは当時、どの著作家によって 
も、どのアラブ人によっても書くことはでき 
なかった。なぜなら当時、一番小さなものと 
知られていたものは原子であったからだ。之 
もク ルアー ンが、実際に時に超越されること 
がないことの証拠を形成している」 187 (Defne 

Bayrak , Neden Mtisltiman Oldular ?, p .144-145) 


d . 奇跡的な法令 


ク ルアー ンの奇蹟的な側面の一つが、法 
を定めるという分野での比類のない完全さと 
崇高さです。ク ルアー ンにおける法を定める 
という点での奇蹟は、含んでいる規定があら 


187. クルアーンと学術に関する詳細については参照： Dr. 
Maurice Bucaille, La Bible le Coran et la science: les ecritu- 
res saintes examinees a la lumiere des connaissances moder- 



nes, Paris: Seghers, 1980 {The Bible, the Qur 'an and science, 
訳 . Alastair D. Pannell, Karayi, t.y.); Afzalurrahman, Quranic 
Sciences, London 1981; Prof. Dr. Omer ^elik, Tek Kaynak 
iki Irmak: Kur 'an 'dan Teknolojik Yansimalar, istanbul 2009; 
Osman Nun Topba§, Rahmet Esintileri (Geni§letilmi§ yeni 
baski), istanbul 200 8; imaduddin Halil, “The Qur’an and Mo8 
dem Science: Observations on Methodology ”， The American 
Journal of Islamic Social Sciences, 1991, Vol. 8, No. 1 ， s.1-13; 
Prof. Dr. Vahidtiddin Han, Islam Meydan Okuyor, Istanbul 
1996. 
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ゆる時代のニーズに応えること、良心を持つ 
人によって批判される不足点を含まないこ 
と、他の法によって解決が困難である問題が 
容易に解消されていること、それが設けてい 
る法規が大きな英知を含んでいること、この 
壮大な法令が他のものに比べると非常に短期 
間で頂点に達していることといった点におい 
て示されています。 

知識、文明、文化から何も得ていない民 
族の中で、文盲で読み書きのできない、法 
学教育を受けてもいない一人の預言者を通 
して、突然完全な法令が出現したのです。 
この法令は、民法、個人に関する法、国家間 
の法、戦争や平和の規定等を、最も素晴らし 
く強固な形で示しています。クルアーンは最 
後の審判の日まで訪れる全ての世紀を対象と 
した、このような法 システムを もたらすと同 
時に、この法を非常に短期間で形成したので 
す。解釈学者カーシミーは、クルアーンのこ 
の奇跡的な側面に ついて 次の よ うに表現して 
います。 


「アツラーはアラブ人のウンマを、段階 
的に23年かけて鎂けられ、育てられた。この 
段階での発展は、通常の条件において他の集 
団では、社会学者たちを媒介として数世紀で 
ようやく実行され得る」 ( MehasinU ' t - Te ’ vll ， 


Kahire ts ., II ， 219) 






最後の啓 TT ： 宗教イスラ'—ム 


ここまで言及してきた点は、クルアーン 
の奇蹟的な側面のごくわずかにすぎないので 
す。 


6. 西洋人のクルアーンに関する感情 

多くの人が、イスラームに入る前にその 
ウンマと共にクルアーンを読むこと、もしく 
は聞くことによって影響を受けるプロセスに 
入っているのを目にします。ムスリムになっ 
てから、ケリーマという名をもらった西洋の 
学者は次のように語っています。 

「クルアーンは、それをもたらした預言者ム 
ハンマドをも導き、時には彼に警告を与えてい 
る。預言者ムハンマドが自らクルアーンを書いた 
とすれば、そのようなことは起こっただろうか」 188 

数学教授であるガリー ■ ミラーはある時 
ムスリムをキリスト教に招いている時に、彼 
らに対し優位に立ち、過ちを見出す為に、ク 
ルアー ンを読みたくなりました。14世紀前に 
書かれ、砂漠やそのようなものに言及してい 
る、古い書物であると予想していました。し 
かしク ルアー ンで彼が見出した知識は、彼を 
驚かせるものでした。さらにこの本で、世界 
のどの本にも書かれていないことが存在する 
ことを発見しました。ク ルアー ンでは、預言 


188. A. An - Y. Karabulut, Neden Miisluman Oldum, p.184. 
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者ムハンマドの身に起こったこと、妻聖ハテ 
ィージャの、娘たち、息子たちの死と言った 
ことが書いてあると予想していました。しか 
しクルアーンにはそのようなこともありませ 
んでした。逆にクルアーンでは、「マリヤム 
章」という名の、聖マリヤムが誉れを与えら 
れている、また類似するものがキリスト教の 
新約聖書にも存在しない章がありました。預 
言者ムハンマドを深く愛していたその妻聖ア 
ーイシヤもしくは娘フアーティマの名がつい 
た章はありませんでした。さらにクルアーン 
では、預言者イーサーの名が25回、預言者ム 
ハンマドの名がたったの4回登場しているこ 
とを知り、驚きはさらに深まりました。そし 
てつい に ムス リムとなったのでした。 189 

アメリカ人のサーリクは、次のような注意 
をひく表現を用いています。 

「クルアーンを読むと、私の生き方の過 
ちを見ることができる。読んだ時は、それが 
人間の言葉ではないことを理解する。なぜな 
らどの人も、クルアーンほどに私のことを知ること 
はできない」 190 


ペンシルバニアの コワルスキーは 次のよう 
に語っています。 

「ク ルアー ンは人の精神を読み取る。何 
かが気になっていた時には、ク ルアー ンです 


189. Defne Bayrak, Neden Musliiman Oldular? p.138. 

190. Boken, 同著 1,157. 
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ぐにその答えを見出すことができる。多くの 
人が、ク ルアー ンが人の精神を読み取るとい 
う点で私と同意見であると考える」 191 

ダグラス.ウイリアムズは次のように語って 
います。 

「私はク ルアー ンを読むごとに、大きな 
安らぎを見出す。時には夜遅くまで起きて、 
夜の3時までク ルアー ンを読んでいる。クル 
アーン にある節の深い意味は、私に大きな安 
らぎを与え、文化レベルを高める。人生のど 
の部分でも、このようなレベルで生きたこと 
は思い出せない」 192 



191. Boken, 同著 ,I, 56. 

192. Boken, 同著， II ， 16. 






第 4 部 

慈悲の預言者 

ムハンマド.ムスタフア 


1 . 子供時代、若者時代 

預言者ムハンマドは西暦5 71年4月2 
0日にあたる、ラビー•ウル•アツワル月の 
第12日、月曜日の朝の日の出の少し前にマ 
ッカでこの世界に誉れを与えられました。そ 
の神聖な血統は、聖イスマイルの息子カイザ 
ルの血筋のうち最も誉れ高いァドウナンにま 
で至ります。 193 預言者ムハンマドはクライシ 
ュ族の中で、母方も父方も最も清らなで誉れ 
高い一家に属していました。 

おそらく父のアブドウラーは、ダマスカス 
に貿易の為に行き、帰途、マディーナで病気 
になり、預言者ムハンマドが生まれる2か月 
前に亡くなりました。預言者ムハンマドは、 
気候条件がよりよい地域で育ち、より健康で 
いる為、そしてアラビア語をより的確に話す 




193. Buhari, Menakibu^-Ensar, 28; Ibn-i Hi§am, I, 1-3; Ibn-i Sa‘d, 
I, 55-56. 
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ことができるように、 4歳まで乳母のハリー 
マのそばで育ちました。6歳になった時に母 
聖アミーナは、召使であるウンム•アイマンを 
も同行させ、預言者ムハンマドを父アブドウ 
ラーの 墓を訪問する為にマディー ナヘと 連れ 
ていきました。その帰途にアミーナは病気に 
なり、エブヮ村で亡くなりました。彼女は底 
に埋葬されました。預言者ムハンマドはこの 
形で、母親をも失い、マッカに戻りました。 
その後、祖父のもとに引き取られました。し 
かし8歳の時には、祖父アブドウルムッタリブも 
亡くなりました。その後は叔父のアブー•ター 
リブが引き取り、献身的に彼を庇護したのでし 
た。 


預言者ムハンマドの孤児としての子供時 
代、及び若者時代は、偉大な道徳的清らかさ 
と崇高さのうちに過ぎました。一時期、羊飼 
いをしていました。後に貿易に従事しまし 
た。 194 その誠実さと取引における公正さによ 
り皆に知られていました。そして敬意、尊敬 
を得て、「アル•アミン」、最も信頼できる人と 
いう呼び名を得ていました。 


信頼性はあたかも彼の第2の名前のよう 
でした。2 5歳になった時には、マッカでた 
だ「アル■アミン」の名での身よばれてい 
ました。 195 多神教徒たちは自らの仲間ではな 


194. Buhari, Icare, 2 ； Ebu Davud, Edeb ， 17, 82; Hakim, III, 
200 . 



ibn-i Sa‘d ， I ， 121, 156. 
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く、「ムハンマドウル•アミン」と呼んでいた預言 
者ムハンマドを信頼し、貴重なものは彼に預 
けていました。カーバ神殿の修復の際、「黒 
い石」を元の場所に戻すという事柄について 
意見が衝突した時、皆、預言者ムハンマドの 
判断に文句を言わずに従い、彼も天才的な解 
決策によって大きな戦いを防レ、だのでした。 196 

預言者ムハンマドは、預言者となる前 
も、その人間性により、一族の中で最も優 
れ、血統という点で最も誉れ高く、道徳の点 
から最も素晴らしい人でした。隣人について 
この上なく尊重し、穏やかさや誠実さで最も 
優れ、人々に悪事を働いたり苦しめたりする 
ことから最も遠いのは彼でした。誰かのこと 
を非難したり、贬めたり、誰かともめたりす 
ることは見られませんでした。 197 

預言者 ムハンマドは、 2 5歳になる とマ 
ッカの誉れある女性である聖 ハティ ージャ 
が、その誠実さに驚き、結婚を提案しまし 
た。ハティー ジャは預言者 ムハンマドよりも 
15歳年上で、子供もいる未亡人でした。預 
言者 ムハンマドは彼女と、人々 への模範にな 
るような、この上なく整えられ、安らぎに満 
ちた家庭を築きました。結婚生活の、若者時 
代、成熟時代にあたる最初の2 4年は、ただ 
ハティ ージャとのみ過ごしました。その後の 

196. ibn-i Hi§am, I, 209-214; Abdlirrezzak, V， 319 

197. ibn-i Hi§am, I, 191; ibn-i Sa’d, I ， 121. 
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5年の一部は一人で、残りは未亡人であるサ 
ウダと過ごしました。その後の結婚は、完全 
にイスラームの、人間性の、そして政治的な 
目的によるものでした。悪い意図を持つ人々 
が主張しているように、この結婚の理由が性 
欲であれば、預言者ムハンマドはその生涯の 
最も若く健康な時代に、自分よりも15歳年 
上の、未亡人であり子供もいる女性と共に過 
ごすことはなかったでしよう。 198 


2. 預言者としての時代 

ついに40歳になった時、アツラーは、 

「読め、創造なされる御方、あなたの主の御 
名において」 199 (凝血章第1節）という命令に 
より、預言者としての任務を彼に与えられま 
した。預言者ムハンマドは、その呼びかけを 
初めて行った時期には、サファーの丘の高い 
岩の上に上り、クライシュ族に呼びかけて、 


「クライ シュの 集団よ！私があなたに、 
この 山のふもともしくはその谷に敵の騎馬が 



198. 預言者ムハンマドが複数の女性と結婚したことの英 
知に ついては 参照： Osman Nuri Topba§, Hazret-i Mu- 
hammed Mustafa (s.a.v), I, 130-140 (http-//hazretimu- 
hammedmekkedevri.darulerkam.altinoluk.com/); Prof. 
Dr. Omer ^elik, Dr. Mustafa Oztiirk, Dr. Murat Kaya, Usve-i 
Hasene, II, 392-405 (www.usveihasene.com); Dr. Murat Kaya, 
Ebedi Yol Haritasi ISLAM, istanbul 2009, p . 469-481. 

199. 凝血章第 1-2 節 
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いる、すぐにあなた方を攻撃し、財産を奪う 
だろうと言えば、私を信じますか」と尋ねま 
した。皆、考えることもなく、 

「はい、信じます。なぜなら今まであなたは 
常に正しかったからです。嘘をついたところを見 
たことがありません」と言いました。 

そこで預言者ムハンマドは自らがアツラ 
一によって遣わされた、警告を与える預言者 
であることを宣言しました。その言葉を信 
じ、アツラーが望まれる形の人生を送る者が 
来世ではこの上なく素晴らしい報償を得るこ 
と、否定する者は厳しい懲罰を受けること、 
従ってこの世界にいる間にその永遠の世界 
の為に十分に備えることが必要であることを 
興奮のうちに語りました。しかし人々を誤っ 
た信条から救うことはとても困難なことでし 
す， 200 


預言者 ムハンマドは、 その 日 以来、部族 
の迫害や妨害にも拘らず、真実へと招くこと 
を一瞬たりとも断念しませんでした。家々を 
まわり、巡礼の場や市場を訪問し、あらゆる 
機会に人々を導きへと招きました。嫌になっ 
たり、うんざりしたりすることはなく、最も 
無慈悲な形で敵対してくる者に対してすら、 
同じ真実を何度も説きました。人々に、 


200. Bkz. Buhari, Tefsir, 26/2 ； Ahmed, I, 159, 111. 
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「私が行っていることについては、あなた方 
に何の対価も求めない」 2 D 1 と言われ、ただア 
ツ ラーの ご満悦の為に布教を行っていること 
を告げておられました。頑固な不信心者たち 
は、彼に奇跡を求め続けていました。アツラ 
' 一は次のように語られました。 

「言ってやるがいい。「主に讃えあれ、わたし 
は使徒として（遣わされた）一人の人間に過ぎな 
いではないか。」導きがかれらに下された時、人 
びとの信心を妨げたのは、かれらが、「アツラーは 
(わたしたちと同じ)一人の人間を、使徒として遣 
わされたのか。」と言った（こと）に外ならない。言 
ってやるがいい。「もし地上を悠々と往き来してい 
るのが天使なら、われはきっと一天使を使徒とし 
て、天からかれらに遣わしたことであろう。」」（夜 
の旅章第 93 — 95 節） 

預言者ムハンマドは、文盲でした。当時 
の人の多くがそうであったように、読み書き 
をご存じではなかったのです。従って彼が説 
かれたことは、本や人々から学んだことを書 
き留めたものである可能性はないのです。文 
盲である人が、40歳を過ぎて突然、最も高い 
レベルで雄弁さや素晴らしい言葉遣いで、驚 
異的な知識を伝えはじめることは、ただアツ 
ラーの 啓示によって可能となる者です。これ 
を、当時の敵であった人々は皆知り、受け入 

警 


201. サード章第 86 節 
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れてもいました。 アツラーはクルアー ンで、 
次のように語られています。 

「あなたはそれ(が下る)以前は、どんな啓典 
も読まなかった。またあなたの右手でそれを書き 
写しもしなかった。そうであったから、虚偽に従う 
者は疑いを抱いたであろう」 （蜘蛛章第 48 節） 

多神教徒は、預言者 ムハンマドの 道徳を 
認めており、彼が決して嘘を言わないことを 
心から信じていました。ただ、不正に手にし 
たいくっかの世俗的な利益や我欲の喜びを放 
棄することを望んでいなかったのです。実際 
預言者 ムハンマドは ある時、無慈悲な敵であ 
る アブー.ジャ フルとその友のところに寄り 
ました。彼らは、 

「ムハンマドよ。誓って言うが、私はあなたが 
嘘をついたとは言っていない。あなたは私たちの 
そばで常に正しいことを話し、信頼できる人であ 
る。私たちはただ、あなたがもたらした言葉を嘘 
であるとしているのだ」と言いました。 ( Vahidl , 
Esbabii Niiztil,s. 219； Tirmizi, Tefsir, 6/3064) 


多神教徒たちは、預言者ムハンマドがダ 
アワを断念するよう、とても努力をしまし 
た。預言者ムハンマドが深く愛していた伯父 
を仲介に入れたりもしていました。預言者ム 
ハンマドを訪ね、彼を皇帝にしたり、彼らの 


中でお金を集めて一番の金持ちにしたり、最 


も美しい娘たちと結婚させたり、といった気 
をひくような提案を行いました。そして「あ 
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なたが何を望むのであれ、それを行う用意は 
ある」と言いました。預言者ムハンマドは、 
非常に明白に、はっきりとした形で次のよう 
に答えられました。 


「私はあなた方から何も求めていませ 
ん。 財産 も、 資本 も、 玉座 も、 長となること 
も。私のただ一つの望みは、あなた方が偶像 
巣杯をやめ、唯一である アツラーの みにイバ 
' 一■ダを行うことです」 ( lbn-i Keslr , el - Bidaye , 
III , 99-100) 

預言者ムハンマドに何の妥協もさせなれ 
なかった多神教徒たちは、脅迫行為にでるよ 
うになりました。ムスリムに対する迫害、拷 
問は次第に激しくなっていきました。ムスリ 
ムの一部は、その時期に、公正さが支配して 
いたエチオピアに移住しました。 


3. ボイコットと夕ーイフへの旅 


多神教徒たちは、ムスリムや彼らを守る 
ハシム家の一族とのあらゆる取引、婚姻のよ 
うな文明的行為、そしてすベての人間的なつ 
ながりを絶ちました。これを契約書に書き留 
め、カーバ神殿の壁に掲示しました。このボ 
イコットや禁輸措置は、3年の間その激しさ 
を保ったままで続けられました。ムスリムは 
飢えと困窮に直面しました。飢えの為に木の 



皮や葉を食べていました。子供たちの泣き声 
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がとても遠くから聞こえていました。サアド* 
ビン.アビ•ワッカスは次のように語っていま 
す。 


「ボイコットの時期に、ある晚空腹の為 
外に出た。足が、湿った何かを踏んだ。私は 
それをすぐに口に入れた。それが何であった 
かはいまだに知らない」 （ Silheyll ， er - Ravdu ’1- 
Unuf , Beyrut 2000， III , 216) 

結果的にボイコットは終了しましたが、 
ちようどその時期に、預言者ムハンマドの叔 
父 アブー • ター リブと妻聖 ハティー ジャが亡 
くなったのでした。敵の攻撃は恐ろしい段階 
に達していました。預言者ムハンマドの力に 
影響を及ぼし始めていました。預言者ムハン 
マドは、ザイド•ビン•ハーリサを連れ、マッカ 
から 160 キロの地点にある ターイ フの町に行 
かれました。親戚たちもいるこの町に、10日 
間滞在されました。彼らは最初はからかい、 
それから侮辱を始めました。それから、奴隸 
たちを預言者ムハンマドが通る道の両側に並 
ベ、梅辱しながら投石を行わせました。あち 
こちが血まみれになったこの慈悲の源である 
預言者は、直面したこのひどい行いに対して 
も呪いの言葉をかけることはないばかりか、 
その任務に不足があることを恐れ、次のよう 
に懇願されました。 


「アッラーよ！私の力が弱められるこ 
と、策が尽きること、人々に侮辱され、軽蔑 
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されることからあなたに庇護を求めます。 
慈悲深い中でも最も慈悲深いお方よ。もし私 
に対してお怒りでないのなら、私が直面して 
いる苦痛や災難を気に留めることはありませ 
ん。アツラーよ、あなたは私の民に導きをお 
与えください。彼らは知らないのです。アツ 
ラーよ、あなたが満足してくださるまで、あ 
なたに許しを希います」 （イブニ. ヒ シャム， II , 
29-30; ヘイセミ VI , 35) 

預言者ムハンマドの唯一の目的はアツラ 
一に満足していただくことであり、アツ ラー 
が与えられた任務を最も素晴らしい形で実行 
することでした。この為に、直面した最も重 
い拷問や苦痛すら、その目には見えない存在 
となっていたのでした。 

預言者 ムハンマドは、ターイフ からの帰 
途について次のように語られています。 

「私は戻り、深い悲しみの中で歩いてい 
ました。カル ヌス •サアリブ地区につくま 
で、自分を取り戻すことができませんでし 
た。そこで頭を上げて周囲を見ると、雲が私 
に影を作っているのを見ました。注意深く見 
ると、その雲の中にジブラーイールがいるこ 
とに気が付きました。私に、 



『アッラーは、あなたの民があなたにな 
んと言ったのか、あなたを保護することをど 
のように拒んだのかを聞いておられる。彼ら 
にあなたが望むことを行う為に、山々の天使 





クノレフ^ 1 — ~ン - 

を派遣された』と言いました。そして山々の 
天使は私に声をかけ、挨拶をしました。それ 
から、 


『ムハンマドよ！ あなたの部族があなた 
に何と言ったか、アツラーは聞かれている。 
私は山々の天使である。あなたが何を命じよ 
うと、それを行う為にアツラーがあなたに私 
を遣わされた。何をすることを望んでいる 
か。もし望むなら、この二つの山を彼らの上 
に崩そう』と言いました。そこで私は 

『いいえ、私はただ、アツラーが彼らの子孫 
から、アツラーにイバーダを行い、アツラーに何も 
のをも配することのない人々を出現させてくださ 
ることを望みます』と言いました」 （ブハーリー、 ベ 

デイウルハルク7;ムスリム、 ジハード，111) 

当時、マデイーナから来た一団の人々が 
入信しました。彼らはマデイーナでイスラー 
ムを説き始めました。預言者ムハンマドに、 
いい教師を求めました。ムスアブ.ビン.ウ 
マイルが任命されました。彼の努力の結果、 
短期間のうちにイスラームに入信していない 
家庭がないほどになりました。ついにムスリ 
ムは、預言者ムハンマドをマデイーナに招 
き、彼を守ることを約束したのでした。 







最後の啓 TT ： 宗教イ スラ' —ム 


4. ヒジュラとマデイーナ時代 

多神教徒の拷問が忍耐できないものとな 
り、預言者ムハンマドは、サ ハーバたち にこ 
っそりとヒジュラを行うように言いました。 
それを学んだ多神教徒たちは、一人になって 
いた預言者ムハンマドを暗殺しようとしまし 
た。それぞれの一族から若者が一人参加し 
て、同時に攻撃する予定になっていました。 
それにより、預言者ムハンマドの近親者が権 
利を主張した際に全部族を相手にすることに 
なったのです。その時、 ァッ ラーは預言者ム 
ハンマドにも、ヒジュラを行うことを命じら 
れました。預言者ムハンマドは、聖アリーを 
呼び、預かっているものを持ち主に変える為 
に、彼を代理人として残しました。なぜなら 
マッカでは、大切な品物を持っていて、その 
誠実さや信頼性を知っている為に預言者ムハ 
ンマドにそれを預けていない人は皆無であつ 
たからです。 



その夜、多神教徒たちは、家の周囲を取 
り囲んでいました。しかしアッラーへの信頼 
と服従が無限である預言者ムハンマドには、 
何の不安も恐れもあせりも見られませんでし 
た。手のひら一杯の土を取り、多神教徒たち 
にかけ、ヤー.スイーン章の最初の章を読みな 
がら、彼らの間を通り抜けました。誰も彼を 
見ることはありませんでした、 





クノレアーン 


このようにして預言者ムハンマドは、マ 
ッカでの13年の布教の努力の後、マデイーナ 
にヒジュラを行ったのです。マデイーナのム 
スリムであるアンサールと、マッカから移住 
したムハージルを互いに兄弟として宣告しま 
した。アンサールは、ムハージルの兄弟たち 
に財産を示し、「これが私の財産だ。半分はあな 
たのものだ」と言ったのでした。それに対し、 
その心が満たされた宝庫となっていたムハー 
ジルたちは、 


「財産があなたにとって神聖なものであ 
りますように。私に市場の場所を示してくれ 
ればそれで十分だ」と言えるだけの成熟差を 
示したのです。（ブハーリー、ブユ、 1) 

預言者ムハンマドは、当時マデイーナで 
暮らしていたムハージルたち、アンサールた 
ち、そしてユダヤ教徒たちを互いに、そして 
新しいイスラーム国家に対する責任を定める 
法律を用意されました。「マデイーナ文書」と 
呼ばれるこの文書は、世界史において初めて 
の、文書にされた憲法です。 2 。 2 

多神教徒がムスリムに示したはっきりと 
した悪意と、隣人のユダヤ教徒がしばしば条 
約を破って約束を守らなかったことにより、 
いくつかの戦争が行われました。諸世界の慈 
悲として遣わされた預言者ムハンマドは軍事 


202 . 


Prof. Dr. M. Hamidullah, The First Written Constitu¬ 
tion in the World, Lahore 1975. 
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作戦でも非常に慈悲深い政策を取り、短期間 
で全てのアラビア半島を支配下におさめた 一 
方で、どちらにおいてもあまり血が流される 
ことはありませんでした。全ての問題はまず、 
平和的手段で解決することを選択されたので 
す。 


預言者ムハンマドは、自ら29の戦いに参 
加されました。そのうちの19においては、実 
際には戦闘は生じておらず、相手側と条約を 
結んだのみだったのです。13の戦いにおいて 
は実際の戦闘を行わざるを得ない状態にな 
り、その合計でムスリムは140人が殉死しまし 
た。敵側では335人が死亡しています。 203 

イス ラームに おける戦いの真の目的は、 
人を殺すこと、戦利品を獲ること、地上を破 
壊すること、個人的な利益を得ること、物質 
的な利益を得ること、もしくは報復すること 
ではありません。その逆で、人々を導きに至 
らせ、あらゆる不正を取り除くことなので 
す0 



203. Bkz. Prof. Dr. M. Hamidullah, Hz. Peygamber’in San 
va§lari, istanbul 1991; Dr. El§ad Mahmudov, Sebep ve 
Sonuglari itibariyle Hazret-i Peygamber 'in Sava§lari, 2005, 
M.O.S.B.E . 未出版の博士論文 
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5. 比類なき道徳の例 

慈悲、慈愛 

預言者ムハンマドは、全人類の為の無限 
の慈悲、慈愛に満たされていました。アツラ 
一は次のように語られています。 

「今、使徒があなたがたにあなたがたの間から、や 
つて来た。かれは、あなたがたの悩みごとに心を痛め、 
あなたがたのため、とても心配している。信者に対し優 
しく、また情深い」（悔悟章第 128 節） 

いかに信者への慈悲がより強いとはい 
え、クルアーンは彼が是人類に対し慈悲深い 
ということを証言しています。クルアーンは 
同時に、そのウンマも、全人類、さらには敵 
に対しても憐みを抱いていることを説いてい 
ます。 


「それ、あなたがた（ムスリム）はかれらを愛 
しているが、かれらはあなたがたを愛してはいな 
い。あなたがたはどの啓典も信じる。だがかれら 
はあなたがたと会うと、「わたしたちは信じる。」 
と言う。しかしかれらだけの時は、あなたがたに 
憤激して指先を嚙む。言ってやるがいい。「憤死し 
なさい。アツラーはあなたがたが胸の中に抱くこ 
とを知っておられる。」 （アリ . イムラーン家章第 II 9 

節）204 


204. Muhammed A. Draz, isiam Hakkinda Bazi Goru§ler, 


p. 94. 
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預言者ムハンマドは、ただ人間だけでは 
なく、動物や植物にも無限の慈悲を持ってい 
るお方でした。多神教徒たちが裏切りを行 
い、条約を破り、もしくは戦争を選択した 
時、預言者ムハンマドは1万人の大規模な軍と 
共にマッカに出発しました。アルジュ地区から 
出発し、タルーブの方に向かう時、その道に 
子犬たちのそばに寝そべり、彼らに乳を与え 
ている犬がいました。すぐにサハーバのジュア 
イル•ビン•スラーカーをそばに呼び、その犬の 
そばで見張りとしました。母犬と子犬たちが 
イスラーム 軍によって恐れを感じることがな 
いよう、注意をさせたのです。 

預言者ムハンマドは、ある時アンサール 
の一人の庭園に寄りました。そこにいたラクダ 
が、預言者ムハンマドを見て泣き始め、その 
目から涙を流しました。預言者ムハンマドは 
ラクダのそばに行き、耳の後ろを優しくなで 
ました。ラクダは落ち着きました。そこで預 
言者ムハンマドは、 

「このラクダは誰のものか」と尋ねられ 
ました。マデイーナの若者が近づき、 

「このラクダは私のものです、アッラー 
の使徒よ」と言いました。預言者ムハンマド 
は、 



「あなたに恵まれたこの動物について、 
アッラーを恐れないのかね？彼はあなたが自 
分を空腹のままにしていること、非常に疲労 
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させていることを訴えている」と言われまし 
た。（アブー.ダーウード，ジハード 44/2549) 

おなかと背中がくっついてしまったよう 
なラクダのそばを通る時も、 


「話ができないこの動物たちについて、 
アツラーを恐れなさい。人間として乗り、人 
間としてほふり、食べなさい」と命じられま 
した。アブー.ダーウード，ジハード 44/2548) 

サワダ•ビン•ラビーは、次のような素晴ら 
しい細やかさと慈悲の例を伝えています。 

「預言者ムハンマドのご家族のおそばに 
行き、あるものを求めました。私に数頭の （3 
頭から10頭まで）ラクダを与えるよう言われ 
ました。それから次のように奨励されまし 
た 0 


「家に戻ったら、家族の人々に言いなさ 
い。動物の世話を十分にし、エサも十分に与 
えなさい。そして彼らに爪を切るように言い 
なさい。動物の乳を搾る時に乳房を傷つけ、 
けがをさせないように」 （ァフマド III , 484; ヘイ 
セミ V ,168, 259, VIII , 196) 

ある時預言者ムハンマドは、羊の乳を搾 
っている人に会いました。彼に、 


「動物の乳を搾る時には、その子の為に 
も乳を残しなさい」と言われました。（ヘイセミ 


VIII , 196) 
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アフ 1 一•ダルタはある日、ラクダにあまり 
にも多くの荷を負わせている人々に出会いま 
した。ラクダはあまりの荷の重さに立ち上が 
ることができずにいました。アブー•ダルダ 
はすぐにラクダの上のあまりにも多い部分を 
おろし、動物を立たせてから、その持ち主に 
次のように言いました。 

「もしアッラーが、動物たちに対するこ 
のひどい行為ゆえにあなた方が犯した罪を許 
されるなら、あなたに大きな許しを与えられ 
たことになる。私は預言者ムハンマドがこう 
語るのを聞いた。 

『アッラーは言葉を持たない動物たちに 
良く振る舞うことを命じられる。肥沃な土地 
を通過する時は、動物たちがどこで草を食べ 
るのを許しなさい。乾いた土地を通過する時 
は、そこを急いで通り抜けなさい。このよう 
な場所で長い時間滞在して、動物たちに苦し 
みや害を与えてはいけない』」 ( ibn-i Hacer , el - 
Metalibu ' 1- Aliye , II , 226/1978) 


許されること 



預言者ムハンマドは、罰を与える力があ 
る一方で、ご自身に多くの悪事をなした人々 
を許され、言葉やしぐさで彼らの罪を非難す 
ることもありませんでした。なぜなら預言者 
ムハンマドはムスリムであれ不信心者であ 
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れ、誰かに悪いことが起こることを求めない 
お方であるからです。皆に対して、立派な礼 
儀、徳によって振る舞われました。血を流す 
ことなくマッカを征服した時、21年間あらゆ 
る敵対行為を行てきた人々が、その前で集め 
られ、判決を待っていました。彼らに、 

「クライシュの人々よ。今私があなた方 
についてどうすると考えていますか」と聞か 
れました。クライシュの人々は、 

「私たちはあなたが良いことをすると期 
待して、『良いことをするだろう』と答えま 
す。あなたは気前の良い善良な兄弟であり、 
気前の良い善良な甥です」と言いました。そ 
れに対し預言者ムハンマドは、 

「私は、聖 ユースフ がその兄弟に言った 
ように、『今日あなたがたを、（取り立てて)咎め 
ることはありません。アッラーはあなたがたを御 
赦しになるでしょう。かれは慈悲深き御方の中で 
も最も優れた慈悲深き御方であられます』■と 
言います。さあ、行きなさい。あなた方はも 
はや自由です」と言われました。 （イブニ.ヒシ 
ヤム， IV ，32;ワーキルデイ II ，835；イブニ•サアド， 
II , 142-143) 

そしてその日は、「慈悲の日」と名付けら 
れました。 21 > 6 

205. ユースフ章第92節 

206. Vakidi, III, 352; Ali el-Miittaki, Kenz, no: 30173 
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その日、ウフドの戦いで叔父のハムザを 
殺したワフシーと、その内臓にかみついたヒン 
ディをも許されたのでした。 2OT 娘の聖ザイナブ 
をラクダから落とすという形でその死の要因 
となった ハツ バル•ビン•アスワドすら、 この 大 
きな許しから益を得たのでした。預言者ムハ 
ンマドは、この上ない細やかさを示され、ハ 
ッ パールを 許すだけではなく、同時に彼を侮 
辱すること、過去の行いの為に彼を非難する 
ことも禁じられました。 (Vakidi, II, 857-858) 

マッカが征服された時、アブー.ジャフ 
ルの息子イクリマが逃亡しました。預言者ムハ 
ンマドは、彼が以前に行った全ての悪事を脇 
に寄せ、彼に許しを与え、自分のもとによば 
れました。その妻が彼を追いかけ、預言者ム 
ハンマドの招きを伝え、彼にマッカに戻るよ 
う、説得しました。マッカに近づいた時、預 
言者ムハンマドは大きな奇跡と驚くべき細や 
かさを示され、サハーバに次のように言われ 
ました。 

「イクリマ.ビン•アブー. ジヤ フル 
が、信者かつ移住者としてあなたがたのそば 
に来る。もはや、彼の父を侮辱してはいけな 
い。どれだけの悪人であったとしても、死者 
を侮辱することは、生きている近親者を悲し 
ませるだけであり、死者には届かないのだ」 
(ハー キム， III, 269/5055 ； ワーキル ディ， II, 851) 


207. Buhari, Megazi, 23 ； Muslim, Akdiye, 9. 
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預言者ムハンマドは、イクリマがやって 
きたのを目にされ、喜びのあまり立ち上が 
り、三度、 

「ようこそ、騎兵の移住者よ、よく来てくれ 
た」と言われました。イクリマは、 

「誓って言いますが、アツラーの使徒 
よ、イスラームと敵対する為に費やしたもの 
の、少なくとも1倍を、アツラーの道において 
費やしましよう」と言いました。 （ハーキム m , 
271/5059；ワーキルデイ II , 851-853; テイルミズイー， 
イステイザン 34/2735) 

預言者ムハンマドは彼のようなさらに多 
くの人々を許されています。 


謙虚さ 


預言者ムハンマドは、この上なく謙虚な 
方でした。人々の目において最も強力である 
と見られたマッカ征服の日、彼の御前に采 
て、話す際に恐怖のあまり震えている人に、 
最も力がなかった時代の例を示され、落ち着 
くようにこう言われたのでした。 


「落ち着きなさい、兄弟よ。私は皇帝や 
支配者ではない。クライシュ族の、日干し肉 
を食べる女の息子です」（イブ ニ.マジャ，エティ 


メ，30;ハーキム III , 50/4366) 
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人々がご自身について、過度に振る舞う 
ことを許されませんでした。 

「私を、『アツラーのしもべ、そして使 
徒』と呼びなさい」と命じられていました。 （ 
ブハーリー、預言者、 48) 


彼は、預言者であることを認める文章の 
最初で、特に、そして何度も「アツラーのしも 
ベ」という言葉を加え、ウンマを、過去の民 
族のように人を神格化するという危険から守 
りました。また、この言葉に関して、 

「あなた方は私を、私の権利である位階 
よりもなお高めてはいけない。なぜならアツ 
ラーは、私を使徒とされるまえにしもべとさ 
れたのだ」と言われました。（ヘイセミ、 IX , 21) 

サ ハーバた ちが伝えるところによると預 
言者 ムハンマドは、 病人を訪問し、葬儀に参 
加し、しもべたちの招きに応え、ロバに乗ら 
れました。動物の背に人を乗せ、食事は床に 
おいて食べました。粗いウールの服を切ら 
れ、座って羊の乳を搾られ、客にも対応さ 
れ、彼らに奉仕し、もてなしをされました。 
未亡人、貧困者、行き詰った人などの用事の 
為に彼と共に歩くことをためらわれることは 
なく、尊大に振る舞われることもありません 
でした。 208 

208. 参照. Tirmizi , Cenaiz , 32/1017; ibn-i Mace , Ziihd ,16; Nesai , 
Cuma , 31; Hakim , I , 129/205; II , 506/3734; IV ,132/7128; 
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素朴さ 

預言者ムハンマドは、この上なく素朴で 
謙虚な暮らしを送っていました。聖アーイシャ 
は次のように伝えています。「アッ ラーの 使 
徒に、一杯の飲み物が運ばれてきた。中には 
牛乳と蜜が入っていた。アッ ラーの 使徒はこ 
う言われた。 

『一つの飲み物の中に、二つの恵み、一 
つのコップの中に二つのもの。私にはこれは 
必要がない。しかしこれがハ ラームで あると 
は考えていない。しかし最後の審判の日、ア 
ッラーはこの世界での余計なものについて問 
われることを恐れている。アッラーの為に謙 
虚さを示しているのだ。誰であれ、アッラー 
の為に謙虚さを示せば、アッラーはその人を 
高められる。誰であれ、うぬぼれを抱くので 
あれば、アッラーはその人を低められる。誰 
であれ、倹約していれば、アッラーはその人 
を豊かにされる。誰であれ、死者を何度も思 
い出すなら、アッラーはその人を愛される』 
( ヘイセミ X, 325) 

シファー•ビンテイ•アブドウラーは次のよう 
に語っています。 


「ある時、私はアッラーの使徒のおそば 
にいた。彼に何かを求め、そして自分の状態 
について苦情を言った。彼は、自分のもとに 
は何もないと言われ、私に謝られた。私は『 
何もくれなかった』と独り言を言った。その 
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時、昼の礼拝の時間になった。そこから私の 
娘の家に行った。婿のシュダフビル.ビン. 
ハサナが家にいたので、彼に話をした。そし 
て彼に、 

『礼拝の時間が来たのに、まだここにい 
るのか？』と尋ねた。彼は 


『おばさん、私に恥をかかせないでくだ 
さい。私には2枚の服があって、1枚をアツラ 
一の使徒にお貸ししているのです』と言っ 
た。私は事情を理解して、 

『母や父をあなたに捧げましょう。私 
は、自分が望んだものをくれなかったと言っ 
て彼に怒っていた。しかし彼は、何と言う 
状態であったのか』と言った」（ハーキム IV , 
58/6892) 

聖アーイシャは次のように語っています。 

「アツラーの使徒は決して、朝食から残 
った食事を夕食に、夕食から残った食事を朝 
食に取っておかれることはなかった。 一つの 
服を、2枚持っておられることもなかった。2 
枚のシャツ、2枚の外套、2枚の上着、2足の靴 
のどれも、なかった。家にいる時は、何もし 
ていないことは決してなかった。貧者の靴を 
修理していたり、身寄りのない人の服を塗っ 
たりしていた。 
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清潔さ、親切さ 

服を整えることを命じ、身なりのみすぼ 
らしさを良いものと見なされない預言者ムハ 
ンマドは、髪やひげが乱れていることもよし 
とはされませんでした。ご自身はこの上なく 
清潔で美しい人でした。アブー•フライラは次 
のように語っています。 

「ァッラーの使徒よりも美しい人を見た 
ことがない。あたかも、その神聖なお顔で太 
陽を太陽が流れるようであった」 （ァフマド， 
II ，380, 350) 

預言者ムハンマドは、人々が使う醜悪で 
品のない言葉を決して口にされず、次のよう 
に言われていました。 

「最後の審判の日、信者であるしもべの 
秤において、良い徳以上に重いものはない。 
ァッラーは醜い侮辱を行い、醜い言葉を口に 
する人を憎悪される」 （ティルミズイー、ビッル 
62/2002) 


誰かから彼自身に、好まない言葉が至つ 
た時には、 


「誰それには何があったのか、このよう 
なことを言うとは」とは言われず、「一部の 
人々には何があったのか、このような言葉を 
語っているとは」という形で品を示されまし 
た。（アブー.ダーウード，アーダーブ， 5/4788) 
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女性に価値を置かれること 

預言者ムハンマドの命令により、女性に 
対する法が定められました。女性は、社会に 
おける純潔さと徳の象徴となりました。母と 
いう立場が、誉れあるものとされました。預 
言者ムハンマドの、「天国は（誠実な）母の 
足の下にある」 209 というハ ディース により、 
女性は本来持っている権利を得ることができ 
ました。預言者ムハンマドは生涯を通して、 
どの女性にも手をあげられたことはなく、誰 
かを殴られたこともありませんでした。 21 °な 
ぜならァッラーは「出来るだけ仲良ぐかの女 
らと暮しなさい。あなたがたが、かの女らを嫌って 
も（忍耐しなさい）」（婦人章第19節）と命じられ 
ていたからです。 


気前の良さ 

預言者ムハンマドはこの上なく気前の良 
いお方でした。クライシュ族の多神教徒の有 
力者であるサフワン.ビン.ウマイヤは、ム 
スリムではないのにも関わらず、フナインと 
ターイフの遠征で、預言者ムハンマドのそば 
にいました。ジーラーネで集められた戦利品 
を見て歩く時、サフワンがそこにある戦利品 
の一部を驚嘆のうちに来ているのを目にされ 
た預言者ムハンマドは 



209. 

210 . 


Nesai , Cihad , 6; Ahmed bin Hanbel , III , 429; Siiyuti , I , 125. 
ibn-i Mace , Nikah , ° ^. 
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「かなり気に入ったのですか」と尋ねま 
した。「はい」という答えを得て、 


「全てを持って行きなさい、あなたのも 
のにしよう」と言われました。サフワンは驚 
きを抑えることができず、 

「預言者の心以外のどの心も、これほどに気 
前よく離れない」と言い、信仰告白を行い、ム 
スリムとなりました。自分の部族に戻った時 
にも、 

「わが民よ！（走って）ムスリムになり 
なさい。なぜならムハンマドは貧しさや必要 
性の恐れを感じることなく、大きな施しを行 
つている」（参照 Muslim, Fedail, 57-58; Ahmed, III, 
107-108 ； Vakidi, II, 854-855) 


要するに、彼の徳の素晴らしさは説明す 
ればきりがないほどなのです。偉大な学者の 
イブニ•ハジムは次のように語っています。 


「束世の幸福、現世での統治、安らぎの 
ある暮らし、あらゆる道徳的な美点、あらゆ 
る美徳を手に入れたい人は預言者ムハンマド 
をお手本にするべきだ。なぜなら アッ ラーの 
使徒は、あらゆる善において常に進んでおら 
れた。 アッ ラーは彼の徳を賞賛され、全ての 
徳を最も完成された形で彼において集めら 
れ、あらゆる不足から彼を清められた。 (Ibn-i 
Hazm, el-Ahlak ve 5 s-Siyer, Kahire, 1962, s.19-20, 


50) 
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6. その死 

預言者ムハンマドはヒジュラ歴11年のラビ 
一.ウル.ァツワル月の12日、月曜日、西暦 
632年の6月8日に亡くなりました。アツラーは 
彼に、その崇高な誉れにふさわしい形で賞賛を 
与えてくださいますように。そして私たちをも彼の 
とりなしにいたらせてくださいますように。アーミ 
ーン。 


アツラーは彼を、それ以前にもたらされ 
た啓示を評価すること、それらを歴史を通し 
て受けた変更や穢れから清めること、 211 教え 
の不十分な部分を完成させること、過去の 
民族が受けた罰によって負った重い責任を 
取り除くことの為、そして諸世界の慈悲とし 
て、 212 遣わされました。私たちの彼の別れの 
説教に耳を傾け、彼がこの任務を最良の形で 
行ったことを証言します。 


預言者ムハン マ ドは移住者として マディ 
ーナに来られてから、わずか10年後には、ア 
ツラーの お許しに より、 イス ラームを アン マ 
ンから紅海へ、シリアからイエメンへ、アラ 
ビア半島各地を統治するものとされました。 



211. 雌牛章第75節，101節;イム ラーン 家第81節；戦列章第6節; 
婦人章第46節;食卓章第13節，41節. 

212. 食卓章第3節；雌牛章第286節；高壁章第157節；預言者章 
第104節 
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このようにして歴史上初めて、アラビア半島 
が統一されました。ラマルテインは「トルコ 
の歴史」という作品で次のように語っていま 
す。 


「目的の大きさ、その媒介の小ささ、そして 
その結果の崇高さが、その人が天才であることの 
三つの大きな基準であるなら、近代史における最 
も偉大な人物を、預言者ムハンマドを比較する勇 
気が誰にあるだろうか」 

「思想における、思想家、導師、使者、 
提示者、努力者、そして克服者、論理的な信 
条の描写、象徴、彫像がない 一つの 教え、そ 
して20 の 世俗的な、 一つの 精神的な国の創始 
者預言者 ムハンマド。 人の偉大さの確認におい 
て用いられるあらゆる基準において私たちは問 
う。彼以上に偉大な人物がいるであろうか。」 


7. 彼に対する無限の愛情 


サ ハーバた ちは、 預言者ムハンマドを 自 
分の命よりも愛していました。彼に呼びかけ 
を 行う際には、 いつでも 「母や父、私の命、 
全てをあなたに捧げましょう、アッ ラーの 使 
徒よ！」と言っていました。彼の足にとげが 
刺さらないように、と自分たちの命を捧げて 
いました。多神教徒の捕虜となったザイド • 
ビン. デシネと フバ イブは、拷問によって殉 
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教するところでした。魂を召されるわずか前 
に、それぞれに 

「命を助けられる代わりに、あなたの立 
場に預言者がいることを望むか」と聞かれま 
した。二人とも、この不運な質問をした多神 
教徒をあわれんで見つめ、 

「私の子供たちと共にある時に、預言者 
ムハンマドがこの立場にいることどころか、 
今彼がおられる場所で足にとげが刺さること 
すら、決して私の心は認めません」と答えま 
した。この比類なき愛情の光景を前に、驚嘆 
のあまり固まってしまったアブー •スフ ヤン 
は、 


「驚くべきことだ。私はこの世界で、ザハーバ 
がムハンマドを愛するほどに、その指導者を愛す 
る集団を決して見たことがない」（ワーキルディ 
I , 3 60-3 62) と言ったのでした。 




ウフドから戻る時、預言者ムハンマドは馬 
の上におられ、馬の手綱をサアド.ビン.ム 
アズがひいていました。サアドの母、カブシ 
ャ • ビンテイ.ウバイドが預言者ムハンマド 
の方にやってきました。サアドは、 



「アッラーの 使徒よ！ これは私の母で 
と言いました。預言者ムハンマドは 
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「よく来られた」と言われました。女性 
は預言者ムハンマドに近づき、その神聖なお 
顔を見た後、 

「母と父をあなたに捧げましよう。アツラーの 
使徒よ！あなたが健康でおられるのを拝見して、 
あらゆる災いがもはや無となります。 

預言者ムハンマドは、殉死した息子アム 
ル.ビン.ムアズの為に悔みを言われた後、 

「サア ドの母よ！あなたに吉報を伝えよ 
う。あなたの家人全てにも吉報を伝えよう。 
あなた方の一族から殉死した人々は全て、天 
国で一堂に会している。（彼らは12人の殉死 
者を出しました）家族の為にとりなしを行う 
許しも与えられました」 

女性は、 

「私たちは満足しています、アツラーの使徒 
よ!今後、誰が彼らの為に泣くでしようか」 


と言った後、 

「アッラーの使徒よ！殉死者が後に遺し 
た者にも、ドウアーをしていただければ」と 
言いました。預言者ムハンマドは、 


「アッラーよ！彼らの心の悲しみを取り 
除き、災いに終焉をもたらしてください。遺 
された者たちを最良の形でお守りください」 

とドウアーをした後、道を進みました。サハ 
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ーバたちも続いて歩いていました。預言者ム 
ハンマドはサアドに、 


「あなたの一族から多くのけが人が出て 
おり、けがも重い。最後の審判の日、彼らは 
皆、傷から血が流れる状態でやってくるだろ 
う。その血の色は、血の色のままであるが、 

じや香のような香りがするだろう。彼らに、 
家に戻って傷を治療するように言いなさい。 
誰も私たちをついてこないように。これを絶 
対的な命令として伝えなさい」と言われまし 
た。サアドは、 

「アッラーの使徒の絶対的な命令であ 
る。ベニー.クライシュ族のけが人は、私た 
ちと共に来てはいけない」と呼びかけまし 
た。負傷者は全て、望むと望まないとに関わ 
らず、戻っていきました。一晩中灯りをとも 
し、けがの治療を行いました。この一族には 
30人の負傷者がいました。 （ヮーキルディ I , 幻 5 - 
316;デイヤルべクリ I , 444) 



@ 

それより前にエチオピアにヒジュラを行っ 
た移住者たちの最後の遠征者は、ハイバルが 
征服された時、海路によって預言者ムハンマ 
ドのそばに来ました。その中にはァスマ.ビ 
ンテイ.ウマイスもいました。彼女は、ある 
時預言者ムハンマドの妻ハフサの訪問に行き 
ました。少し後で、聖ウマルも、娘ハフサの 
もとに来ました。ウマルはエスマを見て、 
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「こちらは誰ですか」と尋ねました。彼 

女も、 

「エスマ.ビンテイ.ウマイスです」と 
答えました。 ウマルは 優しく、 

「あのエチオピアの人ですか。海路での 
旅に加わった女性ですか」と尋ねました。得 
る間は、 

「はい」と答えました。そこでウマルは、 


「移住において私たちはあなた方を超え 
た。 アツラーの 許しにより、預言者 ムハンマ 
ドに近しくなる権利を、あなた方よりも私た 
ちは持っています」と言いました。エスマは 
この言葉に非常に腹をたて。 


「いいえ。あなたは間違っています、ウ 
マルよ。あなた方はアッラーの使徒と共にい 
ました。彼はあなた方の中で空腹である人に 
食べさせ、無知である者には教えておられま 


した。私たちはエチオピアで、遠くで、異民 
族の無信心者の中で困難な条件のもと暮らし 
ていました。これもアツラーとその使徒の為 
でした。アツラーに誓って言いますがあなた 
が言ったことをアツラーの使徒に伝えるまで 
は、何も食べないし何も飲みません。私たち 
はあちらで迫害を受け、恐ろしい思いをさせ 
られてきました。これを預言者ムハンマドに 
話し、このことの真実を訪ねましょう。誓っ 
て私は嘘はつかないし、誤った道にすべるこ 
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ともないし、話の内容に何かを付け加えるこ 
ともありません。この物事が起こった通り、 
そのままを伝えます」と言いました。預言者 
ム ハン マドが来られると エス マは、 

「アツ ラーの 使徒よ！ウマルがこのよう 
に話しました」と訴えました。預言者ムハン 
マドは、 

「あなたは彼に何と言ったのですか」と 
言われました。彼女は、 

「これこれと話しました」と言いまし 
た。預言者ムハンマドは、 


「彼は、私の視点において、あなた方以 
上に権利の持ち主ではありません。彼やその 
友には一回の聖戦が、あなた方、船の旅人に 
は、2回の聖戦があるのです」と言われまし 
た。 



聖エ スマは 次のように語っています。「 
エチオピアから船で一緒にやってきたアブ 
一.ムーサー.アル-アシュアリやその他の 
サ ハーバた ちが続々とやってきて、私にこの 
ハディースを訪ねていました。この世界で彼 
らを、預言者ムハンマドのこの言葉以上に喜 
ばせる者、そして彼らの心にとってこれ以上 
に大きなものはありませんでした。特にアブ 
一•ムーサーは、このハディースを何度も何 
度も語らせ、預言者ムハンマドの彼ら自身に 
ついての言葉を聞き、飽くなき喜びを感じて 
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いました。（ブ ハーリー メガーズィ， 36; ムスリム、 F 
ファダーイルス.サハーバ 169 ) 


サハーバのこの活気ある愛情は、彼らのハ 
ディースを読む時、そして伝承する時に示してい 
る敬意や注意深さにおいてはっきりと見ること 
ができます。サハーバたちは、預言者ムハンマ 
ドのハディースを伝承する際、知らずに誤った 
ことを話してしまわないよう、膝が震え、顔色 
が悪くなっていました。アムル.ビン.メイム 
ーンは次のように語っています。 

「私はイプニ•メスード師が木曜日の夜に行 
っていた説話に欠かさず通っていた。この説話 
で彼が、『アツラーの使徒はこう言われた』と 
いう形で確定的な表現を用いたところを聞いた 
ことがなかった。ある晩、『アツラーの使徒は 
こう言われた』という言葉で始められた。しか 
しそれに続けることはなく、頭を下げていた。 
少し待った後、私は彼を見た。シャツのボタン 
が外れ、目から涙があふれ、頰が腫れた状態で 
立っていた。しばらくその状態でいた後、次の 
ように言葉をっなげた。 

『アツ ラーの 使徒はこのように、もしく 
はこれに近い、もしくはこれに類似すること 
をおつしやられた』（イブ ニ.マジャ、ムカッディ 

マ、 3) 
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以前、ディヤーメンディという名の正教徒 
であり、メヴラーナの「マスナヴィ」を知っ 
た後、涙を流す信者、預言者へ心を焦がす者 
となったヤマン•デデの次の愛情の状態は非常 
に教訓深いものです。弟子の一人が次のよう 
に語っています。 

「ある時、学習が終わって学校から出 
た。昼ごろ、タクシムに向かっていた。ドイ 
ツ大使館の近くにモスクがあった。そこにヤ 
マン•デデがいた。モスクの壁にもたれ、最 
期の呼吸をしているかのような状態だった。 
ぐったりして弱弱しく、頭を右側にたらし、 
首を折って泣いていた。私はすぐにそのそば 
にかけつけ、 


『先生、どうして泣いているのですか？ 
何かあったのですか」と尋ねた。彼は非常に 
か細く震える声で、 


『いや、違うよ。 アツラーの 使徒のこと 
が思い浮かぶと、我を忘れてしまうのだ。立 
っている力がなくなるのだ。どこかにもたれ 
るか、座らないといけないのだ』と言った」 213 
(Mustafa Ozdamar, Yaman Dede, Istanbul 1994, s. 191- 
192) 



213. 歴史を通して預言者ムハンマドに示された深い愛情に 
ついては参照： Osman Nuri Topba§, Faziletler Medeniyeti, 
I, 223-265; http://islamicpublishing.org/KAYNAKLAR/Do- 
kumanlar/KITAPLAR7english/ingilizce-faziletler-medeniye- 
ti-l.pdf 
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8. その奇蹟の _ 部 

預言者ムハンマドには多くの奇蹟があり 
ます。 214 その最たるものとして、先にも触れ 
た、時代に挑むクルアーンと、預言者ムハン 
マドの素晴らしい生活と崇高な徳が挙げられ 
ます。実際預言者ムハンマドの神聖な生涯と 
崇高な道徳については、誰も強く異論を唱え 
ていないのです。これらを精査すれば、いか 
に大きな奇蹟であるかが容易に理解されま 
す。 


預言者 ムハンマドの、 これ以外の無数の 
奇蹟の一部は、次のようなものです。 


マッカで、クライシュ族が奇蹟を求めた 
為、預言者ムハンマドはアッラーにドウアー 
をされ、月が二つに割れ、この奇蹟はあらゆ 
る場所から見ることができました。月が二つ 
に割れ、その 一つは アブー.クパイシュ山の 
方で、もう 一つは クアイクラン山の方で見ら 
れました。多神教徒は、マッカの外の遠い地 
点からやってきた隊商にこの出来事を見たか 
どうか尋ねました。彼らも、月が割れたのを 
見たと答えました。 215 


214. 

215. 


Bkz. Beyhaki, Delailu 'n-Niibiivve, Bey rut 1985; Ebu Nuaym, 
Delailu 'n-Nubiivve, Halep 1970 -1972; Suyuti, Olaganiistii 
Yonleriyle Peygamberimiz: el-Hasaisii 1-Kiibra, istanbul 2003. 
月章第 1-3 節； Buhari, Menakib 27, Menakibul-Ensar 38, 


Tefsir 54/1; Muslim, Miinafikin, 43, 47, 48; Tirmizi, Tefsir, 
54/3286; Ahmed, I, 377, 413. 
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実際、有名なフランスの天文学者ルフラン 
セ•ド•ラランドは、月の過去の動きを詳しく調 
ベ、この奇蹟の正しさを認めざるを得なかつ 
たのです。 216 


預言者ムハンマドがモスクでそれにもた 
れ、フトゥバを読まれていた乾いたナツメヤシ 
の切り株がありました。ムスリムの数が増え、 
フトゥパの為に説教台が必要となりました。 
預言者ムハンマドが説教台に立たれると、ナ 
ツメヤシの切り株は懐かしさのあまり泣き始 
めました。預言者ムハンマドは説教台からお 
り、切り株をなでるとその泣き声は収まり、 
静かになりました。預言者ムハンマドは 

「それは、そばで行われていたアッラー 
へのズィクルから遠ざかってしまった為に泣 
いたのだ」と言われました。 217 


預言者 ムハンマ ドの叔父 アッ バースが、 
バ ドゥルの戦いでの 捕虜たち の間でマディー 
ナに 連れてこられた時、預言者 ムハンマドは 
彼に、 

216. Zekai Konrapa, Peygambenmiz, Istanbul 1987, p . 110. 

217. Bkz. Buhari, Menakib, 25, Cuma, 26; Tirmizi, Cuma 10, 
Menakib 6; Nesai, Cuma, 17; ibn-i Mace, Ikame, 199; Darimi, 
Mukaddime 6, Salat 202; Ahmed, I, 249, 267, 300, 315, 363 .こ 

れらの文献ではさらに多くの奇蹟が言及されている。 
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「アツバースよ！あなた自身と、甥のア 
クル、ナウ ファ ル.ビン.ハーリスと、あな 
たと合意したウトゥバ.ビン.アムルの為に 
身代金を支払いなさい。あなたは資産を持っ 
ている人です」と言われました。アツバース 
は 

「アツ ラーの 使徒よ！私はムスリムでし 
た。クライシュ族が私を無理やり出発させた 
のです」と言いました。預言者ムハンマドは 


「あなたがムスリムであるかどうかはア 
ツラーがご存じです。あなたの話が本当であ 
れば、当然ァツラーはあなたに報償を与えら 
れるでしょう。しかしあなたの状態は、見か 
け上は、私たちに敵対していました。従って 
身代金を払う必要があるのです」といい、彼 
が持っていた800ディルヘムの金をも、戦利品 
として没収しました。アツバースは、 

「アツラーの使徒よ！せめてそれを身代 
金と見なしてください」と言いました。預言 
者ムハンマドは 


「いいえ、あれはアツ ラーが あなたから 
私たちに与えられた戦利品です」と言われま 
した。アツバースは、 


「アッラーの 使徒よ。 つまり 私を、生涯 
の残りの部分で物乞いをせざるを得ない状態 
にするのですね」と言いました。それに対し 
預言者ムハンマドは 
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「アッバースよ、 あなたの妻の ウンム . 
ファドウラにあなたが与えたあの金はどうな 
りましたか」と問われました。 アッバース 
は、 

「どの金ですか」と尋ねました。預言者 
ム/ヽンマドは 

「あなたはマッカから出発する日、あな 
た方のそばにアッラーしかいない時に、妻の 
ウンム•ファドウラに『この旅で私に何が起 
こるかわからない。もし災いにあえば、これ 
だけはあなたのものであり、これだけはウ 
ツバイドウッラーのものであり、これだけ 
はファドウルのものであり、これだけはクセ 
ミの、これだけはアブドウッラーのものであ 
る』と言っていた金のことです」と言われま 
した。この言葉に驚いたアッバースは、 

「これをあなたに誰が伝えたのですか」 

と言いました。預言者ムハンマドは、 

「アッラーが教えられたのです」と言われま 
した。驚きが落ち着いてきたアッパースは、 


「あなたを預言者として送られたアツラ 
一に 誓って言うが、このことは私と ウンム . 
フアドウラの他、誰も知らなかった。疑いも 
なく、あなたはアツラーの使徒です」と言わ 
れました。（ブハーリージハード， 172 ；アフマド I ， 
353 ；イプニ，サアド IV ， 13-15) 

唆^ 
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ウマイル•ビン•ワフブの息子ワフブも、ム 
スリムの捕虜となりました。ウマイルはクラ 
イシュの多神教徒の中で、悪賢く、また勇敢 
な人でした。マッカで預言者ムハンマドやサ 
ハーバを ひどく迫害していました。ある日ウ 
マイルは、ヒジユルでサフワン.ビン.ウマ 
イャと共に座り、バドウルで殺された人、そ 
して直面した災難について語り合っていまし 
た。その時サフワン.ビン.ウマイヤが、 

「彼らはあの状態になった以上、生きて 
いる意味はない」と言いました。ウマイル 
は、 


「確かにその通りだ。もし私に借金と、 
私がいなくなれば飢え死にすると心配をして 
いる子供たちがいなければ、必ず行ってムハ 
ンマドを殺していた。私には、彼らが認める 
弁解もある。『捕虜となった息子の為に来 
た』というのだ。聞いた限りでは、彼は市場 
に出て、うろうろしているらしい」と言いま 
した。ウマイルのこの言葉はサフワンを喜ば 
せました。 


「あなたの借金は私が引き受けよう。あ 
なたの名で、私が支払う。あなたの子供たち 
も私の子供たちと一緒に、生きている限り世 
話をし、最良の形でその費用を賄おう」と言 
いました。そこでウマイルは剣を十分に研 
ぎ、毒を塗りました。 
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サフワンも乗る為の動物や旅の資金を用 
意させました。ウマイルはマデイーナに行 
き、モスクの扉のところで止まり、ラクダを 
結わえ、剣を抱えました。聖ウマルが彼を見 
て、 


「これはアツラーの 敵、 ウマイル だ。確 
実に、災いをもたらす為に来たに違いない。 
私たちを仲たがいさせ、 バドウルの 日に クラ 
イ シュ族の為に 我々 の人数を予想してみせた 
のは彼ではなかったか」と言い、預言者ムハ 
ンマドのそばに行きました。 

「アツラーの使徒よ！アツラーの敵であ 
るあのウマイルが剣を抱えてやってきまし 
た！」と言いました。預言者ムハンマドは、 

「彼を私のそばに送りなさい」と言われ 
ました。ウマルは元の場所に戻りました。首 
にかけられた剣のひもをきつく締めました。 
アンサールのうち、彼のそばにいた人々に、 

「預言者 ムハンマドの そばに行き、座っ 
ていなさい。あのお方をこの悪人から守りな 
さい。彼は信頼できる人物ではない」と言い 
ました。預言者 ムハンマ ドは、 


「ウマルよ、彼を放しなさい。ウマイル 
よ、あなたは私の方に来なさい」と命じら 
れ、彼になぜ来たのかを尋ねました。ウマイ 



ルは、 





クノレフ^ 1 — ~ン - 

「あなたが捕虜とされた息子の為に来ま 
した。彼の為に善処をお願いしたい」と言い 
ました。預言者ムハンマドは、 


「では、なぜ剣を首から下げているのか 
ね」と尋ねました。ウマイルは、 

「アツ ラーが この剣に災いを与えられま 
すように。これらが何の役に立ったというの 
でしよう」と言いました。 

預言者ムハンマドは再び、 

「私に本当のことを言いなさい。あなた 
はここに何の為に来たのか」と尋ねました。 
ウマイルは、 

「私は他の何かではなく、ただあなた方 
の捕虜となった息子の為に来ました」と言い 
ました。預言者ムハンマドは、 


「あなたがヒジユルでサイフアンに出し 
た条件は何であったか」と聞かれ、ウマイル 
は恐れを抱きました。 

「私が何の条件を出したというのです？ 
」と言いました。預言者ムハンマドは彼らの 
会話を一語一語再現し、 


「アツラーは、あなたが行おうとしてい 
ることと、あなたの間に入られた。あなたの 
妨げとなられた」と言われました。そこでウ 


マイルは、 
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「誓って言いますが、あなたは本当にア 
ッラーの使徒であられます。アッラーの使徒 
よ！私たちは天からの知らせと、下された啓 
示についてあなたが嘘を言っていると考えま 
した。このことについて、サフワンと私以外 
に、誰も知ってはいないのです。この知らせ 
はただ、アッラーがあなたにもたらされたの 
でしよう。私をイスラームに招かれ、ここに 
連れてこられたアッラーに感謝いたします」 

と言い、それから信仰告白の言葉を唱えまし 
た。それに対し預言者ムハンマドは、 

「あなた方の兄弟に、イスラームを十分 
に説明しなさい。クルアーンを読み、教えな 
さい。捕虜も解放しなさい」と命じられまし 
た。預言者ムハンマドの命令はすぐに実行さ 
れました。ウマイルは、 

「アッラーの使徒よ！私はアッラーの光 
を消そうとし、ムスリムにひどい拷問を行う 
人間でした。もし許可されるなら、マッカに 
行き、多神教徒をアッラーへ、アッラーの使 
徒へ、そしてイスラームへと招きましよう。 
アッラーが彼らを導いてくださると願ってい 
ます」と言いました。預言者ムハンマドも彼 
に許可を与えられました。 



その頃、サフワン.ビン.ウマイヤは起 
こったことについて何も知らず、マッカの多 
神教徒たちに、 
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「数日のうちにもたらされる知らせに、 
あなた方は喜ぶだろう。それはパドゥルの痛 
みを忘れさせるだろう」といい、やってくる 
隊商に知らせがないか尋ねていました。結果 
としてある騎兵が彼に、ウマイルがムスリム 
になったことを伝えたのでした。ウマイル • 
ビン.ワフブはマッカに来ると、人々をイス 
ラームへと招き始めました。彼によって多く 
の人がムスリムとなりました。聖ウマイルは 
ある日、 カーバの そばでサフワン.ビン.ウ 
マイヤとばったり会いました。そして彼に、 

「あなたは我々の中の有力者だ。私たち 
が石を崇拝していること、それらの為に犠牲 
をほふっていることを見ないのか。教えとい 
うものはこういうものか？私は誓って言う 
が、 アッラーの 他に神はない。 ムハンマド も 
アッラーの しもべであり、その使徒である」 

と言ったのでした。サフワンは彼に何も言う 
ことができず、沈黙していました。 218 


ジャービル•ビン•アブドウッラーは次のよう 
に語っています。 


「ある時、アツラーの使徒と共に歩いて 
いました。最後に広い谷に降りました。アツ 
ラーの使徒は、トイレの用を済ませる為に先 
に行きました。私も水入れの容器を持って彼 


218. 


Bkz. Ibn-i Hi§am, II, 306-309; Vakidi, 1,125-128; Ibn-i Sa c d, IV, 
199-201; Heysemi, VIII, 284-286. 
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の後を行きました。預言者ムハンマドは周囲 
を見渡されましたが、物陰に隠れる為のもの 
が何もありませんでした。谷のそばにある二 
本の木が目に入りました。預言者ムハンマド 
はそのうちの一本の方に近づかれ、枝を手に 
され、 


『アツラーの許しを得て、私に頭を下げ 
なさい』と命じられました。木は、鼻にくつわ 
をされたラクダのようにアツラーの使徒に従い、 
実を掲げました。もう一本の木の方にも行か 
れ、枝を手にされ、 


「アツ ラーの 許しにより、私に従いなさい」 

と命じられました。その木も、もう一本の木 
のように曲がりました。その2本の間に行か 
れ、それらをつなげられました。それから、 


「アツラーの許しにより、私の上を覆いなさ 
い」と命じられました。木はすぐにその上を覆 
いました。アツラーの使徒が、わたしがそば 
にいることを感じれば、さらにそれを進める 
と恐れ、私は急いで走って遠ざかりました。 
ある場所で座って、物思いにふけっていまし 
た。目を少し横にそらすと、突然アツラーの 
使徒が来られたのが見えました。その2本の 
木も互いから離れ、それぞれの幹の上にまつ 



すぐ立っていました。預言者 ムハンマド が一 
瞬、立ち止まられたのを目にしました。頭で 
右と左を示されました。それから私の方に歩 
いて こられました。そばに来ると、 
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『ジャービルよ！私が立ち止った場所を 
見たか』と尋ねられました。 

『はい、 アツ ラーの使徒よ！』と答えま 

した。 

『では、この二本の木のところに行き、 
それぞれから一本ずつの枝を切り、持ってき 
なさい。私が立ち止った場所に来て、一本の 
枝を右側に、もう一本の枝を左側に植えなさ 
い』と命じられました。私はすぐにその願い 
を実行し、おそばに戻りました。そして、 


『おっしゃられた通りにしました、アッ 
ラーの 使徒よ、ただ、これはどうして行った 
のですか？』と尋ねました。預言者ムハンマ 
ドは、 

『罰を受けている二つの墓のそばを通っ 
たのだ。この枝が湿ったままでいる限り、私 
のとりなしによって罰が軽減されると望んだ 
のだ』と言われました。それから隊商が露営 
している場所にやってきました。 アツラーの 
使徒は、 


『ジャービル、ウドウ'—の為の水がある 
か、人々に声をかけなさい』と言われまし 
た。アンサールのうちの一人のものである袋 
の口の部分に残った一滴の水以外には、水は 
ありませんでした。そのわずかな水を出そ 
うとすれば、袋の乾いた部分に吸われてしま 
い、一滴の水も出てこないでしよう。預言者 
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ムハンマドは その袋を手にされ、何であるか 
私にはわからない、何かを唱えられました。 
一方で両手でそれを締め付けておられまし 
た。それから袋を私に渡され、 

『ジャービルよ、大きな器があるか、声 
をかけなさい』と命じられました。アツラー 
の使徒は手を容器の中に入れ、指を開かれま 
した。そして手を容器の底に置かれ、 

『ジャービルよ、その袋を取り、私の手 
の上にしずくを流しなさい。そしてビスミツ 
ラーと言いなさい』と言いました。私はすぐ 
にその水を手の上にかけました。そして『ビ 
スミツラー』と言いました。アツラーの使徒の 
指の間から水がわき出ていました。水は容器の 
中でうずをまき、ついには口まで一杯になり 
ました。 アツ ラーの使徒は、 

『ジャービルよ、水を必要としている人 
々に呼びかけなさい』と命じられました。人 
々はやってきて、十分に水を飲みました。 


私は『水を必要としている人はもういま 
せんか』と尋ねました。誰も出て来ませんで 
した。預言者ムハンマドは手をあげました。 
容器は口まで一杯になっていました。しばら 
くして人々は空腹を訴えました。アッラーの使 
徒は、 



『インシャツラー、アツラーが あなた 方 
の空腹を満たされるだろう』と言われまし 
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た。その時、私たちは海岸に束ていました。 
膿が波打ち、岸に動物を打ち上げました。私 
たちはこの動物のそばで火を起こし、肉を料 
理し、揚げ、満腹するまで食べました。それ 
でも半分しか食べられませんでした』 （ムス リ 
ム、ズフド、 74) 


預言者ムハンマドが誰かにドウァーされ 
た時には、その影響はその人に一生涯、見ら 
れました。聖アブー•フライラには、聞いた知 
識を決して忘れないこと。聖アナス•ビン•マー 
リクには、生涯、財産、子供たちが豊かになる 
こと。聖べシル•ビン•アクラパには恵みを得る 
こと、聖アブールーヤサルにはその生涯が長く 
なり、ムハンマドのウンマがそこから益を得 
ること、こういったドウアーが、その一例で 
す。ここでは次の二つの出来事を、その例と 
して示すことで十分と見なします。 

アブドウラー•ビン•ヒシャームは、預言者ム 
ハンマドに （6 歳の時に）間に合うことのでき 
た世代でした。母のザイナブ.ビンテイ•ム 
マイドは彼を（マッカ征服の際に）預言者ム 
ハンマドのもとに連れて行き、 


「アッラーの 使徒よ！息子から、 ムスリ 
ムであるという誓いを得てください」と言い 
ました。預言者ムハンマドは、 
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「彼はまだ小さい」と言われ、その頭を 
なでられ、アブドゥラーの為にドゥアーされ 
ました。 

アブドウラー.ビン.ヒシャームは成長 
し、市場に行き、食料品を購入していまし 
た。イブニ.ウマルとイブニ.ズバイルは彼 
を市場で見かけ、すぐにそのそばに寄り、 

「私たちをも、この財産の共同経営者に 
してください。なぜなら預言者ムハンマド 
は、あなたの為に豊かさを求めてドゥアーを 
された」と言いました。アブドゥラーも彼ら 
を共同経営者にしました。時にはちょうどラ 
クダー頭分ほどの利益を上げ、それを家に送 

つていました。（ブハーリー、シルケット、 13) 

ジュアイド.ビン.アブ ドウ ルラフ マー 
ンは次のように語っています。 

「私はサイド•ビン • ヤジディが94歳の時に 
彼を見ました。非常に健康で、バランスのと 
れた体つきをしていました。彼は私にこう言 
いました。 

『私は非常によく理解しているが、この 
年になって耳や目が非常に健康であるのは、 
ひとえに アツラーの 使徒の ドウアーの 恵みに 
よる。子供の時、伯母が私を アツラーの 使徒 
のもとに連れて行き、 



『アツラーの使徒よ、妹の息子は病気で 
す。彼の為にアツラーにドウアーしてくださ 
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い』と言いました。それに対し預言者ムハン 
マドは私の頭を撫で、あらゆる点で恵みを受 
けることができるよう、ドウアーされた」（参 
照 . Buharl, Menakib, 21-22) 


アブー•フライラは次のように語っていま 
す。 

「私はアツラーの使徒と共に遠征をして 
いた。その時、兵士たちの糧が底をついた。 
動物たちの一部をほふることを彼らは望ん 
だ。聖ウマルは、 

『アツラーの使徒よ！私が集団で残され 
た食べ物を集めて、あなたはそれらがより豊 
かになる為にドウアーすればよりよいのでは 
ないでしょうか』と言った。預言者ムハンマ 
ドもその通りにした。麦がある者は麦を、ナ 
ツメヤシがある者はナツメヤシを、種がある 
者は種を持ってきた」 

その場にいた人々はアブー.フライラ 
に、大きな驚きと共に、 

「種で何をしていたのだろうか」と言い 
ました。 この 祝福されたサ ハーバは。 


「人々は食べ物を見つけることができな 


い為に、それを吸っていた。それから水を飲 
んでいた」と言いました。アブー•フライラ 






最後の啓 TT ： 宗教イスラ'—ム 


はハ ディースの 続きを次のように語っていま 
す。 


「アツラーの 使徒は ドウアーを された。 
食べ物が非常に豊かにされ、皆、§分の容器 
を 満たした。預言者ムハンマドはこの神のも 
てなしに対し、 

『誓って言うが、アツラーの他に神はなく、私 
はその使徒である。この二つの項目への疑念に 
陥ることなくアツラーに至る人は、天国に行く』 219 

( ムスリム、イマ '— ン、 44) 


219. 預言者ムハンマドの生涯、道徳、奇蹟に ついては 以下 
の文献から広い知識を得ることができる。 

http://islamicpublishing.org/KAYNAKLAR/Dokumaniar/ 

KnAPLAR/english/ingilizce-rahmet-esmtilen.pdi 

http://hazretimuhammedmedinedevn.aarulerkam.altinoluk. 

com/ 



Ibn Ishaq (150/767), The life of Muhammed ， Karagi: Ox¬ 
ford University, 1967; Mevlana §ibli en-Numani, Siretu 'n- 
Nebi=The life of the Prophet, Lahor: Kazi Publications, 1979; 
Afzalurrahman, Encyclopaedia of Seer ah: Muhammed, Lon¬ 
don: The Muslim Schools Trust, 1982; Abdulahad Dawud, 
Mohammad in the Bible, Devha [Doha]: A Publications of 
Presidency, 1980; Martin Lings, Muhammad: his life based 
on the earliest sources, London: The Islamic Texts Society, 
1983; A. H. Vidyarthi, Mohammad in world scriptures, New 
Delhi: Deep-Deep Publications, 1988. 






終りに 


歴史を通して啓示宗教は、人間によって 
損なわれ、中に逸脱した信条が混入されるた 
びに アツラーは それを新しくされ、しもべた 
ちに道を示す効果的な鉱石と、効果のない泡 
を区別する預言者たちを遣わされました。つ 
まり全ての神の法と預言者たちは、金の鎖の 
環のように互いに結びつき、同じ源からもた 
らされているのです。その最後の環を、クル 
アーン と預言者 ムハン マドが形成しているの 
です。 


私たちはこの書物で、イスラームについ 
て果てしない大海のひとしずくのように、非 
常に本質的な知識を提供しようと試みまし 
た。イスラームの、人、 g 然、生命、現世、 
そして来世への観点を可能な限り取り上げる 
ベく努力しました。イスラームについて調 
ベ、研究してからムスリムとなった人々の経 
験を伝えました。非常に多くの人が、研究の 
結果イスラームが破壊されていない最後の教 
えであるという結論に至っています。この形 
で長い研究の結果としてムスリムとなる人々 
の数は日々増えています。次々に蓄積されて 
いくこの経験には、誤りであるという可能性 
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はありません。無数の経験により手にされた 
結果は、疑いもなく正しいものなのです。 

イス ラームを 深く研究すれば、それが私 
たちが伝えたもの以外にも多くの素晴らしさ 
を持つものであることがわかるでしよう。残 
念なことに今日、イス ラームは 意識して、も 
しくは知らないうちに、誤った形で教えら 
れ、もしくは覆い隠されようとしているので 
す。知性を持つ人にふさわしいことは、イス 
ラームを先入観なく公平に、正しい文献から 
全体を学び、それから判断することです。 

アツラーが全ての人に、現世と来世での幸福 
を与えられますように。現世での生が終わる前に 
最も正しい道を見つけ、私たちに与えられている 
試練の時間を最も効果的な形で活かすことが、私 
たち皆にかないますように。あなた方の手にある 
この作品を、この道における要因、媒介の一つと 
してくださいますように。 


アーミーン! 


^ .0 ^； 11¢- SyJI 

**1 二 〆 ， ** i 



あなたの主、威徳の主、かれらが配する 
ものから（超絶なされる）主に讃ぇあれ。使 
徒たちに平安あれ。万有の主、アッラーに讃 
えあれ。（整列者章第1 8 〇— I 82 節） 
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